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第十七輯 第八競

閉会日九年八月一日 日本建築協舎
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諸 建 築 材 料 及 附 帯 設 備 一 式

設 計 監 督 工 事 請 負 並 材 料 販 買

三機工業株式舎枇大阪支応

大阪市北直中之島三丁目三井ピル・電話土佐掘(44)8365(3)1776 ・3103

本 庖 東 京 市 鶴 町 匡 有 柴 町 一 丁 目 三 倍 ピ ル

支庖出張所大阪、大連、名古屋、稿岡、京披、札幌、新京、泰夫. 鷹島 .葺北

取 扱 庖 三 井 物 産 株 式 曾 粧ー各 地 支 庖 出 張 所
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キ ャ リ ア 空 気 調 整 装 置

設 計 監 督 工 事 請 負

東洋キャリア工業株式曾祉大阪支庖

大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 井 ピ ル

本 府 東 京 市 麹 町 医 有 柴 町 一 丁 目 三 信 ピ ル
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都 市 武 装 促 進 運 動 趣 意 書

『都市を護れ』とは近時識者の頻りに唱導するところである o 都市の 防護は

杢の護りと共に都市の武装であらねばならぬ o 空の護りは兵備であって都市を

武装するは我等建築関係者をはじ め枇曾人 の義務である

我が園都市の現肢を見るに者1¥市計護法並に市街地建築物法の賓施以来改善進

歩し? こりとは云へ狛建築物 の防火防空の方面に於て叉避難道路空地等に於て欧

米都市に比し敏〈るところ甚 t : : 多〈一朝 空 襲佐受けんか我園の知 き木造建 築 の

集園? こる都市 の被害は彼の閥東大震火災近くは函館 大火 災 以 上の惨えたを現出す

ること 火 を陥るよりも明らかである

この時に あ7こり組図日本指導の第一線にある我 d宇都合人がこの脅威を自究し

率先して 防火防窓の建築物普及に蓮挫し都市自位の 防護施設の完成そ期せねば

ならぬ o 時恰も今夏七月京阪和11 を中 心と して翠行せらる〉陸軍防空演習を機と

しこれが助成促進の第一歩として我が協合は防火防窓建築の普及並に者1¥市 計査

の蹟充を計る矯 め下 記目的方法にまり都市 武装 促進運動を潟さんとするのであ

る

この緊急: 重大なる計量運動に謝して敢て愛図先受の士の御賛同を乞ふ次第で

ある

目 的

防火 防空建築の普及促 進 J. 避難施設の 完備

防火地wの慌大 1. 環朕放射道路及去 閤E足場 の設 置

1. IW火 地直内建築完成の促 進助成 1. 都市航空港の建設

寅 行 方 法

1. 都市武装に関する建議 1. ポ久ターの懸賞募集

1. 都市武装に就いての論文懸賞募集 1  都市武装に閲する座談合の開催

1. 都市武装展覧曾の開催 1. 股火管 制 の 調 査

1. 詩街並に映書舎に依る宣停 1. 重要建築物に於ける偽装遮蔽避

l. r都市武装競』 の特輯 雛償管

1. 〆ンフレツト の殻行頒布 1  者[ ¥市航窓港計霊案の懸賞募集

近t 法

国 人

1. 都市武装坦聞の設置

昭 和 9 年 7 月

日 本 建 築 協 含



都 市 武 装 促 進 事 業 資 金

寄 附 者 芳 名 (八月子[ 日現ω

大阪府補助金

大阪市補助金

株 式曾世大林組殿

合名曾社竹中工務庖殿

片岡 安殿

合資曾註清水組殿

住友合資曾社殿

大阪瓦斯株式奮社殿

大倉土木大阪出張所殿

株 式富社鴻池組殿

浪 花電錯協曾

阪神電鍍株式奮社殿

阪神意: 行電錨曾社殿

南海錯這株式童話. 殿

大軌電鐘株式含社殿

京阪電鍍株式曾社殿

阪和電鍍株式曾社殿

大阪鏡這株式曾社殿

株 式曾社銭高組殿

大阪窯業セメン ト株式富社殿

長谷部、 竹腰建築事務所殿

中山太一段

株式曾社大阪ビルデイ ング殿

株 式奮社松村組般

株式曾社大阪株式取引所殿

大阪開業株式禽社殿

池田勘礎控

住友伸銅鋼管株式奮社殿

株 式嘗社三和銀行殿

東洋リノ リウム株式含社殿

山脇友三郎殿

株 式曾社都ホテ J(.. 殿

奥村重兵衛殿

大阪農ヱ銀行殿

合貧富社西本組殿

2 .0 00 .0 0  

1.0 0 0 . 0 0  

2 .0 0 0. 00  

2 . 000. 0 0  

t. OOO. OO 

1. 000. 0 0  

5 0 0.0 0  

5 0 0 . 0 0  

3 00 . 00  

3 0 0 . 0。

5 0.0 0  

5 0 .0 0  

5 0 . 0 0  

5 0 . 00  

5 0 . 0 0  

2 5 . 00  

2 5 . 0 0  

3 0 0.0 0  

2. 0 0.0 0  

2 0 0 . 0 0  

2 0 0.0 0  

2 0 0.0 0  

2 0 0.0 0  

2 0 0 . 0 0  

150. 0 0  

1 00 . 0 0  

10 0.0 0  

1 0 0 . 0 0  

1 0 0 . 0 0  

1 0 0 . 0 0  

1 0 0 . 0 0  

1 0 0.0 0  

1 0 0 . 0 0  

1 0 0.0 0  

株式曾社鹿島組殿

安井武雄殿

田中豊輔最

安藤組大阪支庖殿

日本ペイン ト株式禽社殿

株式書社須賀商曾殿

株式禽社間組殿

森下博殿

松室重光殿

株式曾社堂島 ビルデイ ング殿

合名曾社i凡建製作所殿

小林林之助殿

富士建築工翠株式奮社殿

関西土地株式奮社殿

三機工業株式曾社殿

井上稿讃殿

ライ トラパー工業合言証書社殿

徳政金吾殿

橋本勉殿

東洋陶 器大阪出張所殿

武智正次郎殿

緒方枯将殿

全国藤賢聯合組合殿

岡本新次郎殿

日本ヱ レ ベ - 9. - 株式曾社段

葛野』士一郎殿

三菱商事株式省社殿

日本楽器製造株式曾社殿

波江 Ｇ ｉ ｾ 忠 夫殿

今林彦太郎殿

清水長ニ殿

武田五一段

小笠原 殿

秋田喜代治殿

鈴木末尾殿

円

10 0.0 0  

10 0 . 0 0  

1 00 .0 0  

10 0.0 0  

10 0. 0 0  

10 0.0 0  

10 0 . 0 0  

1 0 0.0 0  

1 0 0.0 0  

1 0 0 . 0 0  

5 2.0 0  

5 0 . 0 0  

5 0.0 0  

5 0 . 0 0  

5 0.0 0  

5 0 .0 0  

5 0.0 0  

5 0 .0 0  

5 0.0 0  

5 0 .0 0  

5 0.0 0  

5 0 .0 0  

5 0 .0 0  

5 0 .0 0  

5 0 .0 0  

5 0 . 0 0  

5 0.0 0  

3 0 . 0 0  

3 0 . 0 0  

3 0 . 0 0  

3 0.0 :> 

3 0.0 0  

3 0 . 0 0  

3 0 . 0 0  

3 0.0 0  



高松平太郎殿 3 0.0 0  建築協含職員一同殿 ] 0 .0 0  

平塚鎗吉殿 3 0 . 0 0  松久保敬三殿 1 0 . 0 0  

関西ペイント株式曾社殿 3 0 . 0 0  大谷金庫庖殿 '10 .0 0  

松浦丹平殿 3 0 . 0 0  草田定憲殿 1 0 . 0 0  

平松釣戸車製法所殿
3 0 . 0 0  伊東宗太郎殿 5 . 0 0  

マ; 1- エス工業株式曾社殿 3 0 . 0 0  西林岩助殿 5 . 0 0  

合資禽社長進社大阪支庖殿 3 0 . 0 0  新田明殿 5 . 0 0  

闘技化率工業株式含社殿 3 0.0 0  柳原義平殿 5 .0 0  

西原衛生工業所殿 3 0 . 0 0  
内藤多イ中殿 5 . 0 0  

野還幸三郎殿 3 0.0 0  
米倉威夫殿 5 . 0 0  

岡部顛則殿 3 0 . 0 0  
岩田勝己殿 5 . 0 0  

富士岡重一殿 3 0 . 0 0  
能村知ニ殿 5 . 0 0  

浦英之助殿 3 0 . 0 0  
光安梶之助殿 5 .0 0  

渡部圭吾殿 3 0.0 0  
本多正道殿 5 . 0 0  

中運誠一郎殿 3 0.0 0  
森本藤吉殿 5 .0 0  

新名種夫殿 3 0 . 0 0  

山口正城殿 5 . 0 0  

加藤善吉殿 3 0・0 0

中西六郎殿 5 . 0 0  

; 炎陶株式曾社大阪支屈殿 3 0 . 0 0  

高岡興三吉殿 5 .0 0  

鳥井信段 3 0 . 0 0  

武田経一殿 5 .0 0  

糟谷武笛殿

古字国賓殿 5 ・0 0

3 0 . 0 0  

三浦向史殿 3 .0 0  

; 炎江セー) 1 ，ズ株式奮社殿 2 0 . 0 0  

鹿島彦三郎殿 3 .0 0  

矢橋大理石商曾殿
2 0 . 0 0  

佐々木源之助殿 3 . 0 0  

森上浩行殿
2 0 . 0 0  

正岡隆一段 3 . 00  

ユニオント レーヂング殿 2 0 . 0 0  

植竹春霊殿 3 .0 0  

今里+ 地株式禽社殿 2 0.0 0  

戸塚質人殿 3 . 0 0  

キ夏商庄殿
2 0 . 0 0  

井出正雄殿 2.. 0 0  

白木建築紙工大阪支庖殿 2 0 . 0 0  
泉谷千秋殿 2 . 0 0  

山本窯業商庖殿 2 0.0 0  
久保正吉殿 2 .0 0  

守谷商庖段
2 0 . 0 0  

守随乙作殿 2 . 0 0  

オりヱンタル メタ)1，.. 製蓬所殿 2 0 . 0 0  
島田夏馨殿 2 . 0 0  

日本ドアーチヱツク製作所殿 2 0 . 0 0  
荒川護夫殿 2 .0 0  

東E ベイント株式曾社殿 2 0.0 0  
棚橋諒殿 2 . 0 0  

能美商曾殿 2 0 . 0 0  
曾我部幸雄殿

1. 00 

村上徹ー殿 1 5 . 0 0  
柿本清治殿 1. 00  

山口 f義三郎殻 1 0 . 0 0  

村田俊郎殿
1 . 0 0  

石川寛三段 1 0 . 0 0  

野田義雄殿 1 . 00  

大阪伊丹商庖殿 1 0 . 0 0  
山謹政吉殿 1. 00  

有国製陶所出張庖殿 1 0 . 0 0  J :  

昭 和 9 年 8 月

市上関

日 本 建 築 協 省E 首f
法 人



(絶 版) 関 東 震 火 災 視 察 記 定 債 3.50図 ( 創 '112)

震災直後本協合員の硯祭報告集

(絶 版 ) 住 宅 懸 賞 園 案 集 定 債 1.00園 ( 割 引0)

サンマ ーハクス 、貸長屋の懸賞闘案集

( 絶 版) 婦 人 の 住 宅 知 識 定 債 1.00閤 〈主主本! い0)

婦人に必要なる位宅の諸設を蒐集せるもの

( 絶 版 j 世 界 最 近 建 築 図 集 定 債 0.50閏 也事干の

欧米尖端の新建築の潟真集

(絶 )坂 ) 塁手 校 建 築 園 集 定 債 1.00国 〈送料 18)

幼稚園、小製校より大製校に到る迄の諸磁の

& : 校を網羅す

一 一 一 一 一 一 一 一

記 念 出 版

( 絶 版 ) 住 宅 国 案 集 定 償 1.00闘〈送料 :0)

工費 2500 間以内建立|ミ30Of J . ; J 、内の小住宅懸賞闘集

(新 刊) 最 近 建 築 懸 賞 国 集 定 憤 0.70悶 (;!&' f4 ! O)

東京帝室開東物洋価 ・東京美術館 ・2巨人合館 。日本

生命館等 趣味を基調とせる大建築懸賞国集

(四 版) 市 街 地 建 築 物 法 令 定 値 0.50闘 〈送料 6)

六大都市施行細則共他闘係命令を蒐め? こも の

記 念 出 版

(新 刊) 大 阪 市 地 質 調 査 国 表 定 償 3.50間 借 料 12)

大肢の地質を 500 箇所に亙り調査した闘表 Ｈ本協倉員に映り ｾｌ ｏｏｬ は Ｑ Ｉ

一 一

記 念 出 版

( 新 刊) 績 住 宅 園 案 集 定 償 1. 00園 〈割引の

工費 2500 閥以内建坪 30 坪以内の小住宅及同

上の華所園集

(新 刊 ) 績 挙 校 建 築 国 集 定 債 1. 00囲 G!l :1ト14)

最近二三年間に竣工しに大 ・中・小皐校建築

40徐校{ t > i拡め たも の

日本建築協曾護行大阪町日ピル貰 捌柳々堂書底
銀 替 ー 39975 1  丸善本支底
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日米特許一二個・賀川1fr 案登銀四六回昨用

末 野 武rli j { 鋒よイr F

〔特許大野式シャッター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー

大 野 式 J L ー プ J L . シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 周 軸 承

大 野 式 轄 子 入 軸 箆

大 野 式 轄 子 入 戸 車

大 野 式 廻 碍 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉

日英米{ 弗特許三一個・賞用新案五 九個併用

特 許 木 ニ サ ッ シ

受 托 管 業

会 重 大 野 製 作 所

東京市芝直三田四園町二番地・電話三田 ( 45) 国三主主夫

耳 ｴｦｴ 同銀民館所・大限ｬＡｊ此花嵐上扇島中ニ・電臨調島ＨｾＩ五ｊｖ｜

I1lli l  
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栗 東 帯 室 樽 物 館 模 型

訟 に懸賞募録 したるも の に して目下建築中東

洋ーの美 術館と して 所湖東 洋趣味 を 基剃 とせ

る様式に輸S主力美を極め るであら う。

1:1絡



正 面 外 観

大阪市天王寺公開 内に 、先 年寄附 を

受けた住友邸の跡に建 てら るべき市

美術館は永 ら〈混凝土の骨僚のみを

随ら して居 たが本年に入って漸( そ

の美 〈 しい外部工事を完了する に去

った、。哉筋混凝土法、市 の建 築課 設

計。

口修 2  

入 口 玄 関

大 阪 市 美 術 館



大 阪 市 美 術 館

第 3 階 卒 函 園

第 2 階 卒 面 薗

第 1 階 平 面 圃

地 下 階 平 面 園

3  日終



卒 面 園

東京府美術館外観

平 面 圃

第 1 階
主 階

i Fbt J百一 :1
聖徳、記念給命官官 l'i 明治大帝

の御事績を表はす給EE を問l

列するも のにして盛物は懸

賞競技に よる 、明治紳宮外

苑 の中心建治物である。

東京府美術館は故岡田 信 一

郎氏の設計 l亡成 P美術展覧

合場と して 上 野 公 闘 にあ

る、 大正 15年竣工。

-L i 刊ド 山町叩叫置い l 司
a  1  '. • U!lLl"， - _  - ［ ［ ［［ ｊＺ ＺＺ Ｚｮ盤 ｬ ｾ I  ド

士主

宝

ラ

含

し斗斗

ロ紛 4  

聖 徳 紀 念 繕 置 館 ・ 東 京 府 美 術 館
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第 2 階 卒 面 薗

l土- _ . ' 1  

第 1 階 平 面 園

京 都 美 術 館

外 観

Ｉｪｾ都 岡 崎公間 にあり 、 御大 ｩｩＧ ＡｬｬＧ記 念 に 京

都 市 沖: 建 設 せ る もの懸 賞競 技 に よる、

目 下は 美術 品 の皮質J を主 と して ゐ る、

昭和 8 年竣工。

5  口絵



全 景

I

1
1

1

」
一
、

l

/

本 館 階 段

「

し

」ー・一一 」

臥 筒 ド 面 調
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玄 関

銘柄白鶴 ノJ 本側必納氏が 必; 集にか λ

るーた術品を収め 、 そノJ 陳 列 と研究と

に充てる 、純 和 Jt，¥を松! 底とする鍛筋

t昆l MJ'. 詮ノJ 建物、設計施工 は竹 中工

務 応 、 昭和 Ｙｾ 竣工 、 倫詳細は谷尾

に説明 がある 。

白 鶴 美 術 館

本 館 正 ・函

本 館 1 階 陳 列 室

?  口給



正 面 外 観

Jf; 似徳 il l ＨＩｾ＠ IT守家ノJ 美術

I(ir であ る、;窓 l丘は大! I 生

懸賞競技による 、長議筋

J疑品t 土治 、詳 細 は記事

rjJ に妓戸氏。説明があ

る。

1:1給 R

回

回

、

'  

第 1 階 平 面 園

u  

地 階 卒 面 園

議 川 美 術 館
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翻外

先代住友男傍の蒐集 l亡か A る支那古

代銅器 は位界の至変である、それを

牧む べき 倉で 、鍛筋混凝土造 、元 の

住友合資曾量土工作部設計、京都JJEヶ

谷別邸内にある。
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.1階卒面圃

住 友 別 邸 内 銅 器 庫



東 京 上 野 1専 掛 館 L 批 え 』み:J l A .s < )

ミ京上! I l I ' * 案博物館建館は

2 γ ドル博士の設 計 に か A

， .!t ラ セ y 式を加味せる〉主

主風の もの兼 しZ農民に調和

白せん軍事めに試み られ た も

シであらう 、 明治 13年 洛 成

; 震災に大破して取撲され

: 様 であ る。

奈 良帝家博物館は明 治 27

三片山 、宗雨氏及京事f 恩 賜

1物 館はその忍年片 山、 足

E禰氏 の設計で美術 館 建 築

一して初期の もの。

[ 典的な様式に厚 ν 、煉花笠

)  ll t厚な建物、本 邦 美 術 館

t本史 の第一頁に示さるべ

ものであらう 。

口総 10 

さ長 良 帝 室 博 物 館

東 京 上 野 帯 室 博 物 館 ・ 奈 夏 帯 室 博 物 鶴
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J  

テー -，- ーーγ 寸「一寸。

東 京 帯 室 樽 物 館 表 慶 館

「X

第 2 階 卒 面 圃

. 1 階 卒 面 圃

外 観

表 慶 館 は大正予菅の

御成婚を記念する

鍵 め に主主てられた

もの 、 宵 内 省の設

言!ーに 古益弘る 。

11 口総



外 側

朝 鮮 京 減 鷲 貴 扇 宮 内 に

みって、煉 J(. 及 俄1Oji 見

凝 :卜‘進 、外百草花 i;i，j 石J l li

り寓箆 に見る iiIIり の問

、、彼輿式である 、大l E

6 年 完 成 、朝 鮮 総 督 府

管絡線設計、

S
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.2階 卒 面 圃
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.1階 卒 函 圃
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朝 鮮 穂 督 府 博 物 館



本 手E 最 初 の 美 術 官官

工皐博士 堀 jb盛 夏R

石井研賞氏著 「明治事物起原J によると 1/ 美術 H とい ふ言葉は 、明治 日年 1 月、 f民地

利博覧合 賛同 出品 Ｑ 勧誘の 官令 に於て、初めて ｈＧ ， 現し Ｑ］ も のであって 、 此 の 時大 ｊｾ 圭介が英

語の“ Fine :¥rt" を諜し1= ものである として ある 。

此 の官令 には 美 術といふ 言葉に付ＺＮｾ･Ｎして Ｂ Ｑ す紫茜謬像ヲイ乍Ｉ｝ＮＮノ 術詩壊 さ ｾ，ヲ美術ト云 ＱＱ

と説明を附げである。

叉明治10年 8 月上野に開催され 1=第 l 団内問勧業博覧舎に、 美術i l I : i とし、ふのが建てられ

1=。これは美術館の最初の ものでもあるし、叉美術なる語が一般公衆に知られた始であら

つ。

此の美術館の建築はゴシック式のもので、共の形貌は僅かに版菌、錦繍等に残って居る

のみで、 E 確なことは判ら ないが 、明治10年内閣勧業博寛合事務局で 刊行しに内 問勧業博

覧合場案内といふ小冊子に出て居る銅版苗で其の透視圃を覗ふことが出来る( 第 I 圃j 。

建築の規模に就いては 11 場内の中央 lこl吃立たる碑迭の一宇は即ち美術館なれその高さ

42尺 5 寸桁行90尺、梁間36尺その卒積75坪あり H と記載されてある。煉瓦造平家建、建坪

7:i i' rの建築であったらしい。

中央にポーチあり、共のペヂメントには菊花御紋章をちりばめ. 屋根には 3 倒の屋窓を

付りて光線を採り入れて居る。

此のゴシック式建築で最も脊とする所は、其のホインテツド・ア ーチが皆な閣狐を用ひ

ないで、直線式の三角形をなして居る黙である。斯の如l き直線式三角頂形の窓は . 此の時

代の建築に折 k 見受けられる所であって、先輩古老の談によれば、制i戸居留地あ?こりにも

在つ? こさうである。

此の美術館の設計者は明かで無い。時代の古 さから謂ふてふ外岡人の手に成ったもの

と見るのが至嘗であらう。

美術館の内部は第2 闘の錦繍で想像すると、高い屋根裏を見せた大庚聞であつにらしし、。

明治10年に出来? こ此の美術館は、明治14年の第 2 回内問勧業博覧舎の時には、其の前面

に出来? こコンドル設計の煉瓦: i 1! l 2 階建のサラセ ン式美術館( 後の帝室博物館) の後ろ に隠

されて、博物館の附属館 となって しまった。 ( 第 5 闘. 第 6 闘)

そして何時の頃 lこか取り強わされてしまつにが ‘ 恐らくは明治の末年までは存在 しで居

つにものと思はれる。 (9. 6.  12)  

I  V 川
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害事 1 圏 内凶w措ヨ!jW' l ' f 合案内 f. IlfJ 1古10 1下内 h月初 業

博覧合事務局刊行〉銅版 の 箸 ｮｾｵＮ でｾ 音 ｼ の 詳細 が

良 < ! J l はさ れて府る 。 此の美 術館 を 知 るに最 も

ｊＮｦＨ ｾ な資 料である 。

第 2 圏 三枚絞針1粉 U 内閣初雪量博覧舎之闘、方但|

合前走見、 明治 10年 8 月 H の 一 部

美 術 flir の位置を示す もの 。 正面I にあ る正門 の蹴

上に は時昔|塔 を11f t けであ る。此 の門は現在 の帝

第 博物 館の疋門である。
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第 6薗 明治2 3年 3 月17 口l必民新聞附録、tt，3 ill !  内

図 j'l 地業博覧合敷地及U ! ; II 勾配置 aJi}問 、

手

中央 J ) 博物館とある の が コ ン ドル博士設計 ノコ も

ノ') 0 Jt の後 に博物館附風館とある ノJ が、最初j ノJ

美 術 館 であ る。

Ｂ［ａ ｾＺ＠ ｾ［可広 ヤｾＭＶ
"，'";J 

ｆ 一一 寸 ｉ ｾ

第 5 圏 j¥Cif:E合場 t 'Jli' 公 州地問 、 明治 10¥1三9 刀、

各官'，'{ ノコ 即 位 を示すも J ) 0  jfi 61司 と比 il攻すると 、

後ノ' ) ｗｊＭ［ ＿ｩｾｾＺ博物館と ｊ Ｉ 闘｛イミ位丘が 明かになる。

ご; : 第7 園 枚綴錦給 W 内ト叫ん1業 IW賢台美術白'f ノ) 1，;1、liE主ぷ、I!fJi 古! OiF 9  )J 1/ 

美 術 館 内 部 を 示 す IIf[ ー ノ') ti: 料 で あ る。

3  V IIt 



近 代 美 術 館 lモ 就 て

波 n:  J悌
夫

美術館は近代都市の辰も重要なる建築の一つで あって . 肱米の諸都市に於ても共昔11市の

美術備には有らゆる野カを拶1¥って居る。都市計費: の見地から見ても都市の美術館は都市の

中掘を? なす重要建物の一つであって市臆合や公舎堂と共にな〈てならぬ建物である。故に

各問の都市は 100 年或は 200 年の回途を以て夫 k 美術館公建設しH つ其の内容の充貨に努

力しつつあることは全〈敬服に? こへない。

我閣の美術館は主として博物館主いふ名船の建物であるのみなら歩 、其の放も' 止: ( こ塁単身

? こるものであり、共の張主主の上に於ても頗る奇形的設建を遂げて居るかの如〈考へられる

それは我聞の重要都市が其最重要なる建物のーであると考へて居ない篤である。峨羅U に

於て美術館なるものが特殊の事業として秩序的設建の端緒に着いにのは19世紀の初かと思

はれるが、 18世紀に於げる賞候政治の闘係から 、昔時の貴族階級が盛に美術品を蒐集して 、

之を共の宮殿又は邸宅に陳列しTこのが起りであるやうに考へられる。

乍然近代美術館の務主主から見ると 、19世紀の前年では蹴洲の各都市に於げる美術1首 も唯

美術品 の陳列}ijf に過ぎない嫌ひがあった 其内容が充質して居るに拘らする甚だ物足らない

感がないでもない。近代美術品・の使命としては、単に過去現在に亙る貴重な る美術品を蒐

集 、分 類 、陳列して 、是が研究に波頭す る? ごりではなし更に終来に亘って市民教育の根

幹 となり、積極的に美術愛好者 を指導し. 閤質的美 術1日の蒐集 . 愛護 、保存に努力す るの

みならす・将来の美術智識の普及 、園民の美的思想、の桶主党ぴに美術家の養成訓育に利用 し

プ り チ ツ ν ュ 美 術 倣 ( 英 国 〉

VI I .  4  

得ら れる やうな設備 を持って居なげ

ればならぬ。随って美術館は撃なる

| 減列保有・の建物に非す・して 、共の主

要な る機能( f 張揮する 銭に、 美術的

究守、講堂 、識がi室、保管室 、修1:
1

1'.

室 、特別合) ! j I 、53真室 、EIJ 刷宝 . !特

別陳列室等の諸室主? 完備することが

必妥になって来 fこ。殊に館員の活動

を容易ならしむる tt の共他の諸室並

に外来者の使. 官を困 るf誌の研究室、



訳書室や食ｾの ｾ ｮ ｾきも の も備へな げ ればなら ぬ。故

に従来峨洲の各省il 市美術館は此等の用途に充つる 諸

宗主? 美術品-の徐備室地下室又は分向・{ に設 り. 共の事

業の鎖吃 に努めて居fこりれども、其の活動研究の機

能を十分ならしむる矯に. 叙上の如き 各室をWJ へ1:

新美術館l カ2観 k 起って来て居る。従って肱洲の近代

美術館は商 目を一新しに感がある 。叉美術館事業に

熱心なる北米合衆園の諸市は近代美術館の建設には

非常に努力を姉ってう!O: 。それから美術品 の分知並

に陳列保管法の如きも、幾多賓際的研究の結果 . 秩

序的陳列法を採用し、美術開の枇舎的教イヒ機関とし

て の 機能は、ｾ［Ａ［の事業 の費以に 干 ｬ Ｇ って経 ι 共 の 内 科

を充貧しつつめる如〈見える。北米諸都市の美術五日 紛 滋 凶 立 美 術 館

も科E手1的陳列法J f Eに研究法の質行 に努力し、 ボス トン美術館の如き共代表的なも のであ る。

撃立近代美術館は取に貴重品 、美術品 の愛好家が之を蒐 UL 分類、陳列して、重野信濫1!

家の自己満 足叉は少数者の研究慾を充 さんとするに共の端を護 しにれども、 美術変好家の

範囲が非常に織まったことと、園家叉は重要dll 市に於て美術品の蒐集 と其の緋究を して、

園民生活叉は市民生所の 一部に融合せしめ、文化的市民生活或は園民生活の費に供しゃう

としに結巣、近代美術( 引としての完全なる機能を要求する やうになっにのであって 、従長!<i

の美術館を以て静的美術if( とすれば、近代的美術館・は動的美術館として. 積極的 に共の事

業 を遂行する 策源地と なったや うな形である。 随っ て一方には美術品の蒐築に努力すると

共に他方には其の科思的研究を怠らす、分類、 基盤迫I! 、保管の研究をすると共に、更に 一般

園民或は市民を して美術を愛好せしむる機運 を助長 する枇府教育の IP. : 婆機闘 とする傾向を

生んで来fこのであって 、美術激化の ム

ヴ イ Y ナ句美術骨' i ' r ( 坂地利〉

1誌に必要なる印刷室 . 一般美術愛喜子

家の鑑抗に必要なる |味列室. 美術研

究家の指導敬化の目 的を途行するに

必要なる講堂或は請がi安等を設備し

市民生前の一部 として 夫術館が近代

都市の紘地Tこるが如き 容|司祭を有っ

こ主力 2必要 となっ ?こ のでみる 。陥っ

て都市に於げる 美術愛kf家 も進んで

共の蒐集品を美術館に寄unし. 或は

5  V l lI 



共の保管を委託し、叉美術館は起: 等

特殊愛好家の利便を闘札美術品の

保存、修理、陳列に科事的研究を推

奨しつつある。

7 イ レ ン チ エ 美 術 館 ( {)t 太制J

故に歌洲各都市の古寺峰吏を有す

る美術館も近代美術館としての動的

機能を殻揮する諸室を地下室叉は別

ノレ ウ

'  館に設げ、共の内容の充賓と共に 、

是等重要なる各室は漸次其の規模 智

大にしつつある ［Ｚｪｾ 第であって、近代

美術館としては従来の宮殿叉は邸宅

を利用しにるものでは甚亡不都合に

なって来 fこ。のみならする、各都市は

其の都市の特色を稜揮せんとして、

各部市に於ける 美術館は共の苑集せ

a  る美術品の陳列法. 保存法. 研究法

等にもそれぞれ特殊の組織並に機能

を兵有し、 競ふ て将来の内容充賓に努 力しつつある や うである 。殊に 此事業の展怜には多

額の資金を要する闘係から 各自1¥市の美術 i市はそ の事業主? 後援 しつつ ある美術協舎又は財闘

法人が ifi 動しつつある 事 も見逃しではならない。例へばロンドンの ブ リチツシユ ・ミユ ー

ジア ム、 バリ ーのル ーグル美術館、ベル リンのカ イザー・ フレデ リツク ・ミユ 【ジア ム、 ウ

ィンのウイン美術館、フロ ー レンスのウ ヒチ美術館、ロ ーマのシスチ ー ノj美術館、エジプ

トの カイロ 美術館等は共の範を開い? こるものと考へて可い。のみならする競って共内容の充

賓と特種事業の途行に努力を惜しまない様である。叉アメリカに於てはボス トン、ニュー

ヨーク、ワシントン 、 シカゴ 、フイラデルフイャ 、 ピツツノく ーグ、セントルイス. ク リー

プラン ト等の各代表都市は競って其新美術館を完成充賓に絶大の努力を掛ってほる織であ

る。即ち 各重要都市は各共の都市に於りる特色ある 美術館を建設せんとしつつあるかの感

がある。唯アメリカ lこ於ては閣が新しい fごりに美術品の蒐集に就て幾多の困維がめるやう

であるがＮ反割に資 金の ｩ ｲＧ ，｜｝樺 なるが故にポストン市 の 虫 ｮｾ は特 に 東洋美術品の蒐集に努力

を掛って居るやうで ある，

制! って我闘の都市に於てはどうかと云ふと . 純正美術館として建設せら れに るものは一

つも無い 。偶々美術館として建てられに東京府立美術館、京都の市立美術館の如きは所調

ｾ＠ VI I I  6  



純疋美術館( ミユーゼアム) に非す・し

て. 給茜展覧! 曾場( アー トギャラリ ー)

に過ぎす、 美術館としての機能は何等

備へて居らぬ。由来我園で「ミユーゼ

アム J Museu m を博物館・と認して居

る風があって肱洲の大美術館を皆博

物館と考へて居る様であるから此極の

閉症ひが起って居るのではないかと思

ふ。即も奈良に於りる博物館: 、京都に メ ト ロ ポ リ {l / ' 美 術 館 ( 米国和市 〉

於りる記念博物館、東京に於て建設中

の東京博物館の立nきも 美術館ではな〈

して 、日 本に於げる特殊の蜜態的古物

保存館と云ふ が如き形を? 有って居る。

併しな がら 日本は二千年来の美術閣 で

あって 、園を翠げ て開質的美術品は到

る所に保存せられて居る。然るに之を

幾千年の後までも保存すべき完全な る

美術館が一つも無い。 奈良 に於け る正

倉院の女I巾 二千年の誇命を保って居る ポ ス ト y 美 術 館 ( 米凶〉

げれども、木造であ って . い つ何ん時焼失の災厄に迦はぬとも限らなし、。共の他多〈の寺

院悌閣にしても皆木逝であって、之をお有に師せらるる場合が多し共の度筒:に貴重な る

肉質並に園宜的美術品の散逸焼失し? こ事例は数ふるに日院が無い程である。斯の如〈拘に貴

重なる美術品の保有闘であ bながら 、我聞に近代的設備を有つに純正美術館が一つも無い

と云ふことは遺憾至極であるのみならす" i E に閣家の損失なりと言ふべきであ るが、皐克

者11市の美術館なるもの 、重要なる憤値を識らぎるが矯めであらうと考へられる。

叉我岡の美術愛好家に して例人で貴重な る美術IR1を数多所有し 、I i E : 費を榔って美術品

を克: 集 して居 る鰐志家があるけれども 、是すらが完全なる 美術館を有って居らぬ。陥って

!持l東の大震火災の企nき災厄の起つに場合には 、見す見す士lt 重な美術品を焼失せしめ t: 事例

は甚fご多し、 J 仇ち是等15志美術愛好家の所戴品を委託保管し、其の修理保存法を構じ. 或

は日常共の保管維持に困って居る寺院{ 弗閣の開質的美術r日の委託保管 lこ腹じ. 一面是等間

質的美術品の近代的陳列法に依って 、簡易に其の貴重美術品の研究が出来 る純正美術館を

建てると云ふことは拘に闘家的事業の一つであると考へられる。放 に我重要大都市 lこ於て

は市民生活 のーっ として、 共の都市の純正建築物として の純正美術館を建設すると云ふ こ

7  VI I I  
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4.18  _  MUS f: ε 。U L. O凶J Rf:- ｟ ｓａｬ ムｾ R UB丘N S

ル ウ ベ シ の 箆 〈 ル ウ プノ" ｩｌｾ 物 ￭Ａ ｩｏ

とは . 河川の修理、道路橋梁の改良、

或は公園の新設、荷{ 約の整備等の事業

金比較して、其の依f直に於て. 共の重

要性に於て 、共の必要さに於て 、各都

市は一 日も速〈是が質現を闘らなりれ

ばならないもの〉やうに考へる。 幸 に

して我大阪市は此の純 if 美術館の建設

に着手し . 其の規模に於て、其の内符

に於て最も理想的な美術館が近〈資現

されんとする場合に立到っ て居る。吏

らに大阪市美術館の内容機能lこ就て考

究して見fこい t 思ふ

大阪市に於ては大正10年頃、時の他

上市長が百寓闘の基金ｾＮｬ［ｊＮ、 て 美術館建

設の長容を思ひ立ち 、時の教育部長幅士

氏 並 に管結謀長花岡氏の雨氏が共にｾＺ

策参輿し、特別委員舎の組織を以て審

議の結果、愈 k 大阪市が純正美術慌の

日本総 ｚｌＱ 隙列家〈ポストン美術 ｾｉ ＧｦＩ
建設 lこ努力することになっ1: 。と ころ

が、 愈 k 住友家よれ来し美術簡を建てるならば 、茶日山一帯の理想的邸宅地主? 犠げて

VI I I  e  

共の敷地に提供 しでも可いと 云ふ話もあっ? こので、こ、に大阪市美術館は具開的事業の開

設に入る塗を見出し? このであるが 、共具情的の完成を見す・して偶 k 池上市長が僻職せられ

たにめ此の事業は頓挫するかの如〈見へ? こ。然 るに闘市長時代 となっ? こが其の後は主とし

て営時の第二助役木南正宣氏が主として共の霊策に営られ . 京都大事文事部教度津村恵太

郎氏がl屈託として事務を執らる〉と共に 、余も 亦営繕課長 として 局に在 i 武問、片岡間

博士の御侵助を得て其の質施計霊の簡に営つにのであ るが既に大阪市美術簡を純疋美術聞

とする の基礎案が確定せら れに後であるから、純正美術館・としての動的機能金完成充貸せ

しなる目的の下に、 欧米諸都市 に於げる美術館の機隣を参酌し 、建坪 1，200 坪 、二階建総

地下室 の鍛筋混凝土 ｴ 査 とし、最上階ｾ主として紛郵陳 タ ｉｊ 室 に充て、第一階伝 彫刻 、 建築及

び了整品共 の 他 の美術品陳列室に充 て、 叉特別紛議展覧場 、 諸室ｾ備へ Ｎ 且各階に諸研究

室を置 き、 一階正面階段室後方に約 300 人を牧容す る誹堂を設け、地下室は懇げて研究室

闘書室、整理11室 、修王虫室 、寓買室、書j卒、事務室 、食堂、臨接室等の諸室を配置 し、中央

部には 委託保管を受〈ベき美術品の安全保首庫及倉ＱｬＡＱを設備 し、 建 物は中庭ｾ有せす｜ ー



階中央左右には I次抜の大主主? 設げ、彫刻

及建築陳列室に充て . 採光は天窓より求

め、館内のJ臭気 、通風、媛房設備の完壁

を期し. 敵米の美術館 の代表的なるもの

と比較して篭も遜色なき規模を有するも

のにらしめ 、就中美術館の検番陳列主主に

於げる保光設備に就ては特にシ ーヂヤー

教授のトップ ・サイド・ライト法を採用

し、 美術館[ 保光の従来の快黙 を除去する

こe( こ呪め? こ のであ る〉

斯〈て工事は大正 J :) 年より着手し、基

礎工事. 鍛骨工事 J! d足首ま土工事の工程を

了へTこるも、財界不況の官余波 を受 り. 財

i J J ) ! 闘係より此の美術 館の建設は完成 を見

守して、 fJr] k 行悩み の赦態に在る中に、

木南助役の逝去に合し、相置いで樺付数

疫をｾｉ＼ｩひ、カ日ふるに時 の教 育部 長 小 ｲＮｮｊ 宮

記氏も輔自j せらる〉等の こ と あ れ 本 事

業の一頓挫を見るに至ったことは甚Tご遺

脳脊!手c ( 大英博物館〉

大 講 堂 〈 メ ト ロ ポ V ?  /' 美術 館〉

憾であったが. 最近財界の梢 k 好況に復ーするに伴ひ、 美術開の外装工事の完成 を見んとす

るは拘に好都合であって、大阪市の矯め燦賀に堪へき' る所である 3 併しながら美術館の主

? こる事業は因より共の内容の充賞にあるのであって之にはどうしても都市の有識者. 有力

者、営局者の協同一致の努力に侠たねばならないものがあるやうに考へられる。想ふに美

術館事業の前途は頗る多難であるに相違ないが . 近代都市の面目上に於て且つ其重要なる

使命を省みるとき都市の有力なる識者が相協力 して其商倒を見てやる事が必要であるので

ある。

きて大阪市の美術館・に於ける其建築的設備の内苓に就いてはままに詳述はせぬが其採光法

に就いて脚力、述べて見?こい と思ふD 従来の駄米の美術館・の採光法Tこる波1) 商採光法( サ イド・

ライ ト法) 及天窓法( トップ・ライト法) の二種は共に陳列室内に採光法として扶黙多い

殊 に我閣の如寺 、東洋由、日本部の陳列室 にあっては嫡子を使用せる陳列箱を使用せぎる

を得ぬAA況であるが矯め 、観覧者の市見界を妨げる場合が多 し 奈良に於りる第四披室の如

きは共の極端な る例であっ て‘ 硝子箱商は鏡の如〈 観覧者の イメーヂを反射し. 陳列品{ t >

9  VI I I  
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直視す ることが出来 ぬ妖況にあ る

のであるが 、 ヨ{ ロツ パに於て も

共の弊極め て 多 し 有 名 な 英 聞 の

美術批評家ラスキン氏の如きは.

陥例。美術館の陳列室は美術愛好家

の篤に 問! 次せられつ〉 ありと妹 、

共の設備不完全にして魔室に 混 入

つ? こやうな感じがするとまで極言

市 俄 古 美 術 館 ( 米凶 J
して居 るニ是等は皆 トッ プ ・ライ

ト法並にサイド ・ライト法を係用せる結果である。シ ーヂヤ ー教授の研究に依れば .
Z二 三，_

ージランド リン グンに於げるサージアント美術館並に英聞に於げるナショ ナルガ レ リー 及

ぴ美術館の一部. オランダに於げる来美術館等に於て質施せる 卜ツ プ・サイド ・ライト法は

是等の紙黙を除去し、共の目的を達成せる質績であると報告されて居るが . 従来の天窓法

或は側窓法は、前者にあっては床面の採光が十分過ぎ、壁面の採光を妨害するの嫌ひあり .

陥って陳列室中央部に於げる上部より観覧し得らる〉硝子 ｾａｦ 列箱の如きは天窓の映像が壁

に現はれて 、観究者を苦しめる場合が多い。

側墜に立つ陳列室は然光不十分の矯め叉イメ ーヂを生じ. 甚1 . : 不都合多 きも のである。

側窓式|涼列室にあっては必要の笠間 より上部に採光量多 い 是亦天井に近き イメーヂを隙

列lil のlii 'j 子商に興ふるが震に 、観覧者の鑑賞に不都合を生す・る場令が多い。然 るにトッ プ・

サイド・ライト法は採光は天窓 よりすると共に、天井の 中央部に不透明の水平副 を有 し.

天窓 より 射入する 光線を壁面Iの中央部より以下に採光す る法にして 、屋棋小屋内部に於て

是等採光を調節すべき設備を完備すれば、( 米園 クリープラント市美術館の如 き此の設備を

利用して居る 〉室内 に於げる採光献況を誼1工の量に加減 し得ら る〉が故に、此の黙に於て

大阪市美術佑は成功に近き結果 を生んで居る ゃうで ある。向ほ此の トップ・サイ ド・ライト

法に闘する詳細なる理論は 、波法久雄氏が別稿に於て詳論して居 られるから、私は是位 に

止めて置 t 。

大阪市美術館は . 何と 云つでも、共の陳列品内容に於 て東洋美術品を 主 主せぎるを得ぬ

献況に在る 。殊 に近畿地方に 於付る各寺院付 ｾ閣 の所有 する国 賓の一部並 に 鴻漢方面の古美

術品、中央ア ジア 、インド方面 に於りる 美術品の蒐集は我問美術館-事業の使命であらねば

ならぬ閥係上 、我大阪市美術館- の設備内容整頓す れば . 殆ど理怨的東洋美術館 となり、 世

界 iこ於ける有数なる美術館 として認識せらる〉時は近 き将来に あ りと考へねばならぬ。

10 



美 術 館 計
三主

E 旦
の

工撃博士

1  観賞用美術館と研究用美術館

新 傾 向 所 戚

林 政

美術館は其性質よりして、非常に突飛な計 主 主 や 近Ａ［ｦｾ俄然鎧って 長 ｾｴ こ 他 の ｦ Ｓｉの建物の犠な

傾向は見受けられないが、計聾上多少の新しい工犬 が抗された り又新しい意見等も出て居

る械に思はれる。その主なるものは一般人士の制貸別美術部と 、美術専門家の研究用の美

術開とを分離すべきであるとの意見である。

今美術官I - I 進化の過稗を刷みるに、昔は美術百{ と糾せられるも のは告!日 . 博物郎が専ら古

代美術品 の 牧戴展覧ｾ行ふて居＿こ ｯ 近頃博物館は専門化しＮ挺史 、 科皐 Ｎ 工業 、 衛生等に

!劫1するものが生十るに及んで. 美術館は博物館より樹立しに のであ る。然し醤米の美術館

は美術品隙列の方法に於いても 、分類の 方法に於いても 、延いて は美術館全開の計霊に 1沿

いても後りに百科全書的である峨ひが あ って 、 文化の程度の低い聞は百科全書は甚 ＱｾＧ 便利

なものである様に、こ の式の美術簡でも遺言支へがないが、百科全書: 金初めから - k 読む人

は齢い様 に、叉百科全 書に依って研究を進める人もＡｊＡｊ［い厳に 、 Ｑ Ｓ 科 全当 的 Ｑｾ 美術簡は 一 般

人士にとっては極めて退J: dなも のであり、専門家にとって は徐り役ゴ( . つもの ではない 。こ

の考へから 、一般人士の翻: r t 周美術館 と専門家の研究照美術館との分離が要望されるに至

つ t が. こ れも亦美術品管理上 、美術館経営上不得策なので美術館の最近付l向としては こ

のごつの目的 を一美術館 に依って粂ねせしめ様とする計繋がある。

2 配 室 上 の 新 傾 向

観賞用の美術館では美術 ｲ 日 ｉｾ 選搾し、代表的な美術品のみを＿気持よし迎解し易 ｴ 見せ

る事が:必要であって、これ に反 し研究用美術館ではな るペ〈多〈 の美術品を税潟娠影を許

し、自由に手に取り、比較研究する 事が必要なのである 。こ の意味 に於いて後者の美術品

はあ くまで 厳選 し、 一片 と 云へども［忽 せに出 会 ｾな いがＮ 前者の も のには必 す・しも共必 要な

し 王w. 解を容易ならしむ る篤には室内設備などをそ の美術品と 同時代の様式に接ひなどし

て効果的ならしめ 、美術 品はがl工されにも の或ひは枝遣さ れたものでも 差支へない場合が

ある。

第 Ｑ 聞は一般 人 士用 主 専門家用との陳列室ｾ連続して配 室 しに 一考案 で中央の 放射献部

分には観賞用美術隙州室を . 外間には研究用美術隙列宝石r配置し fこ楽である。こ の案 を第

1.1  VI I I  
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2 闘の如 き奮来の

陳列室配置方法主

比較するならば.

明か に前者の優秀

なる事を認め得る

であらう o ｾ ｰ ち Ｎ 図 " " 肘 COl l [ C，1' 加 口 'UM"=. G・I.. l l . . . . IU

第2 闘の如き配置 第 11函l 新 西 日 室 法 第 2 凶' i ! } ｲｩｾ 筆法

には一般人士も専門家も同じ場所を

通るので雨者にとって興味のない所

謂百科全書的陳列を観覧せねばなら

ないが、専門家にとっては比較研究

の翁この経路を逆行するに不使を感

ム一般人七にとっては車調な壁 l白i

の謹棋を見る所が生じ所謂1)，9: 物館疲

努に1筒まされる事になる紙型/i があ

る。

第3 闘は S. Stei n に依り the M u-

s eum of  Tomor r ow と言 ふ表題で考

築され? こ案であるが 、これは第 1 困

のシス 'テムを採用し放射欣の部分 に

観賞J材陳列室 、八角形の阻周部分に

研究用陳列室が配しである。以上は

平面的な分り万であるが 、別に立開

的にも分げら れる 筈で 、同氏の築で

は第4 闘 に示 し1: 様に . 上階にゆ〈

lこ従って専門化し最上階は凶書室 .

その下数階は研究室にあてである。

今はーの費つ 1: 考案に過ぎない が.

知i < の如喜 美術簡が賞際に世の中に

表はれて来 る のも近い終米であら

フ。

3.  陳列室計量の新傾向

奮来の美術館の陳列室は概 ね 第5

第 3 岡 S.  SLc in 氏考案 の美術館平面倒

賀H 脳1 R. 印 刷n 氏考案の美術館断iui l品!

い!:l:!ρ¥
負s 5 悩I A  主席 5 出I B  



闘A の如き矩月五をなし. 室のー側に通路があ り、通路に 直角に壁面の並んで居 るのが普通

である。然るにノ ｪ 、さな陳列室には第 Ｕ 国 ｂ の女 ｮｾ 多角形削減Ｄｩ ｉ ｊ 室が後れて居る と 言 ふ意見

であって 、持iの如き形の室を立立ベて行〈 のであるが その長Jijf とする 所 は次の如〈である 、

又多〈観賞照美 術館に遡営 であると 言 ふ意見であ る。

a. 入室 しに共方向に美術『日がめる矯其れに注意- 1 e ; 泣かれ易い。

b. A 形式のものよりも皐調感制'ドはない。

c. 観賞に際し隣の美術品が徐り邪魔にならないo

d. 採光飲態が よい。

然しこの形を採用すると配室が複雑で融通性に乏しい快勤ｾがあるが、若し移動間仕切に

依って任意の形の 室 が ｍ 浩られるならばＮこの ｊ 決裂ｾは除かれると 。 第 Ｖ 闘はこのシステム

に依る Pri nceton 大摩美 術

館のモデ; [ . . である υ

4 採光計婁の新傾向

採光計査は美術館計聾の

第一義的なものであって.

近代美術館に於いては多か

れ少かれ. これに射する 注

意を挑はれないものは無い

ｫ ｾ 生ノ
第 6 闘 Pri ncetnn 大事 美 術 館 の モデル

採光の問題は主 に壁面 に充分な J!H度 を輿へる事と、壁画に於げる光線の反射のために生

する給者面の| 技師を取除〈事とに あるので、これに闘する理論及び考案は古〈から甚1:.' 多

〈なされて居る。天井光線の室即ち]頁光安の探光方法に闘しては先年英図のシガ ー氏に依

り工夫せられに j頁011J 光式採光法に依り充分満足な結巣を得 られるものと思ふ。この方法は

第フ闘 の如〈 屋根を' 崖ん に形

となし、その内側の傾会十l直iに

二重の補予断を設け、中央部

をコンクリート民棋の如きソ

リツド シーリングとなし、 A

- 1 e 観覧者の通路 . B を適首な

距離を保つ観覚後地となす構

造である。斯〈の如〈すれば

壁面に掲けられ1: 緒苗は直接

屋根 ガラス面か ら照らされる

ので非常に明る〈、叉人聞は 第 Ｗ 凶 ｬ 頂 ｻｕｾ 光式採光 Ｑ Ｑ［

13 VI I I  



屋根の i法 主なり l情〈されるので人間の影E裂が檎f i L"i l耐に投映される如きことは決 し℃無〈

叉硝子出 a b から射入する光線が反射して cd の位置に溶つる ので紛爵I印. に白いが1・さなど

を見るこ とが全 〈無し、。給f i t ' ，: が裕子で蔽はれに如き 場合で も、 非常 に楽に翻設 することが

出 来 る 。叉二重の ｬｦｾ 根硝子の 聞に は引砕を ｉ ｬ 交げて明るさを調節するのである 。

こ のブ方 ｊ 法 ｬはま Ｑ倫命敦のテ Ｍト ギヤラ リｻ で試みられ＿仁こ結月米ｾ

で-ιはt英問の各地の新設美術 i陥追. にこの要 領がJ係1采: 用されて 玉外糸1帳4汀fたこ様でゐる。第8 園及第9到l凶副はテ

一トギギ、ヤ ラ リ戸内の同方法 に{依衣 るJ係采光の一室室. でで. あ る3

¥

淘

溜

行

一

一

同

R

Y

一週

一一
一

再

第 81品l ロ y ドy ・テ ー ト ギ ヤ テ リ ー 内 頂 fWJ

光式採光の 一手:

第 引いil ロ y ドン ・テ ー ト ギ ヤ 7 リー 内 I頁川

光 式採光 の- i f :

美 術館 は従来ーの投機物であるかの如 〈 考へら れて来 ＱＺ 。然 るに近 来美術 Ｑ ＱＱ が有 ｉｾｾ ｊ 階級

の玩w物? こる事を離れて一般人士の生活に術核な闘係を有するものとなる に従ひ、夜間関

携の必要に辿られ、電燈HH明の進歩と共に多年1' 8 i 築であっ 1:!!H度、政指I( の問題は今や殆ん

ど完全に解決せられんとして居る。

既にアメリカに於いて は望: 夜を聞はす' ' i j 1燈}!HU月のみ に依るフイヤデ ルフイヤ美術的1の開

設を見、叉パサデナ博物511に於いても、それは南カルフオル エヤの強烈な日光を調節する

よりも 等ろ日光を遮断して 、電 燈!!HII J 1 のみに依る方が良い と言 ふの で、 窓無 しのものを計

寒 中であ るそうである。第 101剖はその平曲凶及び透覗闘であ るo -' むも電燈!!((U)j のみに依

る事は 我問 で は経憐的 にも、 衛生的 にふ叉 美術 品観 賞の 上 から も不利な 思ｾがあ る ので 、

容易 に賓現しないでめらうが夜間或ひは雪間楠助光線として使用する事は極めて よい方法

であると思ふ o 外岡の例ではあ るが、生i- り或 ひは夕方限度がノj、さくなる と光電管の働きに

依り自動的に貼燈し、 l明る〈なれば自動的 に泊燈する接世を工たせられて居るそうである

VI I I  14 



J旨

が之等は我問の如き晴雨に依り[ 1 月るさの義の甚

しい所 に於いて用ひて便利であらうと思ふ。

5. 展費曾場の採光

美術品の一時的陳列 を目的 とする 展覧舎場の

採光は、永久的保存を目的とする所詳i美術館と

は自ら性質を異にする。美術命1では給茜等の襲

色槌色を 成可〈防ぐ? こ

めi捻 り明 る過ぎるのは

tP; 1  01，: :，1  P" sacl enn . 博物館の卒困問と透視悶

発物である。議商のj照

度がせいぜL、6 - 7 吹

燭光位が手 頃でめるが

展覧合場では 十つ主明

る< 15択燭光から 20吹

燭光位の方が良いやう

である。之れは多数の

人が一時に入室するに

めに室内そ成可〈快活

な策持となしE つ遠方

からもよ〈 見える様に する のがよい篤め である。而も 光紘は成可 〈柔い散光の方が良いの

は勿論である。この意味から最近佑の屋根の大部分を硝子張りとして多量の光線を射入せ

しめ、天井 にはii! i. い麻布告? 一面に張 k 之を通して明るさを加減して採る 方法が行はれる

ことがある。この方法は先年調逸、伊太利方面で行はれ、 叉上野公園の 或 る展覧舎で行は

れ?こが採光の工合は非常によいと思つに o 1:1:.' 麻布天井の ? こめ換気が非常に悪〈なるので

特別な換気孔叉は装置 を設げて充分な彼気を行はねばな らぬ。叉麻布が盤撲の ? こめ汚れる

ので、これを如何にす べ きかと 言 ふ問題が終来の研究 として残って居る諜である。

6. 防 i黒

美術館の防憾の問題は品物保存の上から最も大切な事項であるが . どうも簡単で維持費

の低廉な誼首な方法が無いのが誠に遺憾であ る。 米同等では乾燥 しに冷策を浩って室内に

送風して乾燥せしめる装置を設げて居 る所もある が中k 容易な経費ではなし、。肱洲方面で

は溜L策媛房 を設げて之に依って同時に防iゑの効果金接げて 居 る様であるが . 我閣 と異って

潟、気の少い地方fごり にこの程度で間に合って居るのであらう。外苑の聖徳記念緒苗館では

コンクリ ー ト壁の内側に二重の木造壁 を設げその聞に電熱を猿置 して給諮を裏面から僅に

.. 15 V IlI 



温め、水分の凝結を防止. することとしにのであるが その結県は . 良いゃうである。然し未

この問題は将来の大切な研究事項の一つである。t:: 試験中の問題であって .

美 館 術 増 設 の 要

従来美術館をーの費傑物であるかの様に考へて徐り，¥I1J みない人が世間には割合に多い織

に思ふ。 然しは米の近頃の傾向は決してそうでない様である。臥米の大都市 には是迄大抵

教flli1の美術館が設けられ. 地方にも相官な都市には必す・ 1例{立は設りられて 巳に充分でめ

ら うと思はれるが中 々そうでない 、今 日で も名も知らぬ地方の+'lnl 市 l二時々建築せられつ

この建設が如何に文化の進展と共に必要も; 増加するも のであ る

か を物語るものであ ると思ふ。美術館はその地方の阪史. 繁栄を如l質に示すものであり又

外客を十日致する大きなブj となるからであ る。

つあるのを誌上で見ると 、

この紘から我悶の現献を? 見ると虫nInJであらうか. 東京、京都、奈良を除いては殆んど見

るべきのがないと言ってよい現献で、之をづ次米に比較すれば貨に寂室主? こる有様でめる。私

は大都市許りでなく地方都市、即ち仙落、稲岡、前島と ?守ふ様な奮披下叉 C:!:' 地方の中 心1m

市には少〈とも一つ伎の美術館叉は博物館営設りて、地方の特色める美術品を陳列して世

〈べきであ ると 考へる次第であります。

我園美術館の建築面積

建築而絞( I l l " )  

東 京 帝 浮 : 博 物 館

表 ｾ＠ 官官

東 京 府 美 術 館

禦 徳 給 寄 付 〈主階 のみ〉

美 術 協 合 陳 列 背骨

奈 良 帝 * 博 物 館

京 都 美 術 館

京 都 博 物 館

大 阪 美 術 館
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名官'If術美

( 高等建築母性46鰐小林政一氏 の「美術館 J に よる〉
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古 賓 物 の 格 納 庫 に 就 い て

緒 一
宮

区ｾ

目

第 I i'!.I i  古古物足iイT の餌付i

天 下一品

阪|亡びて Ill r '}布り

良い蹴

没獄 、珍 蔵、秘 賊 . 死 械 、宏、離

茶 入の参切j 交科 一 一 期 一 合

下手な土用千は Ｑ ｾｻＮ ろ有符

第 2 白i 物の凶朽する原j J cl

|続界 な る素人常識一

物の J，tit 朽は細菌の繁殖から

市Hl 閣の繁荷tI は温度と i'%無から

耳目寺 日本は 高 ｖ［ｾ 多 ｩ 段 、欧米 は中温小 ｩ 必

冬季 日本は低温少i段、l吹米 は 低 温 多 課

徴る 世界、似る世界

円本五都 市 と臥米六都市の徽比 べ

温度はtf . f . 度の育て親

土用の中の最大協策は梅雨時の一係宇

但し日本に限る

質物の保存に宰策は曲せ者

ＲＮｦｾ＠ 3 節 貴 重 品 保 存 の 要 諦

保存の鎖則

細 則 6 ケ僚

第 4 節 臓 の 構 造

正倉院の驚異は 怯合の微妙な る作ら志

向働民主主装置と自働乾燥猿置の是非

一定の乾燥度とは

大 江 新 太 郎

次

百 ｬ ｾ ｴ ｉ ｲ ￎ ［ 主併貨物ｊＮｰｾ ー の 危 険

漁るもＺｊｩｉｾ義 、 乾くも難 義

餓'円鉄筋コンクリ ート村' Ji1!! ｊｬｩｾ＠ 1:1 

椛迭何時の二宣言ciili り

内作り 誌1作の裏附け

宗隙 に 換気 は禁物

旬 開 内 i白[ には防水底理 、裏附げ i t 作に

は吸7. 1<. 物鴨

! 末は大床吹j皮し

屋根は置同根吹通し

プラン は知形、原の椋を南北に

蒜壁の j享き割精し

出入口の複式

内作り遺作材の種類

材料の殺菌と消毒

窓の大さと数

第 5 節 建 具 と 絡 納 設 備

防火扉

硝子戸 ei 靖子障子

鋼戸 と網障子

建具の構造と開り方

高筏度材料の表岡庇現

格納設備に鍛と硝子は禁物

圃書館の書肢 と費物陳列備とは兄弟の

間柄

社寺質物の意義と保存方法
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緒 -=・
c ョ

専ら賀物ｾ展観する震 の ｼ味ダ ｉ ｊ 館 でありながら Ｎ 肝心 の ｊ 格納ｊｬ ｈ 建設が後れて居 ー る篤に、自

然陳列替へも間遠となれ 今では隙列館粂格納仰とでもいふやうな貌になっている或る地

方面111
枇 の質物問が、今から二タ昔も前、共建築出来上り蛍時の ことでありました 。3宝物の

陳列l も犬方片づき、設備寓端 lまY 整って、開館まで絵 日い〈ばくもない或 日の朝、建築技

fflji は常の主n< 爽やかな初夏の青嵐を満唄しながら、駄目姐りの仕事を見廻 るべ し い そ い

そ と買物溜へ1-1-'. かけて毛1 : きました。近 〈まで ゆ 〈と、 館は いつ にな〈 窓戸口を悉〈開り放

されて 、而も何となく人 の 5 わめ 〈策配がするので、技師はいぶかしと思ひながら、町内

へ這 入って見て鷺きまし1= 0  ｴｉ ー も壁も、長 ｾｉｲ も羽 目 もー商にビツ シ ヨリと攻肌の や うな十「

をかいて、底 -'<"1こ細い駈郎! な がれが 1-1-' .来て居ます床は取わり甚しくてそち こち低い筒所に

小さな7 } ( if.1りさへ見られるではありませんか。よく聞いて見ると、先程はまに斯うもなか

っ Ｑ］ も の ですから、風通しを良〈しにら識な〈乾 ｌ 、て了ふものと思って、窓戸口ｾ全自 Ａ 開

け放し1= のですが、一向に干る桜子もな〈、主主 k ひどくなって来にのですとの事でし 1=。

技官Iji はコリヤ失策つにe I ! 土胸をつかれましたが、兎も角大会: ぎに窓戸口を閉めさせて置い

て、建物の内外各部. I涼列品、 l涼列箱、共他に就て、 巨細に水蒸策の露結現象を検ペ 1=後、

乾いた布裂ですっ かり汗をわi〈ひ取ら せ? このでした。( 紅 、此建物は木'FJ' 内外漆喰壁塗. 床

は土間コンケリ { ト の上アスフアルト塗接、窓、及戸口には銭製搾上シャツタ ー装置、 E 根

本瓦31 の準防火構造にして、隊列11;iは俸の素木什に胸板 ガラス級、他の設{ 備杓造作等純、て木

製 素 木一剖

此の失策はつまり床の士土. 問コング リ- トの上を紙平特符宇存i冷なアスフア JルL川 lト、 塗接にし? 仁: こと〉、

E享言愉下の稼喰壁音剖許s分 3を?司卒三j汗滑f骨J な鎧I脱兜きに仕上げ? にここと〉の二里賠占にゐつ fにこことは言 ふまでも あ

りません。ぞれが設擦に 、芸 輪上の天井廻りも同じ漆喰壁 でし1= が、 rM，算が乏 しかっ 1=1.t

鰻磨きに仕上げることが出来す¥ 泣 く泣〈 普通程度の もので忍ん 1: 'のでし?こが、賓はその

方が良かったので、金ぞかげた部分がビツシヨリ汗をかいているのに、安上りに仕卜ーげに

部分は却ってカラリとして、何庭 にも 淑つ? こ集配も見へぬといふ皮肉な結果を見たのでし

た。乃で 普 後策としては Ｎ アスフアルト床は、その表面を少し荒らし柾つけてその上へ Ｑ， ＡｾＺ￪

織ヅツクの徐り厚手でないのを一段通り敷込むこと、し. 漆喰壁の方は、相官の時日なし

に は誼営な改 善 も出来ｾねるので、ぞれはその俄に置〈こと〉し、其代り管理Ａの方でＮＦ

中は成るべく窓戸 口を開け以しにぜぬやう に策を附ける こと〉して、漸〈 開館する こと に

なりまし Ｑ］ 。幸ひ Ｎ此の土地は夏が非常に涼し〈て、日 慌時 でも ＸＵ ｾ ＸＶ 度を超 へること

はj参らしし、位 でし? 二から 、右の管心1
1

法は割合に霊行され易かつにのと 、今 一つには、夏時

格段に潔策の多い土地柄であるとこ ろから 、夏中は毎 rll 羽目日後館内を溜めて空気の温度を

上昇せしめ、質物並に建物内部の漆l喰壁が吸牧した線、気を瑳散せ しむる 百十誌の下に、館内



には橡て電気暖房接置の設備をして置いにものですから 、それを有効に役立fこせること〉

の二つの手段に依って、建築の失敗は幾分緩和 されること を得Tこので し1: 。

ところが世の中は妙なもので. 兎 JIJ{.Cj 、寄っ? こ事は二つも 三つも鉢合せをするもので. 今

や地方の一角で 、無名のー青年技印1I が. 十「かき失敗にひど 〈シヨゲて居る丁度共の頃 lまひ

首 IHの東京では共投すところ ー は幾十高凶 、ーは幾百間同. 蛍時25前といはれた二大建築

カ; . ｾｽｪＧｩｪひも揃っ て、 室内装飾に大理石を使 ひ過ぎ に Ｗ こめ 、 削耐 に汗 かき現象ｾ起 してＮ自 Ｚ

際用途の上に大きな祇拾を間しにといふ事貨が漸〈世上1こま¥1れ瓦って夫々の首局者が困っ

て肘る時な のでありまし? こ。よそ見には事の大小 もありませうが 、専門的には竜も 'Ij 乙の

ない同じ類の汗かき失敗に 、ひど〈責任を感じて居る無名の青年技師 に劃して 、東京で起

った;新事件は 、賓に深刻甚大なる刺般を興へたのでし1: 。それ以来彼は滋寄託一一特に空気

の保有 する j熱気 といふものに劃して非常な敏感性を持つやうになりましに。彼は支のl手J.

電車軌道の敷石と レ{ ルとが、ピツ シヨリ露に耐れそびれて居るの に. 路面が( 共頃街路

はま 1: ベーブされて 居ま せんでした) ケロリとして攻ーっぽい次白色を見せて居 るのに異常

な注意を挑ひ始めま しに。彼は冬にな ると、木切レ、石切 レ、 左官の塗見本. 漆や ペンキ

の手板、壁紙、襖抱t、布裂等 k l 倣掌柄手近にある品 k を、手? 古り? k 第 'Pi の中にヅ ラリと 庭

先に並べて置いて 、現制箱の置き工合を仔細 に検べ? こりしましに。彼は叉梅雨時に . 楠木

鉢二つを、一つには乾い た民土 を、 一つには乾い仁川砂を充 fこして、 一所に橡の下に入れ

て置 き、幾日 か を経て '111:1 - ' . して、土と砂の漁り工合を較 ぺて も見ましに。彼は叉. 錬筋コ

ンクリート建築の工事場を訪れる毎に必す・共屋根裏にもぐり込み、ドチラ流れのスラプの

下端が汗 をかい て居るかを検べたりしました。こんな夙にして 凡 そ日常生活のか には ら、

手仰に 出来るにち の質:貧富験は 、J貴忠利鈍の見境な し 何で もやって見ましに。 t室谷.貰験

などといへば、j琵爪ら し〈聞へ ますが . 質は これ程語もなく無造作に而も何虞で ヲも又何

時でも、なし得る簡易な賓!強は叉と世間に類が無いと同時に、これ程叉皐問的手段 iこ無頓

着に且つ苓気になされる質験 も亦類があ りますまい。こんなことに日を暮ら して往 〈一方

、越度か1i1i は公 日、の 什買物の疏や 、普通邸宅 に附局する 納戸の建築営手がりる機舎を興へ

られま しに。そ してそ の機舎に打突かる毎に 、例の彼捕特の不断の珍質験が凶らするも何か

の j伎に立つ?こり、 或 は参考に なっ fこりすることも偶には あっ て、先づ先づ大きな失敗は年

を経るに従って、少しづ〉其敷金減じて往 〈ゃ うであ りまし? こが. ノl、さな 失敗に至つては

判分建築毎に共の内科i条件が同 一でない従って諸』伝説等も自然違って来 るとこ ろから 、

いつ までも新規の失 l伎が次からヨたへと芽を吹い: C 共教は中 k 減って t H わりには参りま

せんでしに コ 我子は世 話をやかせる程可愛 いと 言 ひますが 、 彼も其後数多し、失敗の苦味ｾ

ｾｾｾめる度 色 ｪ ＺＱ 二 、械に劃する興 味を経 ｫ 加 ｬ へて 位 〈 のですが 、併し共失敗 の数ばかりは依然

として徐り減つでもゆかない ゃ うであります。

昔の青年技師も今は巴に幽知命を過ぎ、偶 k 健康を損って、却て小闘を得ましにので、
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昔の汗かき失敗以来の、無数 の 失敗 の 中から Ｎ ヲ ｆ ふじて十台ひ ｩ 長 め ＿二貧弱 な 経 験 ｾ ｾ ｦ き連ね

たも のが . こんな小篇となったのであります。

第 1 節 古 賀 物 遺 存 の 真 相

新らしきは二三百年 ‘ 古きは千年にも及 ぶ往古の品物力; i合胤興亡幾 鑓i廷の歳 月を? 経 1こ

今 n 、中に は咋今作られ 1: か と見胤 ふばかり の真 新 ら しさにき八、保イf されているといふ

事は 、 決して草なる偶然ではありません 。 それに は 斯くあるべき筈 の ￭ ｉｩ ｩｾ 然＿ こる Ｚｴ Ｇｬｉ｟ｅｬ ｉ が併 す

るのです。凡そ古賀物遺有:の真相を突J I:-.るま誌には 、此 の理由に就いておと考察を 潟す必要

があります ｄ 乃で私は次に之ぞ列製して見ゃうと思ひます ο 先 づ第一の坦 ｩＡＮ註 ｬ として禦ぐ ｾ ｉｊ

ｾは、

( 1 )  品物が立抵である事一一ーです o 1!Jl ち時代の巨ぼが魂 を打ち込んで作った i: J f 秀なる

名作 で ある とか、 或は小に しては一家一械に取り 、大 に しては閤家的 に見て 、M物 に も代

へ難いほどの貴重なる由緒!日であ る とか. 兎も角高人に曾i 放されJ会'fi:が られる品物でなく

てはなりま せん o ｾｾ二の溜Ａ自は

( 2 )  所蔵立て が陥かりして出る そJf. - ーですo ｾＱｬ Ｈ Ｂｊ ｉ こ 品物 が拍車体 で も、之 を ｮｲｲ ，; ぷする所有

主が雌か りして出なりれば駄1 - 1です 。強 ちf江藤県か にI" J地 向 〈とはH : 1J' ないま でも . にや

す 〈 人 に 釆 ぜ ら れ に 札 計 ら れ た り して、品物を? 乎離す ゃ うではいりません 。確か りと能

〈品物を所持保1 f : し得る丈の力あり産あ る音器量人でなければなりません。国より有馬仰 鑓

の世の 中に は今も 昔 もありません、 長 い年月の聞に 、 l いから乙へ . 乙から内へと品物が護

人幾十人かを鞘 k 移動する 中に、謂ゆる問亡 びて 山河 あ り、 家 断へ て以 来iJーする浮世の習

ひK 、めにら防世の珍 総名賀も其大半はー塊の友位 泥土と化してしまひ. 土台 りの極めて少

数が、幸運にも恒心あり恒産 め る人々 の問に轄々珍蔵せられて、 t誌に今 11 1こ似合ーされる に

至 るのであります。第三 には

( 3 )  識が良いことーーですっ離そ の もの 〉構造が堅1mで防火的で且つiA4つ気 なし、 のは

勿論 、環境に人家が少〈て火災の斐ひ少なし叉所在地が共近距灘に 住帰、な 森林や池沼な

どを持 fこない乾 燥地で ある とし、ふやうな E が . 良い蹴 の具備 する 重要なi阪件で め ります。

第 4 には

( 4)  質物 b; 飽くまで，f;i .¥ぷされるか 、或は全然志l、11 されるかの (IIJ れかであること 、- 一一前

者の場合は . 品物に封して型Il_ jff ( の めり過ぎる極端な愛 J生心からとか . 或は並 はづれ のミ1-T大

主義から とか 、或 はlfl なる内 LJ ｬｩＧｾ 過度の尚 愛 心 か らとかＮ夫れとも 叉 ｈ 佐の物 ｉＮ Ｏ￡み 、 商 Ｚ 誕 祭 Ｎ

波分暁等共他 111 て来 るとこ ろのl京凶は?こ とへ何であ ら うとも r: りふ彪で はありません コ兎ち

角品 物大 事 の一本気から遮二無二 ヒタ仕縫に i土鋒ひ込んで 、一切裁か ら出さうとせぬ のみ

ならす、! 車内に於て Y さへ外相や包装を jfjf くことを好ます 、従って品物は、他人に見られ

ぬばかりでなく 、所有主自身 といへども 一生の 中に幾度 と数へ るほどしか見 ることをしな
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レとい」、 、祈j に徹底しに秘蔵ぶりが それで あ ります 。一例を申せば、かの世にも 勝 れTこ鑑

識 Ｑ Ｑｬ ｾｾ具 へＮ 茶道 の 謂は ゆ るた名物蒐集に 家 Ｆｩ を傾りで悔ひ なかっ ｦＺ 雲 州 の 不味公が数多

い所賊名器の中に、日IJ りて も秘蔵 された のは 、計l J 屋の屑i必と出悟の埠蹟とでしたが、前者

の古f J きは、 家目 と量!t も見る を許 さす¥但し老職は一生の中一度 に限り舜見を子生許すべ き廿

遺言 されにほどで 、公は此二品の震に 、特に 外箱の外に更に般重なる 一つの笈tl 宣伝作らせ

て之 に牧 め 、 常に身溢を＿離さする Ｎ 参切 ｪ 交替 には、 士分の者に之 を負せ て 、己 が駕ｻｾＺｕ先を 打

1: せられ 7こと、 fWへられて jJJ ます o 弐に後者の場合は 、之 と正反封に. 所 有主の品物に謝

する閥心力: 全 然掛けて居る場介であります。 IIPち所有主が無趣味無理 解である t誌に . Jj}f制

立の持悩れ となっ て、離の1j .1に幾年 も幾 十年 b . 1J. : 舞ひ忘れ られて しまうとか、 或は背に

は能 〈めつに 事で すが. i1l: T; 筒Lれてニドー二位止む時な し 百姓 IlI r人に至るま で、人心腕 々とし

て務付かす¥ 分けて も弓矢 とる 家柄の大小名豪族 などに在ては 、- 族を持基げて兵馬に淡泊

し 、到 底美 術 ｉＧ ｊＧ 置な とを ｾ ｉｾＨ ふーが 如引利日月 の ないところから 、組 光体ぅ ｬ＼ｩ の名賀も 、 絡 に 蔵

探( J f.¥::戴 され にfH. 首主一代はお ろか 、子の代併、の代と、結局は世の戟些の牧まるまで.

幾十百年もの 長 い間 Ｎ主 ｉｊ ｾ ｊｪ裁の 中に ｻ土焼忘れら れてしまう の などがそれであります。斯〈

して HJ 二述べ仁前後二つの場合は 、夫 k /五1凶こそ異なっては居ま すが、共結果に現れたと

ころは . さをく 同_ - であります。即ち裁の中 に死裁きれ? こ貨物は 、火 災に羽uりさへしな りれ

ば. 共 中の比較的少数が総削l朽肢 に依って i波うたに師する外. 崎 る大正十三の品物は. 概ね散i魯

/:: Ｈ 波法 ｩ と から免れて、或物は ヨ ｩ ｾ ふ じて形骸ｾ留むるに過ぎ ぬ ほどのあはれきで、叉或物は

全然真新らし L、ほど の立派 さで. 倣然と 保存 されて1土〈のであり ます。最後に成 る理由と

して は

( 5 )  品 物 自開が理 化 ｾｬ｟ 的にＮ 丈 夫なこと 、 並に火災に山る焼失し種 ｫ の原因に由る

級品企から菟れ ること 一ーでありまして別段何等の説明をも姿 さなし、ことであります。

以 上 私は古貨物 ｩ 立存の真 相 理 ＧＮ ｦ Ｎｈ として 、 五つ の事項 ｾ家げましにが 、 多数諸賢 の 中に は

定め し不審 と不満を懐 〈方T; 少 〈ない 事でせうと思ひます。即ち「苦から書籍や貴重品保

ヰィーの上に最 も肝要適切な りとして 週 〈世間 に行はれて来?こ夏季の曝涼といふことを 、何 故

A要な遺存王11¥1:11のーに教へ務げなかっ fこかJ /:: . 賓は私は此疑問を待ち設げる者でありま

す。 そして之 に到して次のやう な存 を用意して居る のです。 日 < r昔ーから我邦に行はれて

* 仁、 そ して今円も狛世11¥1多分に行はれつ〉ある夏季土l I i の中の無頓着な曝書曝o;cは、決

して大 切な書:i4'i や武重な品物を保存する 所以では あ りません 。のみな らす¥却っ て書箱 や

J1物の詩命 を縮めて居 る場合の方 が15t ろ多い のであらうと、斯う私は信じ ているか らであ

りま す 」 ト 斯様に申 せ ば 何 とやら奇 言 を吐く やう に聞 えませうが Ｎ 私は 決 して 奇言 ｾ ｗ

するも のではありません。それは以下申越ぺるところに依っ て氷解さる〉事と信じます。

第 2 節 物 の 腐 朽 す る 原 因

一間物を保存する上に於て何が最も有害ですか と世間人に問を出しに場合 . 百人が九十
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九人まで異口同音言下に 「そ れはi熱気です」と事も なげに 答へるで せ う。そして「 それは

温度の伴ったi熱気です」若〈は「そ れは夏の iAA気です J e答へる人は恐らく百人に二人と

はあ ります まし 、。問題は先づ之れから展開して行きます n

抑も此の九十九 人の答は何を物語って いるでせ うか . 私に忌' 聞のない言葉を許 されるな

らば. 私は次のやうな認ま れ口営利き 1: いのです 。日( rそれこ そは取りも l皇さす、世の

所謂素人常識なるものが、物の腐桁 、蝕害. 及* 1 l I 菌の紫P凶作用といふ事に闘して 、奈何に

ＱＡＡｾ 智無関心であるかと言ふことを、いともま ｦｴ 対に物知り諮綴 立 つるものに非すして何ぞや 」

と。私 の此の無遠慮な言ひN { f 終に一片の無責任な暴言として了らしめぬ然、私は以下少

し〈物の腐朽といふことに就て述ぺなければなりません。

(  1  )  物の憾朽は細菌の繁殖作用に出て起ります ，

此事は世人が日常ウツカ リと忘れて居る? ごけのことで. 改まって標題のI l n ( 言 はれて見

れば、 誰 にも 直ち に古田づかれることですから、今更冗 々と説明することを止めませう。

( 2 )  細 菌の繁植作 用は、温度 ｵ 熱度と のこ僚 ｦｈ［ｾ 責ね備はる事を必 要 とします。

其何 れが不足しでも . 一方1:.' けでは細菌の繁殖作用は起り ません。詳し〈言へば 、物は

概して、高f毘多搬の時に附り易〈、{ ま1.ffil少iMの時に Jお り難い のです。そして更に細かにい

へば、濃度の影響は温度のそれ よりも 著し くて. 多iZEの: 時は温度が少 k 低くとも腐り易〈

少iA ? の時は温度が少 k 主11つでも術り難いのです。之を賞際数字的 iこい ひ ますと、大髄に於

て、気温Ｈ空 気の温度 Ｉが端氏 の Ｑｬ ｾＱ Ｒ 度 に Ｈ以 下 気温の示度 は揖氏とす ｊ 気 ｩ 熱Ｈ昼策

の淑度 即 ち 比 淑Ｉが ＷＱ ｾ ＷＲＥ に建し ｔ 二時 、細 菌はポ ツボツ護育し始め、そして共 繁殖作

用の最も狙吸を極むるのは、 気温 が ＱＷｾＱ Ｘ 度を超え Ｎ 気採 が ＷＵｾＷＶＥ を 失 ｩ 成してから

後の高温多iH: 世界に於て Y あるとされて居ます。 即 ちこの高温多淑世界に於りる気温と策

iA告との種々の組合せが、各種の出111菌に封 して繁殖作用の絶好[ 様子十を輿へるが潟です。 j うで

私は気温を経とし、策協¥ｻｦｦＮｻｾとする棋剖へ、 Ｕ 瓦 、 Ｑ Ｐ 瓦、 Ｑ Ｕ 瓦、 ＲＰ 瓦 、 ＲＵ 瓦の等 ｩ 問線Ｈ或

る気温 と或る 気i必 とに 11:.' ける I 立方米突の空気中 に含まれる i鮒WJ 量の等数駄を? 結び付 1(11こ

線) を汁lE き. 更に吾邦の北、中. 南部から 5 都 市〈札幌. 東京、京都 、大阪 . 踊 阿 佐 . 賦

洲から 3 都市( ロンドン、パリ ー、 ベル リン〉を、北米からも亦 3 都市( ニューヨ ー ク、

シカ ゴ、 ロスアンゼルス) を、併せて 11都市持出して、各都市に於げる 1 年 12 ヶ月 の月々

が示す i ケ月の卒均気温 と平均気棋との値を各都 II i 別に夫 k 月順に、嗣表の上へ 印しつり、

それを直線で禦いで見ました、第 1刷友は即 ちそれであります。此岡表に依って 、各都市

の温度 と淑度との闘係が 、四季ぞ通じて . どんな風に饗化するか、又、 lド乙内丁相互間の.

或は相似し、或は背反する 比較闘係が 、一目瞭然 と判ります。

更に又、本多11各都市に於ける質際)I}¥態から綜合推断をして、大韓，t;I U閣の溌脊し始めるトl

安の限界線、及共1自京' 期に入 らんとする目安の限界線、並に狙頂期を脱するそれ、及護育

ｾ停止するそれ、と此 の 四ツ の目安 限 界線を闘表 上に入れて見ましにとこ ろ 、大約 Ｙ 瓦の
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等i問綿 C14五の等i問線 E に合致するやうなも のを得ましに。同時に叉私は 75% の高さに

1 本 と 7 1 % の高さ に 1 本 じ 者11合 2 本の水卒線を入れて見まし? こ。 斯 〈して 国表の 中に

は、縦に走る 2 本の 14瓦等il'r1;lJi l C  ，横に延びる 7 5 % の7k卒線と lこ依って出来る楠木鉢型

の- ] d買部川、 今一つは同じ< 2 本の 9 瓦等ifl¥J棋 と 71% の水平線 とに依って作られる相似

型の - 14宣言つ!と のこつのものが出来まし1: 。此の二つのものは即 も前述し? こ細菌の勢狙吸を

組める世界し制菌の設育し始めてから椙源期に入るまで. 及び狛玖期を脱して稜育停止. に

蹄るまで の 前後の世界とに ｾｉ 持ぽ相嘗 します 。私は便宜 上前 者を腐る 世 界 、後 者ｾ徽る世界

と名づりで見ま しに。之に 依て 内外11都市の問時12ヶ月が . 夫 J をどんな風に此徹 る世界と

憾る 1世界とを泊り抜げるかが、一見して判るやうになりま しに 。

今 ｬ 首 ｬ 表に就て少し 説明 を刻 ｬ へて見ませう。先 づ我 邦 の五 都市に就て見ますと札幌 ［ ｾｉ 徐〈

他の四都市は何れ もj I 市ぼ似? こり寄Tこりです が. 殊 iこ稲岡と大阪とが殆ど同じで、 4 月の中

頃に徹る世界に入り、 11 月初旬には之を脱します。 そして共聞の 6，7， 8， 9 と丸 4 ヶ月聞

が腐 る世界となって居ます。 叉京都と 東京 とが殆 ど似て居て 、之は 5 月にな って徹 る世界

に 入 札 6月初旬から 9月一パイ頃 まで凡そ 4 ヶ月弱含腐る世界 に暮らし， 10月末 には徽る

世界を脱して了ひます。札帆fごりは一寸かけ離れて、 6 月の撃を 聞いて 初めて徹 る世界に

入 9，9 月末には早〈も 之を院 します。そして腐る世界と 言 ふのは 7 月初旬か ら8 月末ま

での、僅 k 40 日内外にしか過ぎ ません。

次に欧米はどうか t 見ます と、 米闘の方が駄沙Hよりも遁かに徽 つぽ 〈て、中にもロサン

セワL スの徽る世界は 4 月初から 10月末 まで約 7 ヶ月弱の長期間に 亘 k 其期間中 7 月初か

ら Ｘ 月中頃までの Ｑ ヶ月ｾｾが腐る世Ｍ界となって居ます ｃ 即ち徹る世界 の長 さは 我繭岡 、大

阪に伯仲し、 腐 る世界は我邦で最 も短かし、札幌 と殆ど 同 じ位です。ニューヨークは徹る世

界が 5 月末から 10月初までの約 4 ヶ月字、腐と世界が 8 月初旬から 9 月初旬までの僅 1 ヶ

月間に過ぎませんつ シカゴは 少 k 費っ て居 て、 5 月末 に徽 る世界に入札 6 月? パ イで一

旦之を院 し、中 1 ヶ月後の乾燥期聞を置いて 8 月初旬に再び徹 る世界 に入 L 同月 末には

復 t: 之を! 舵します 。即 ち徹 る世界は前後二回を通計しでも 凡そ 2ヶ月強にしか賞りません。

そして腐る世界には遂に 這入 ら十 に了ひま す。

次 1: ｾ 吠洲を一瞥して見ま すしロンドン、バリーＮ ベ ルリン、 三都市とも何れも Ｑ 年中

途に腐る世界に 這入 る こ と な し 唯短期間の徹る世界を通過す るのみです。 即 ちパ リーは

5 月中頃から 9 月ーパイの 4 ヶ月 卒 、ロンドンは 8 - 9 の 2 ヶ月間 、ペルリ ンに至つては 、

1 ヶ年の中僅かに 9 月初から共中頃温ま での30 日に も足ら ぬ短時 日を微 る世界に暮ら すに

げでありま す。我 5 都市に比べて其惑は賓に 雲泥 も菅ならぬではあ りませんか。

泊現にこそ、防洲戦宇 の時 . 調逸に居 fこ我官製生が急: 主主同闘を去るに際 して小さな 手廻

り荷物 ｲｾＧ げを 持て、あとは衣類も 書 物もゴツ チヤ に 鞄 に 突込 んで、之を下宿へ預け、殆ど

身を以て闘外に逃れてからＮ幾星霜ｾ経＿こ平和克復後に之を日本へ取寄せ、開げて見て鵜
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五月
" 月 七月 八月 九月

1.  岡 昭密接 揺綴鶴器移《

大 阪
麟 物 物 麟

曹、 n  

東 京司
撤錦繍ダヂ

札 慢

_  1  司ー デ

。j

一
日ワンE，cz

口〉ドン

J r リー 務書籍 務協修復 務機綴富島 物級協紘強磁醜蝿肱・

ト一一一

T んリ ン
璃 綴 織

FLfilJ I W _掛 物 i帥 世界 圃圃園田 腐 ｾ世 界
。 3

1 闘表を説明する 最 も適切な る一貫例であります。

十 月 十一月

初棉級偶b  

物醐鈎翻

務鯵摺臨

復措紛紛6

『・.一一

十二月

- -一 ー

一一

第

圃

表

閏

いに事には .

清河 しに衣類

が少しも l. fi <. 

Tこになっ fこ形

跡な 〈、 E つ

円本 な らモ純

物 にはつ寺も

のの虫干Lがよ「

月民共他の毛の

ものに少しも

見ら れなかっ

7ことし、ふこと

です。此事貨

の如 きは 、m

第 Ｒ 闘 表 は 各 都市と ｩ 殺 る 世界 並に 腐るｉｩＧｾ界 と の ｬ 持Ａ係を一目 ｉ ｬｊｩ ｴ 然＿こらしめんが矯 に、 第 Ｑ

闘表 を要約しに ものに過 ぎません。

ヂータ

上 二 つの園表 に 其 成 素と し て用ひられに気温 、 書式 ｩ 民主 ￭ｾ に 絶 封 ｩｍＡ 問量は Ｎ 何れも 皆ーと

月初 日間の卒均敷字に撮っ ?こものです から . これ等から要事ひ' 得? こ種 k の事制は 、因 よ り大

ザ ツバな大関 概念1: るに過 ぎぬもの で、 *Inかな黙 に於 ては、勿論質際に異なる 話 いお』l が多

々ある 持で す。国表を見る 人は其心 して見らる るや う、念の矯附加1へて置 きます。

話が 大分脇道へ外れま し1=が、要す るに 高温多i払の宰策は低温少i誌のそ れよりも物を怖

朽 せしめ易 い こと、 我 邦 の夏は陥ｾ Ｎと文 明 闘の 何れ よ りも 高温多惚であ る 事 、 従って我邦で

は、貴重品の保存が陥米各園よ りも遁か に悶難である こと 、などの樹念Tごりは . はっきり

しにことと 思ひ ます。

( 3 )  高湘の塁策は低調のも の よ りも多量の1熱気 を含 み得 るも のです 。

賓例ｾ以て言へば 、 書室温 Ｕ 度の空気は 、 常気墜 に 於 て Ｎ 其の Ｑ 立方米突中 に Ｗ 瓦の ＱｍＡ Ｑ 可

量 しか含み得ないの に‘ 策温が15度 に昇 ると 13瓦ま で、 30度 になると 30瓦までの潟、i問景を

含 み得 るので す。策協 5 度: e 言へば 、東京では 2 月の末、3 月の初め頃 、15度は 4 月の末

5 月の初め頃 . 30度は夏の質感 りの気候です。 人は皆気づかすに居 ること ですが . 8  Ｉ ｾ土

用中雨天の 日の空気の持つ最高iHJ 問量( 宰祭が? 然気で飽 手口し?こ時の水分量) は 、春先頃の

それ に比 して約 Ｔ 供 、 Ｖ ｾＷ 月 の梅雨 中に比してきへ 摘且つ ＱＱ 喜 宇 の多量 に 達 して 尻るの

ですo

( 4 )  空気は1M策 と温度とを物に奥へ る大供給者である のみ ならする、 細菌や小 虫類 をそ
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ちこちへ運搬する役目舎も却J めま す。

それ故R，a朽させてはならぬもの 、剣l ませではならぬものは 、迂il Y. lに空気中へ放置しては

置りません。能〈能〈空気の素質を見極めてでなげれば! 倹存 であります。仮へば天気で申

せば雨の前後の曇つ に目、叉はよしゃ太陽は カンカンHHって居る日で あって も、人慌に特

に 蒸暑 いと感する日Ｎ 策象上から言 へ ば策 ｩ 毘が Ｑｬ ｾＱ Ｒ 度を 、 策 ｩ 黙が ＷＱｾＷＲＥ を突破し

て居る日 . 即ち 気温策rP " が前述徹 る世界に入って居る 日などには、大切な 品物を臓から 附

して、霊祭中に晒し1= り. 風通しをする事は遊りねばなりません。

此 事 は移して以て Ｎ 貴 ｫｦｾ ，fi ， ｾ牧磁 する臓 の窓や 戸口 を ｄ￭ ｾ 閉す る 場令の 肝 要な 心得ごとと

もなります。即ち離は唯風通しさへ良〈すれば良いと 言ふものではありません 。前述しに

やうな 、室無紋態の良 〈ない日には、 戴の窓戸 口を開閉することは大禁物であります。 1=

とへ秋冬の候 といへども、 2さ策AA態の奈何を究め す・して. 漫然 と臓の窓を?開げ放ち、風通

しを行ふが主nきは、無謀のE告と申 さねば な りません。

-<: ; ヲレ ーン ヨ ，

更に此事は叉. 臓の梢ii!J¥就中 j末 と壁際の構造 . 並に |央 集 の問題に重大 なる闘係を持

つので すが、そ れは後節 に誕ります。唯一言 ここに附加1へて置き 7こし、 のは 、明治初年以来 .

西洋文化の移入吸牧 に波頭して . ひたすら 其Xj J を急; いに徐 れ前にも述べ? こ様な、彼我気

象の上に甚大なる相違のある事を等関税、 と言はんよりは寧ろ策附かす・に、ーにも西洋こ

にも西洋と、無我無中にな って彼を;肢倣直潟して来1=我が建築界が共月J i 産建築物中に、随

分数多の誤つに構造や不通嘗なる室内設備などを賓施して来? こといふことでありまして、

其最も重大なるものは、 言 ふ迄も な し 人 聞 の 保 健衛生に闘する方面の事で すが、 今誌に

私共の問題として照る貴重品の格納牧戴に闘する方面の事も、 ?こしかに これ等誤 りの中の

一つであります。

第 3 節 貴 重 品 保 存 の 要 請

以上私は古賀物の今日に遺存して来? こ真相‘ 及ぴ物のM朽や蝕害の原因. 並に貴重品保存

の事に閥しては漫りに西洋を其健真似る事の出来ぬ事などを. ¥どくどと述べ ましに。乃

でいよいよ 残ると ころ のものは「然らぱ我邦で貴重品金保存す るに はー腫ど うすれば よい

のか. 共の要諦は奈何」といふ問題となって来まし1=。一見頗る難問題に逢着したかの如l

t 考へられますが、賓は決して難問題で も何でもな〈理論 は至っ て簡単明瞭で あり ます。

回 < r大切な品物は、原則として、温度と 潟、度 とを媒介供給する宰無から隔絶すること」

唯これ丈であります。此簡明なる理論の下に過賞なる手段方法を講す・れば則ち能事了るの

であります。今更食料品の融誌や阜討の原理を持問すまでもな〈此王rn論は. 前節来阪に述

べ来つに諸事項に依って自明の こと〉 考へ ます から、主主に説明智繰返す こと を省略 します 。

きて然らば「誼蛍な る手段方法とは奈何」とい ふに是れ亦必 すしも難かしし、事では あ りま

せん。 即 ち
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7 ータイ k

( 1  )  戴は其上下回壁ｾ 成 る可〈 無常 に保ち 得るや う構造する こ と。

( 2 )  臓の間内に面し1=表面の仕上げ、イt粧叉は遺作の材料は品物の格納設備 t 共に特

殊の注意を拶1¥ふこと。

(3 )  斯様にｾられ ｔ こ販の中八仕舞込まれる品物は、成るぺ〈十重二十重に被按包装し

て置くこ t 。被覆包装用の紙 、料 、;;(fi 裂、木質類は、強め能〈消毒殺菌し 、E つiゑ り

気なき ものを使用すること。

( 4 )  蹴の曝涼は私各の候口 ( 京都にてはイ'1
1春も亦良し)

イ、集i毘が 11- 12 度以下. 策潟、が 7 0 % 以内の 目、叉は

口、無混と無iM、とから計出 しに空気 l 立方米突内の含有iP.，、i問量が 9 瓦以下の日又は 、

ハ 、策温と費電機《とがイ具に第 l 圃表の徹る世界を外れて居る日

などに して、 且つ連 日天候の定ま つ?こ時的診見極めて之を行ふ こと。

( 5 )  品物は曝涼の時以外に成る可 〈菰から出さぬ こと。 1= e 八蔵の中に 於てず も、品

物 の被覆包接を ｾｗＨ ， ( 機舎は Jj文るベ〈度数を少〈すること。

一寸考八るし前項イ、口、ハ、のi I l lJ 限に合格し 1= 日ならば、凶季何時の時であって も

裁の中で品物の包援を解くことは、 一向芸支へなささうに思へるのですが . そうではあり

ません。何色なれば、ぞれは rfi! l!仰を傷めぬ? こめなのは言はやもがなですが . それよりも渇

かに恐ろしいのは、人聞がどやどやと 磁の 中へ這入る 事なの です。 言ふ までもな t 人聞は

生き物です。生き物は絶 えす' 呼吸す ることと、 全身の皮肉reから、瓦新 、主として水蒸気

を護散します。皮脂の蒸稜作用は空気の乾し、て居 る時ほど盛んとなります。索と素と般車:

な注意の下に、相営策密に保? これ? こ毅の中の空気は、折角乾燥AA態に保fこれて居る筈です。

そこへ人間が飛込んで予|返るのです。たとへ一人でも長居は禁物です。 i5Lんやドヤドヤ と多

人数が這入り込んで 、細菌の附着し1: 汚し、手で、品物をひねりまはし、1 y め? こり舵しTこり

時を忘れて翻貨に耽られたりしては堆りません。戴の中の室策は必然外気よりも多 iM，のも

のとなって了ひます o 殊に小さな狭い菰ならば多人数の長居は気温を上昇せしめる結比4.

識の中の空策は飴計 に制策を持ちます。きて臓から入 J々が出て了って 、識の戸が ピツタリ

元通りに閉められて、そして漸次般の中のささ気が冷却して往つにあとを考へて見て. そこ

にどんな現象が起るかは想像に難〈はないでせう。

( 6 )  若し曝涼以外の期間に 、品物を頻繁に出し入れし? こり 、叉は多人数 が蔵へ這入つ

1:  1) し1: 時は . あとで戴の窓を開放して人工換策を行ふこ と。

これは 、汚れ fこり i'%、つ? こりし? こ蹴の中の空気を、事奇麗な乾い? こ外策と入れ換へるのが目

的でありまして、是非共次の件誠意が必要であります。即ち 、あま り時を経ぬ中、早い とこ

ろで外気飲態の良否を般と見極めに上、貰ー任者が附 き切りで之を行ふのです o 大関裁の中

の宰策は 、外策よりも温度の低いのが常ですが . A市朗な天気の日には 、一回若し〈は二回

離の 内外の気温が同じ になる時があります。例へば . 夜間は更けま すと 屋外の気温がグン
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と下降して臓の中の空気 より 低温となりますが掛l太陽が 出て から 後は、外気の温度が迅hli

に上昇し ますから、 程な 〈裁の 中の気温 と同一になりま す。 そして更に上昇して之を凌鰐

します o 無論蹴の 中の気温 も上昇して居 るのですが . 外気 に比して は遅々 たるものです。

午後太陽が西 に傾〈 頃 iこなると. 臓の内外の呆温は共に下降し始めます 、そして勿論外気

の方が迅漣に冷却しますから、指て内外ぷ温の問ー・となる時がめ る包ーです o -!tJ i  ( して佼に

入 って外試が蔵の中より再び低混となるのです 。 右は天気 ｉ ｗ ｬｾｊ な或る日 ＰＩ 一 例を翠げたの

です が. 凶 よ り日によ っ ては、 裁の 内外主主温の同一になる時が 、日に一度 しか無いことも

あり. 叉1ii に近似しに? ごりで、 同じ にならぬこともあります 。乃 で本問題の窓開放は一日

。。

の中何れの時刻 に行ふのが良いかと 言 ふに 、午後臓の内外の気温が同じになった時 . 若〈

。o 0 。

ぱ近似しT二時以後に於 て、外気の温度が 下降し始め るのを認め たら、直 ちに窓の開放 を?行

ふので すn 但し窓を開放する前に必争、臓の中の気械を計って見て 、 それが外気よ・り低い

:場合 には、 窓の開放は見合せなければなりません。斯〈して開放されTこ窓は、せ いせ' い 一

時間の後には、再びZFJ聞 きれねばなりません。以上が大関窓開校の注意要領です。何故右

のや うな時刻、温度、線、l主人 時間でなげればならぬかは 、これ主主述べてタI Hこ物の腐何と 気

温と気擦との諸闘係に依って、自明のこ と〉思ひますから. 管 k し〈申 し述べる 事を略 し

ます。

以上 六つの事項が 、 大 ｦｬ 豊に於て、貴ｈｩｾ品保存の 「 泊営なる手段方法」である と 考 へます 。

此の六項目の 中で、 第三項以下の附つの事項は、首然品物のJW蔵主?こる 管理者が 、賓行す

べき事柄に麗 します C そ して第ーと第二の二つの事項が吾 k 建築家の姶首すべき仕事とし

て耕せられるのであります。以下之に就いて少し〈辿べ ませ う。

第 4 節 醸 の 構 這

臓の構造を迷ぷる に先立つ て、 諮で一寸校 合の司Ht ' 設明して置く必要がありま す。

世界の矯異 として l喧体 される 正倉院の御物が、千年以上も の長 い年月を 、あの通り立慌

に保存 されて来 7こと言ふ事は、ーに懸って 、御物を絡納す るとこ ろの蹴が 、本邦間有の校

倉であ ること、且っ それが劫封であ る事 とのこつ にあ:i rJ Iする事には 、誰 しも 異 論は無い様

であります。勅封であるが故にといふことは何等説明を要しませんが 、校倉であ る事が何

故に良いのか と言 ふことには. 少し〈説明を要するかと思ひます。

周知の通り校倉は 、木逝建築瓦屋棋の大床建 . P4壁は絡子組に なり 、共内面には更に 岐

叔慌がしであります 。! ポは j皐板張、 1m内天井は化粧装 とな って居ます。木造建築の事で

すから、建築蛍初には木と木の重 ね 目 や 依 と板の州闘 は、ピツタリと隙聞 な 〈作られで

も、本邦湖特の冬季乾燥時になれば、兎角多 少の|係聞の出来るのが常であ ります 。 そして

叉建築に使用される木材には. 皆多少の持7k {f含んでj卦るものな のですから . 建築のがf ら

しい中は. 右の隙聞は ホンの毛筋税に過ぎ ませんが 、段 k 歳月{ f 経 るに従つ T. 木材は氾;
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まで乾き切っτ 木痩せをなし、篤めに i#. 潤時と乾燥時と に於ける膨脹. I [ J C 縮の差は漸〈著し

〈なります。其結果は、多数の木材を積重ねて四壁を構成して居る校倉に 、次のやうな一

種調特な作らきを主主きしめる こ ととなります。即ち秋冬 の 頃、外気 の 温度が降ｾ .  i熱度が

低くなるに連れ、倉の校子は乾燥牧縮して、其隙聞が段- ' < 大き〈なり 、此大き〈なつ? こ隙

聞から、外気力4入つ? こり叉出Tこり、即ち遇策 をし始めます。此時/- 1 1 入をする空気は 、低 温

小搬 の、 謂は Y 品物保存の上に心配の 少ないも のであることは言ふまでもありません。此

の如〈して、外気が更に 更に乾燥するに連れて、校下の隙間は主主 k 大事〈なります o 従っ

て遇策も亦霊安んに行はれます。然し季節が漸次{多って l見春のi民ともなり、外策 の温度が昇

ｾ＠ • if.h度が高〈なり始めますし校子は自然膨脹し始めて 、共隙閣を段々 IJ、さ〈して行き

ます o 従って外無の出入遇策は段 -'<1放-'<1こるも のになって仕舞ひます。此時過気をして尉

る宰策4主、 1放-'<1: りと雌も品物保存の上に心配有害なものであります。」二の作用は濁 り校

子のみなら十、床板にも行はれて居 ます。而して此作用は叉、 冬季 と夏季とに限られにこ

とではなし一年営通じ C 、ヰ奇〈も外策がi長潤になっ f二時には . 校子を? 膨脹せしめて隙聞

を小さくしＮ外気力Ｚ乾燥しに時には校子を牧縮せしめて、隙間ｾ大き〈します。言ひ換へ

れば、倉の中へ外気力: 過つてならぬ時には隙聞が小さ〈なり、通つでも 差支へがない時に

は|探聞が大事〈なるとい ふ微妙な作用が、一年を通じて自動的に行はれて居るの で、す。

以上で大開校倉が品物保存の上に何故良い のかといふ理由が明らか lこなっ? こかと思ひま

す。尤もこの外に、木材の持つ材料国有の特質なるものが品物保存の上に重大嗣係を持っ

て居る のですが践には省略します。

きて本題に戻って 、離 の構造に就いて述べませう。

先づ第一に考八られることは 、木造ならぬ銭'目- 鍛筋コンクリ ー ト構造の建物に、前述校

合の如き封乾i#，自動作用をなさしめ得 fこならば質 lこ王m怨でありますが、ぞれは一間不可能

事であらうかどうかと 言ふ事です、今日電気高能の折柄. 無論不可能事ではあり ません。

即ち策密に構造されに裁に遁蛍Tよる換気口を設け 、臓の外に置かれにi熱度計の大気の乾i主主

に由る電寿司的作用が動力電流の 「スヰツチ」を開閉し、之に依って換気孔の開閉J菜作が、

自動的に行はれるといふ猿置をすれば良いわりです。

或は叉、裁の外 lこ理研の 「アドソ ール」乾燥塔を置き、戴の中から塔身を? 経て、叉元の

蹴 の中へと問師する宰気の流通管を設 備し、離の中に置かれた滋度計の 、室内空気の吃i般

に由る電気的作用 j) ; 動力電流の「 スヰツチJ ｾｲｈｬ 閉し、之に依って般 の 中の温つ＿こ空気力［

「アドソー }L- J J : 必の中へ御百度を踏{ J 結果 . 蹴の中が常に 一定の乾燥度を保持する 、 といふ

自動装置も出来る筈・であります。

然 し殻に一寸困る事は、上の二つの自動換気並に自動乾燥の装置に於て、最も重要なる

役割りを勤める Ｎ 課度計並に共物理的装置は相首高聞な犠牲をｾＺｪ［ｊ ｬ ｬ ふのでなげれば 、 普通あ

りふ れに簡便なi舷度計や低殺な装置では ど うも不完全は菟かれ ませんから、必然的に精 雌
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を期 する 事が難か しい 一事でありま す。

色 k の自動装置 には共通の事 ですが、凡そ 何が自動銭置の最も恐ろしL、かと 言って、共

装置の! 反動的役割に任守る器械そのも の 〉不精維や故障に越し?こ事はあ りません。 人間の

輿り携はって居る事にも無論間違は起りますが、青島械2器具に任されに:場合、そ の器械の不

精縦や故障から起る度外れの大間泣ひにはI l ! - ひません。

貴重 品を 牧戴 する離 など といふも のは 、 ＱＱｍ 人 の邸宅 の 場合を考 へて見ても、兎角日 Ｑｾ ・ 居

住の室房から紛れて建てられ勝のものです。従って家人が速 くのカ で居ながら之を管王ill し

得 る特別装世を設 りにとしてもな まじし、持械的の自動装置に 信樹 し、 安心して居る間 に、

沼度計の不精確や接置の故防から起る間違ひが 、途々集っかれ十に居て、 飛 んに取返しの

付かぬ結果を生じて{ 土舞ふなどの場合に fJ1及 しますと、之れも中 k '定心の なるものとはET

へません。

之 ｾ要するに真に大切な 貴重 品 の保存は Ｎ 真剣勝負 に必 勝ｾ期するの 心 がりでなさなげ

ればなりません。従ってiHs度計ーと電気 とに 由る自動乾:操装置は徐稜完全な ものでな げれば

結局は胃険的であって、貨行に江いといふことに附着するのであります。

「然らば」 と或る人は言 ふでせう 「上記の厳に設けられ1=換気孔を電気に依る自動操作な

どに韻 らす人聞を使って之を開閉操作さす れば良いではないか 、乾燥ぷIJ 定の如l きは、寒

暖計 とif . ! ¥度計との完全なのを具へて置いて之をー甘すれば足れ りで、女子供にも容易に出

来る仕事である。それが最上乗の良策ではないかJ e  0 併しこの良策も. 能〈能〈考へて

見ますと、どうせ局に嘗らせら れ るのは舵:U;:/J 、者てe すc 正直者字分 、横着者字分. 頭のあ

るもの字分、なきもの字分。叉人間には間違はっきものと思はねばなりません。換気孔を

開げる 方は 、一度や二度或はそ れ以上度 k 之乞忘れら れTこり 怠ら れ? こりしにとしても. 積

極的に甚fごしい害はありませんが、 一且開げられ? こものを? 、共ま〉 一夜越 し、 二夜越し 、

或はそ れ以上も放置せられる犠な 事が、度 k 繰返されては、それこそ由 k しき大事であり

ます。結局 これも亦真剣勝負に必勝を閉する策ではあ りま せん。

自動的換気孔を一寅重品牧臓の戴 に設備 する のが善いか語いかの問調 に封 しては、私は以

上のや うな見解の下に甚Tごし〈之 を危険閥する者で あ ります。況ん や自然的換気孔に至つ

ては絶割に之を否な りとする 者 です。 そ して戴は 、年に 一度秋冬の(呉、曝涼を? 行ふ外、) 反

nリとして之伝統閉して置〈のが、高金の策であると 主強するのであります o

狛乏に もう一つ附加lへて置き? こし、事がめります 。 それは前段裁の中の自動乾燥装置の と

ころで述ぺ 1= r一定の乾燥度」 と言ふことで あ ります。 言葉は簡車でありますが 、いさ，円t貨員

際 に臨んで「一定とは奈何」し斯うなると中 k 筒簡j.!'皐立ではありません J 一寸考へてもL 、紙

のもの 、裂のもの . 木のもの . 金のもの 、焼物、と 大 きな類別があ ります 。出III かに考へ て

は、問jや惨を用 ひTこ表具もの、 コツ テ リと 岩物や泥倫具を使つ 1=極彩色物、 鳥獣の毛や革

や、角、牙、 '庁などを使ってめる武器や諸工 事 品 、 そ う か と 思 ふ し 陶磁器. 買石 . 黄金
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など協策には不死身の出m工物、等々 、多種多様であ ります。一定の乾燥度 とはー鴇金時 ど

う考へ? こら みいのか、11実りに 「それは早蒜|ぬ秋の中山に則り 鑑へてif:!i度 65タ6 内外の乾燥

度が宜 しから う」 と勇断をしにとして、きて 「春瓦秋冬凶時を通 じて 温度に浸交渉に. 唯

Ｖ ＵＥ 内外 さへ 保て往けば 、 それで宜しいのか」、「い やそ れも中 ｪ 市に則って 定 出 ＸｾＹ J1[ と

しにら宜しから うJo I 円¥MJ  I 日〈 何J と… … 顧ふに 、私共は決 して理忽1論に のみ定る者

ではありま せん 、 ｾｲ ろ接 聞に ｩ 孟いが ｦ こ め に、兎角 経験設 に ｡ｭ 容 する骨格ｻｴ＾ 白売 するも の です

が 、 飴 りに も撃問的 に未 ｦ ご 在職され Ｗ こ事 の ない本問題 の 如きを ＶＵＥ 宜 し から う、 Ｘ ｾ ｾＱＡ 支

宜しからうと 、簡単に片付げる事には流石 に時比する のであ ります。

之に就いて思ひ合は す事は、毎年 t科大11寺院の好し、季節に . 何 k 呉服庖主催、何 k 新聞枇

後援などの名に依て行はれる古賀物展観の催しであ ります。大気の温度が徐 り低〈もない

季節に. 群集の放射する吐息、 と汗と 細菌 と咲墜との I-IJ に、幾日も 曝露され る古賀物を考へ

ます毎 に叉時首j が春秋ならぬ冬季である場合 には 、|涼列室内の; 暖房温度華氏の70度以上に

も達 して、而も 時折 、観賞人の少い場合( 毎朝閉山又は開mf して から一 、二時間の間) 室

内の空気が非常 に乾燥した其すよ悶策内 に放置せられる、極彩色のが|抗菌や界風、きでは結構

な蒔檎や 、象械の美術工事品{ t >考へます旬ーに. 私はし、つも i佳ながら悼 k しい感 に打1これて

居るの であります。

大切な品物の中には浪つ集 ること が大禁物であると同様に 、乾き過ぎではしゃぐ事 L

同桜に致命傷となるも のが諜山あ ります 。兎角i熱気には敏感でも、乾燥過度 に鈍感な人が

築外i ! t 聞に多 いかのやうに思はれますので一言附} J II へ? 二次第であります。

きていよいよ本題に入 り 以下肢項に 亘っ て、 蔵の構浩ｻｴ＾柁 ｾ 設 しませう。

( 1)  議は其の上下回壁を気密に保ち得るやう構造する事

これは既に度々述べ? こ様に、温熱、i必策、細菌、小虫類な どを運搬 する空気が、建物の

隙聞から庫内八、 潜入すること の無いや うにとい ふのが 、共迎由であります。

此日的を* さんが震には、磁の構造f乱開{ t >餓JF]T鍛筋コンクリ ー ト迭とする 事が、最も誼

汗 ［ であります。間内の 気早討 を保つと 言 ふことの外に 、 耐久 、耐火、ｼ 市 ｴｾ Ｎ 共他 種 ｫ の貼 を

も考慮するからであります。

( 2 )  識は上下回壁を温熱及濃気の不傍導韓たらしむる事

理由の 1 外界 の 暑熱をｊｩ ｮ 内にｦｬＡｾｊｩＡ￭Ｚして 、 共気温を高む る 事に依 り、収脱出 Ｑ に有 害 無益

なる膨脹仲縮作用を起きしめぬｾ Ｂ

理由の2 Jljil 刊の気温を高め て、収脳品と、内作りc _ i 二下回抵の仕上造作〕 と. o: 主派 と

の三者植樹関係に在る惚気合有量 に、消長鍵化 {t>引起すこ とに依り 、偶々庫内に紛れ込 ん

ではいても 、 幸ひ に 萎 ｩ 投阿国、 している出ｉｬｉ ｭ に、渡 育の機 合ｻｴ＾輿へるや うな こと の ない ｾ ｯ

理由の3 僚 か床が 、外気若 〈は地中から l汲牧 しにi熱気 を、直ちに WI 入j へ瑳散するやう

なことのない 矯 . 等 であります。乃で本題の要求に併決を興へる方法としては
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方法の 1 識の構蓮母韓 を =重這りにする事

Ｈ Ｎ，、 ｾ Ｍ ｉ ｴＮ :; プn. 7  D  "f _  

これは中間に空気の唐を扶む t:.' 複壁や複! 末がそれであります。; 念を入れにも のは

複唆や複床の一つを 、有孔の煉瓦や 、中空 の 「テラカツタ」で構築 し?こり します。 そ して

室の上部は屋棋の下に更に天井 伝迷りますからそれで二重屋根となるわりで す。斯〈 して

最後に、上下四壁 の内商を、漆 il i1: 壁 、板 張、共他の仕方で仕上げるので す。此方法は煉瓦

や石材を以て建築制骨 ｾｦＮ if 構築す る場介 t二は 、至極容易に 出来る誼切な防総、防熱法であり ま

すが、鎖骨館筋コンクリート構ｾの場合［こ在ては、仕事が相官同倒になり、且つ其必要も

認められませんから 、却って不適営な方法主いはねばな りません。必要を認めら れぬと 言

ふのは、鎖骨・鍛筋 コンクリート構逝自慨が既に煉瓦や石に較べて、概して より良き 熱の不

体導慌であり 、叉よ りよき不吸水物関であるからで有ります。結局煉瓦や石を構造母悌と

する建築を禁物とする、そして鍛'rJ 錨WJ コンク リ{ ト構造を泊-!J J とする 我邦では、 Wi 浩母

慌を 二震にする方法は不通首であります。

方法の 2 構造母韓に内作 りを 添へる事

これは餓骨銀筋コンクリート構逃母惜の内側へ . 或 る間隔即ち室隙を置いて若〈は全然

室11f t なしに、 母開ヘピツタ リと 直附に 、内造り述作を添へる事 であります。 前者の場合に

在ては. 内作りは木材を用ひて造作する のが誼首であ ります。 即 ち、床は床l恨の上に特ぽ

し根太 の床を、 壁 は壁開 の内側に胴総 や野木舞を嘗てがって . 之に壁 板初日を ‘ 天Hは屋

根! 末版の下へ板張天井を( 普通の押紙天井は不可) 造作するのであります。こ〉に注意す

べきことは、上下四位 の 板張は 、 線 、 て、 ｾｾｉ 目 を充分 ｅ 長年寄 に 接着せしめて 、 毛筋の 隙もない

やう にすると 同時 に 、旬開と内作り と の問 ｼ 慌には、自然換 気 など の 起らぬゃ う、 気ｾ，に保

ち得る柿浩とする こと のこ事であります。 荒 し. 鍛筋コンクリート構造開は、石や煉瓦に

較 べてこそ 、不吸 71¥物憾であると 言へますが、 今之を 、少しのi以祭 にも付i条Zif 振ふ貴重品

保存主いふやうな場令の厳格な検知の前に引出して吟味をすることになると 、質は相官の

1吸水 鬼であ ります 。ぞれ故 、母控胞の外聞や地 11
1
壁の上部に . t: とへ 、防水防lf4の底油! 工

法がなされ＿ことしても、壁鴨と床 ｫ Ｉ 阪 とは、外界Ｉ｜ｦｾに地中 か らＮ多少の縦 、系 金吸 ｬ 汝して、

之を上記の宰|掠 「ドへ猿散するも の と思はねばなりません。尤も此の杢| 探内の気温は、概し

て外よりも低いのですから、共のIA4i問含有量は白から少な〈限定されてはい るも の〉 、常

に飽和1欣態 iごあることは惜かであります。さてこそ此の宰|燃は、自然換気 を般! 去され 、叉

内作り材料は木材でなければならぬと限定される のです。 何 となれば、若し自然換気 など

が行はれると、直接外界から時には比較的低出 ｩ 乾燥 の［ ｾ ぷが 此 空 隙内へ 這 入 っ て 来 て 、 そ

こに蒸設作用を起 し、共結」↓L潜熱 if 寄 って空11ft内 if 冷却し に其位、へ{国 々高温多i必な外気 力:

宰隙内へ と這 入って来? こりし ますと 麦 に露結作用が連続惹起きれ . 遂 には空気の/ J s : 床部に

71¥it1 を作るといふやうな不都合を引起す こ とが あるから であ ります。乃で今 この不都合な

自然換気は . 之を起きしめね様構浩したとしまし で も、空隙の存在 するU、上共中は常に滋
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i問の飽和) ! } ¥態にありますから . 此の空隙に共背面を直接する 内作り 迅ー作は、此際、例の校

倉の作らきをして央れなければ岡ります。ぞれには内作りが木材でili 作されて屈なげれば

なりません。叉前に、内作りの天井が普通のや;1総天井ではいけないと 言つにのは、板が羽

重ね に な って 居ては 、 校倉の作用をｾし得ぬからであります。

ヨた に、 内作りぞ旬: 慌に直附する出方でありますが、胴総や型l ' 木鮮な しに、 木の板を直附

にピツタリと旬開へ張付けることは、無論 H¥?i 終る ことでは ありま すが、仕事 としては相官

に困難でありま す。乃で若し木材を用ひ十に 、他の材料を用ゆる としますと. ぞれが防水

材料で無い限 k 構造舟鴨の内面を完全に防水底現して置きません と、母樫のi弘策は直ぐ

内作りに停探して 、その内問から、課気を1市内に稜散することになります コ とこ ろが . 防

水材料といふのは . とのみち 、特出; の高いもの即ち気孔の少いものと決って居りま す。後

段内作り 材料の とこ ろで述べますが . 平野良: の高い材料は、貴重. 品を l炊賊す る臓の内作り 材

料どしては、最も不誼営でありまして断じて用ひられません。結局構造母惜の内両を 、完

全に防水庭却して置く事が、 内作り 材 料の ｴｊｾＱ て裂を自由に し、 且つ母 程へ の張 付 仕事そ容易

なら しむること〉なり ます。即 ちか うして置けば木の仮で さへも、母開への張付仕事は 、

もはや困難ではなくなります。といふ のは 、州 I:H t ' 非常・に 般将な毛依合せ にする必要が無

〈なるからであり ます。

方法の 3 床走大床吹放しにする事

床裏の冷えること，. 混祭主? 受げる事とから莞がれる 1誌です、ぞれ には少 〈とも四五尺

位は床を 地面から離 して、之 を吹放しにす る要があ ります。

方法の 4 屋根を置屋根風とすること

臓の最上居の上部を 、一旦屋根床版で完結して 、更に其上に低 い吹放 しの屋荒 を架げに

や うな形のものとすることです 。所謂 、 尾上屋ｾ重ね るも のです。我邦では都合 地には見

られませんが、地方で能 〈見られる置屋根士蹴のあの形です。 屋根を斯 うする 事は 、感夏

の候、屋根から来 る炎熱を 、般の最上清の間内に体探せしめぬ利益があ るのみならす 、最

上月号の間内天井の形を、専ら牧蹴品J絡納を? 本イ立とする 都令の良い形に、 或 は中高. 或は卒

商とし、ふ風に自 rll に考案が出来て、而も 裁の尾根の形は 、外 lA山 二最も見良い勾配 とか反り

とかに自由に 意匠 し得る利便が あ ります。J 1t 事は特に J社寸= の境域に在 て、 在来幾多 の殿 合

堂字に伍して . 貨物牧離の建物を営む場合などには 、建築群J容の調和を保つ上に非常 に好

都令を感する ことで あ ります。

方法の 5 識の形は南北に伸びた長方形とする事

斯うすることは、自然屋根までも共椋を南北に 、共流れを東西に 、向げること 〉なりま

す。従 ってこれが臓の外壁面 と、 屋若商 とに投射する日 光の . 一 日中に於りる分{ ! j 量. 即

も温熱量を卒等にす ること 〉なります。我閣の内 でも特に夏から初秋にかけて 、西日 の強

烈な土地柄では、長方形の長溢ｾ、北 ｫ 西より南々東へと少し振ることが肝要です。査し
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南 II1IJ の長手の壁ーをlr- <西日 から 外さんがた めで す。

( 3 )  議の構謹母韓 はその厚さを割i曾する事

ヱ11り11、高IJ 底的には 、外策の公安lや、iM、気のn: IWJ 侮隔を j本l鄭ーならしめる手IH: t もめりますが

主 としては専 ら防火の貼にあるのです。本来同社主主l耐火建築としての蹴筋コンク リート柿i s

カ ー ニ予 d ウ; t - ) I ，.

は、; J t 幕壁のj享きが、10 センチ ( 3 寸 3 分叉は< 1 11寸) あれば 、普通はそれで良しとして

Mるので すが、建物が多〈の木逃建築物でJ良1'11まれて J! i る場介は勿論 、7ことへ それが卒11古

はJ;F. J聞に何も無〈ても 、火事の時に附近の人々 が. 家財荷物を持込んで来て、 建物のU略奪

へ梢ぜかげ で、山と積上げたりする場合ぞ考へます と、決し て前s記の寸法を以て安 心は山

来な いのでーす。といふ のは 、周111の木造雄物や、 家財荷物に 火がう つつに場令 、共火ブJ と

燃焼持続時間 とは官に 意想外に大きなも の もあります潟 、壁は少しも悦泌されす・ に共催般

存し て 居ーながら 、 箪に停導熱のま ｾｲ ごげで 、 壁の内聞に接着してか Ｗ る庄内の可燃性物 ｦｬ 告が段

h 過 熱せら れて、 乾 溜J伏態に世かれ、メチルガス; J t 他の可燃Ij 二瓦} 析を護生 して、それ が滞

山j貯ま ると、 窓の| 償問な とから外へl吹き出し間々火析に i紛れて ;V}i 火すると同時に}!il 内に連

絡する 瓦斯の本開へづ |火する やうな こと が起 るからであり ます 」質際かや うな際には、窓、

や戸口に工作使用されて 居る鍛枠は、如何ほど丈夫に 1-1¥米て JAて も. カ/，熱の篤 に膨 張 して

査みを起 し、 想、はざる 隙間 { f 作り勝ちのものであります。右のやうな質例は光年齢wの大

災火災、画棺の大火災及其他で樺 山教へられに ことで め りま した。

乃で、 壁!享は何程割増をなされたらば良しし、か とい ひま すに、最小 立割 より ノj、なからす'

最大 Ｕ 割を超ゆるの要はありますまし、。即ち ＱＲ センチル ｾ Ｑ Ｕ センチ ＨＴ 寸乃 至 Ｕ 寸 Ｎ 又 ｬ ［ｴ

4  /1寸 4 分の 3 ) う至 6 11寸) とすれば良いかと思ひま す。

(4 )  識の出入口は複式とすること

理由、入の出入り毎に庫外の空気を庫内に煽り込まぬ馬

方法 、蔵の出入口に小 さな副宣伝取り、之にも戸口を附りてつまり戸口密二段1滑りとす

るのでーす。二段締りと言つでも副室の戸口は其大きさこそ蹴の ものと同じである ことを必

要としますが. 共構造は物 k しレ防火戸とするには及びません。餓枠鍛接に鋼入備子搬の

硝子戸 一重で津 山です。 そして硝子戸 の開り方は副室1lX設けの主旨から して之を 引戸とす

るを要します . 国l室の大きは牧戴品 の出し入れに 差支の ない最小限の ものであ れば充分で

あ ります。

( 5  )  識の間内々作りの謹作材料は 、吸水物韓 を使用する事

理由の 1 撚度の高 い季節に 、止ななき事1#で、頻繁に品物全出し入れしたり . 或は、

i熟度の低い季節でも、多人数が蔵の中へ這入っ て長時間を過したり共他何等かの原因 に依

って 、間内の擦問量が増加l しに場合に 、後て莫大なる表面積金保有している上下 4 壁 の内

作 り造作躍が . 此時とばかり に、 潟位! の大部分を身に引受げて吸収し、大切な l汝戴品 に耐

少から しめんが矯
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理由の 2 !̂ J作 りの泊四作材が、折角. 身を以てiHJ以前j を引受け て呉れでも、これが露結

の ｊ ｩｊｾ 態＿以て し てでは、何にもなりません。の み ならす却 っ て 筈 を な し ま すから 。

] うで解決の方法としては、密度の低 い もの、 言ひ換ゆれば、 多孔質の物穂 、即 ち吸/K物

帽 の数あ る種類の 中から 、塗 り十Ht 1こ れ 貼 り 付け?こ れ 打も付 (1 tこり、 或は吹 き付けfこ

りするに、 者1¥合の良い材料を撰揮すれば良い のでーすo 二三の例 を翠げて見ますと

今，' <， v サ 語 バ セ ウ 7

塗付又は吹付のもの… … ザ ング リしに安漆喰、石綿漆1食. 葛柑塗 、腕t緒・塗、芭1/ミ紺塗等

打イ・J'叉は日占付の もの… … コルク 板 、桐 |夜 、杉板 、共の他軟質 木材のii.W-板 、同 ベニ ア板 .

植物繊維 を原料としに各種平4i 叉は翁白板類 、斡石と 石友 とを原料とし? こ 向上板類、

紙及織物の貼付. 等

先づ右のや うなも のであ りまして 、此等の仕方は 、構造 母悼の内 l面を完全に防水底理 し

＿ こ 上、 夫々単 調に施 工 することも あ り、 或 は ｬｾｾ と 乙 と を 、若＼ｉＮ￭ 乙 と丙とを併用施工する

を良しと す るも の もあ ります。

夏 に注意すべ き事は 、内作 りに使 用する材料 その ものが、 使 用前に能〈 殺菌消が されな

ければな らぬのは勿論、此等の材料 を主主付 げTこり、 吹小j げfこり. 貼十J't1 1こりする 溶剤や媒

剤 ｬ の 防協消 毒 といふことで あ り ま す 。 ＱＮ 惨や ｴ ｾｊ 煩には兎角 動 物 質の も の 、叉は ｩ 蝦粉 質 の も の

が多いのです から 、 まかり 間違へば、 忽ち に して、 車IH菌の培藍素 と化 して 了ふ反れが十二

分 にあ ります。それ故車に使用首時さへ無菌 であれば良いとい ふ もので は な し 将 来 、 温

度 と1然気 とに遭遇 しでも、 少 々の事には細菌の殻育 し得な い程度 に、 激防EE理して置〈こ

とが必要 であ ります。

( 6 )  議の窓は小さく且つ数少く取る事

理由の 1 識の採光は必十 しも天然光線を必要 とし ませんが、 容 易に之 を得 られる場合

には、自然採光に越 しに ことはありま せん o 此場合 、防火建築の本義 として. 窓はなる べ

〈小さいことと、敷の少いこととを欲するがに め。

理由の 2 前Iに述べたこと のあ るh 責任者附き 切り で離の人工換気 を行ふ場合 、これ亦

必十 しも 窓を以てする 自然換気に依 る必要は あり ません が、 経済上よりは， 窓に依 る自然

換 気に越 しにこと はありませ んo 此場合、窓の大さ と数 とは 、1 時間内外の時間 に、 山 内

の空気をー交替さ せるに ｾ る ｴＺ けのものであ れ ば良 い の です から 、間よ り蔵の 大きにも依

り ま す が 、 ｾｦ 壁間窓、さへ取 り 得れば 、 イ ｬ ｩｊ舵で も ない大 いさ の も の で 債 な 筈であります ｯ

右解決の方法と して の、形をIJ、さ〈 数少 〈は. 読んで字の過 し 共他には、 窓包に織の

防火シャツ ターと 鍛桟の硝子障子、鋼硝子等を? 設備することで、 詳 し〈 は建具の僚にゆづ

ります。

蹴の構 ｩｩＡｩ に闘 す る事では 、以上 述べ ｦ こ外に、 特 別 の場合の こと や 、 又品 ｉｕ かな 型 ｾＮｩ などが、

猶員長 山ある や うですが、省略します 。

要するに
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1  牧戴品を不趨首 なる調度 とi々 、度 と車!日商 とから遮断すること口

2  良質の室祭 主 ｾｨｬｩ 内に 特封 してから 後は慢 りに外 気を流通 せし めぬ事。

3 .  J 年中を通じ、叉 1 日中を通 じて 、温度と線、度との最高最低需を1:1¥* る fごけノl、きくす

ること。

此 三大 ｮｴｾ 目から、磁 の術 迅 Ｔ 法も、 牧蹴 品 の 格納 設備 もＮ勝 叉蹴の 管理法もＮ総てが 皆楽

じ営まれるのでみります。

第 5節 建 具 と 格 納 設 備

磁の建具と申せば、戸口と窓、の防 火原¥e. 硝子戸硝子障子 と鋼戸鋼障子とであります。

防火罪は 、火災時の防火ト平時の防主主と に備ふる 1誌の ものですから、丈夫な . そして

耐火構迭のもの でなり れでなりません U 尤も 離が防火構造程良二に留まるも の な ら ば 扉 も

之に準するもので良いわ りです。

硝子戸 、 及硝子障子は 、 防火扉が開げら れて 居る 間Ｎ身ｾ以て内外昼 気の越街 ｛と 戸締り

とに任す' るも の、時には、夜間防火扉の閉鎖が忘れられたとい ふやうな極め て備な場合に

は、本務以外の防火任務診も引受けなればな らぬものですから. 共構造は鎖筏調入荷子に

して置くことが必要で す。硝子を鋼入の ものにして置くことは、火 災の時、消火ポ ンフ・の

水柱に破 られない要心からです。

銅戸及鋼障子は 、外気が . 温度、潟、良三共に、性質良好であって. 防火扉 も硝子戸も、硝

子陣干ー もＮ 一切開放 して ｾ ｗ 支の ない時、若〈ぱ開放を必要とする時に、 盛桟やノ ｪ 、虫類 の械

の 中八はいることを防がんがｾに用 立 つも の であります ｃ 即ち、械のり ｾｩ ，ｾ｜の時が一蒋役に

立つ時で す。従っ て、これは硝子戸や硝子附+ ほど 、丈夫なものには及びません。防火性

の虫f 1 きは全然不必要で す。即 ち棲は木製でも構ひませんが . 日佐格子の荒 さに 一寸としに防

盗の用意fごりは忘れてはなりません。尤も、種類の多 い銅の中には随分丈夫なの もあり ま

すから、枠への取付法に注意 さへすれば、 i協子を要さないものもあります。

猶. w や障子 に腕1して積 k の事柄があ りますが、冗々 しt なりますから、簡単に之を要

約して第三表としておきまし1: 。

きて. : J ; : に一つ何とか始末をつ り られな りればな らぬ事 が取り 越 されましに J それは、

前邸内作 りの僚で 、禁物呼ぱはりをして置いた . 高qFJ 政: の材料、即ち、 金属 、モルタル、

硝子、等が建具構成の材料中に用ひられて居 ることです 。 これを何とか始末づけ なくては

折角彼れこれと苦心をして照 る牧披1弘の保存効果、とりも直さす¥蔵の能度慣値を低めて

了ふことに なりま す。仇て下に、そ の始末方法の一 、二例を述べて見ませう 。

フレー ム 7 ーキトレーザ

先づ金属の部分ですが. 詳しくいへば、窓、戸口の枠や額橡; 若しくば幣軸、或は .

" ヤタ ー ボ ヲ タ Y

E予ーや附子の桟、権 、羽目 板 、或は防火を上シヤターの捲込箱 、等の間内に面した表面の部

分であります。此等 は大低餓材を用ひてありますから先づ之 に錆 ll:-.ペ ンキ塗 をなし. 共上

3 7  V. I J  



第 表

建 付

週 前 な る

順イ、i: 建 具 名 郡 併話i m嬰 世IJ
主Ig

書トより

開 閉 の 仕 方

二重;符作り 、

片目|久は爾' : 11

俄 尻、

防熱ZJt 物

合ト 片BiJ 、又は 利子戸を飲〈場合 Yこは開き戸 l土

クト雨倒 不通官I なり 、何 とな れば 、捌閉

表銭飯 、袈 ヲ の都度 、F空気を 煽りて 、外気を

戸 袈 l当 磁 界 スモル{ 7 Ｏｾ 漆 同
今 t w内に誘致するを以てなり

日食

銭筋コｾ ｾ＠ 1m 

表事 ｅ 共モノｾ {7 

同 _t  

リート ノL 漆日食

I  !滋
主主 戸

fを込シャツ 9 人 7J 捲上げ 、

- ffo り 自1f I . 降下

片号|又 は爾引 牛n引とは 、戸口の牛分を硝子
2  子 戸 銭授銅入硝子

口

又は引諮 ひ 戸、残 る牛分を 鋼戸とな L 得る

鍛桟( 又は 木

ゃ う !Ii'j 子戸 2 枚( 引法ひ〕と銅戸

3  
| 銅

戸 梼 Vこで も〉合

j十引叉は牛片 l枚( 利子戸主同寸法〉とを 、2 本

剣張

又{ エ3 本1Ji j !J.jせ居 に建付 くるもの

ｾ ｡＠ 1ft 

戸口のものに 外片lJ ij スは外
窓の| め火日は I硝子障子を [*1めた

同じ 雨聞き
るま ' di ' 内よ り操作of J 閉し作 る

J'こ手l' ざれば 、卒時に ('1外気の 、火

災時 には煙又は熱気の 、l市内lケ

袈自 在 ｾ ｊ 兄 同 同 侵入する恐あり 、而して 、外倒防

火戸￡Ｚ ｗ 内より操作開閉 ｌｾｾｬ る

織協コ γ タ t1

援ほの工作 は1mる奈事! { ; の事に j蕩

同 同 上
す 、 イ ｉｾ て窓に は外 関ｼ防火 日 をｾ

リ ー ト

け、j @ヒ犯1戸とするを司しとす

窓

餓 ハーよJ・ιl  戸 同 _I::  

人 7J 捲 上

自 主 降 下

2  硝 子 附 子 同 上 揚 げ 下 げ

3  鋼 ｉＧｉｾ＠ 子 問

窓の_I -，中郊に

11 め殺 し

を 、 テ レピ ン と 亜 鉛 筆 を ウ ン と 利 か せ た 肉 厚 の 艶 消 塗 に 仕上 げ て 了 ひ ま す 。 障 子 の 伎 や

蝶 呑 金 物 、 締 り 金 物 な ど の*r日い 、小 い 、若 〈 ば 狭 い 部 分 は 、 そ れ に げ で 出 来 上 り 手 離 れ と

します。残る 扉 権 、 同 羽 目 板 、額 縁 、幣車Ih、 シ ヤ タ ー ボ ッ ク ス の 茸 な ど 、少 し聞 い 表 l面 積

キ 11'

ｾ持つ商には更に経師職 の手 をか けて 、袋張、上張と 、 和紙Ｈ生紙Ｉで貼り被せをさせま

す = 上張は木綿地叉は麻布でも良しいの

次にモルタJ l . 部分です。これは防火扉の表を鎖阪で、裏をラス ・モルタルで構浩したも

の 、 或 は 鉱 筋 コ ン ク リート 越の扉の内面などがそれです。 これは前 1:11の 表 にも 一 寸一例 を

記入して置きまし? こやうに、漆喰塗仕上とするこ とで す 。 此 場 合 漆 喰 は 、之 以 ヒ 安 直 な 会

VI I ' 38 

プ? ベスト

りは出来ぬと し、ふ安漆喰が良しい。安物がi確ならば 、粛に石キ:il r t ' うんと津山 入 れ て塗り十|て

上 げ る と 納 良 し い 。 要 は 、 少 々 7k をかけて見ても、直ぐに浸みて、市i ( l 1こりし きも 見 へ ぬ

といふ稗に吸*1置の多い軟質の漆喰塗が紫まし いのです。

最 後 に 残 る の は 晴 子の 問 内に面する 表面{ の始 Jくです。般の窓の こと で す か ら 山 内 か ら 外

の見え る必要 もあ りません o それ故 硝 子 に 、少 し厚 手 の 和 慨 をu山付げ ることが良 法です 。

糊 は 極 々 弱 い の を 用 ひ な い と 、折 角 の 和 紙 の 吸Iktt を 殺 して し まひま す か ら注意 を要 しま



す。此の紙! ，I; りは同時に叉附内へ舟l入する日光を遮る役目をもして央れます。

建具に| 制しては大開右を以て共要企つ〈したかと思ひます。以下格納設備に就て少し〈

支jj; べ ませう。

さて格納設備には 、牧蹴せら れる品物 一つ一つの直接包装と、包装せら れに品物を、 容

れ? こ' > . 載せ fこり 、架けたり 、釣 るしたり 、などする諸施設 とのこつがあります口そして

此等包装と施設との二者は牧離せ られる品物の材質 、形!I氏、種 別、 大小、 i!1<li貫等の相違ーす

るに悠じて. 之に使用する材料 と方法も亦夫 k 相 違ーするので あ りますが、愛には昂ーに品物

保存の上に肝要と思は れる使用材料のこ とTごりに就いて述 べること〉します。

先づ材料がどんなことに使用されるかの用途を禦げて見ますと 、包装としては被覆、包

折 柔 ら五fi 園、柔ら詩、 等 、施設 としては、岡、箱、事. 架、棚. 衣桁、 等 であります。

これ等 には普通、諸置の紙、綿. 14品、絹、木質、金属、硝子、 等の材料が使rlj されて居り

ます。紙、キ ｩｩ［ 、 腕 、絹、木質、 等 ｬ こ懸念される鈷は、細 菌の ｾｦ ・ ｩ 着 と か 稜育とかでありまし

て、これ等 の 懸念は、 ｉ 時 ｫ 殺 ｗ ， ｪ 消毒ｾし＿こり 、 叉は相官 ［期 間 ｊ ｉＡ ｬ 商 ｩ ｬ た 態を持続する橡防法を

施こし 1= り割合手軒 に出来る方法に依 て解決 し得る のですが、 金属と硝子とに在つては共

懸念される結が少 k 注ひます。即も それは j#!; 気の露中山、俗 lこいふ汗かきの心配でありまし

て、既に内作り遺作の僚や 、建具の{際等 に於 て述べ fこ通りで あ ります。乃で、金属の方は

建具の場 合に施こした と同様の方法で之を始末づけるこ とが出来 るには 出来ますが、それ

よりも更に上 乗 なのは 、 Ｎｴ ｾｉＮ ろ最初から金属類を用ひないことです。是が非でも防火の上か

ら、 金属でなげればなら ぬといふ建具 とは事ちがひ 、架とかWJl とかし、ふものは、何も織や

ス ミ λ

民餓に限つ 1: 事 はない のです D 畢党、和11身で丈夫で而も場所を取 らぬと いふ利便から 出1:

こと なの ですか ら、IP1物保存といふ大局見地からは 第二義的のも のです。少 k ブ トウで、

鈍で、場所塞ぎとなるは売れませんが 、矢張り木質、それも成るべ し 杉 、縦 、格、栂、

相、槍のやうな祭孔に 富んにij吹か L、材 を用うるのが本意で あ ります。と ころが硝 子に至つ

ては一寸始末 に困ります。元と元主矧 とか棚 の中の品物や、額 仕立 に しに絡や裂地 などが

外か ら 見へゃうと い ふ 趣向なのですから 、 窓、硝子の時のやうに 、無 造作に紙ｾｬＡ占っ て 済 ま

せるわりには往きません。 乃で何か硝子に f¥: るものはと考へて見ますと 、先づ不燃性セル

ロイ ド ( 耐酸エステルのセルロ イ ド〉 より外仕方ありません。セルロイドは気孔がな 〈て

評; 度の高い勤 、裕子と五十歩百歩のやうですが 、都合の良 いこと には 、硝子よりは遥か に

l享きの薄い、定LEのやうなのが得られますから 、硝子 に代用しに場合、常に宰策の温度 に、

わりな〈同化さ れて、 E幹事J; 作用を起す心配が殆ど あ りません。唯紋黙とするところは、我

す Ｑ ｉ ではま ＱｾＧ 製 ｩｩＡ［ さ れ争、 ｅ つ非常に高 慣 な こと〉、 ペ コツキがｩＱｬｚ ＱｾＧ し〈て、 商力 ［ｭＮ ｩ ， るく、

従って透明度の劣ることです。素より 展観室とは違って、絡納専務の磁の中の ことですか

ら. ノレ k 見え惑い位は. 品物保存の篤とならば 、/e. ばねばなりませんが、値の高慣 なのは

閤り ものです o

3 9  v 川
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之に就て思ひ令はされるのは圃書簡の書庫内の諸設備であります。間内の仕上遺作から

建具、 書棚、書箱、 リフトの装置等に至る まで、総て蹴の間l内に 於げる よりもそれ以上の

用意が必要であります。といふのは、識と遣って奇聞は、日. k l:ifJ か ら夜まで 、年中、 扉を

開閉して人の出入するといふことが、 主主Ji i( 自開の本分 となって居まして、此本分に封 して

は寸分も制 ｉ限 ｬ民 ｈ を＿カ刻加 ｊｉ れへるわけに往かな ｌ 、ゆ力か〉らであります。震際闘苦臼倒 ｾｩ の最も繁昌する時は、

書

置か れ る1矯詩に、温度と 1熱気を帯び?こ空気は自 IJ- Iに:古川 Iの各階へ禰視 し、適所に 泊材を見付

けて或は露結し、或は吸l放されるのです。それ故書tl&{ e 本首に大事と思ひ、本首に保有ーせ

んとならば、i f l - に間内の造作や建具や書棚j 書: Hi等に立を用うる -r: けに止らす' . ill んで音w

の人工換気並に乾燥装置を設備することが必要で有ます。

害防 と能〈似たものに費物展 ｉｭｾ 主があ ります 。 Ｓ 宝物制球列して裁 庶の Ａ日開 に刊 ｬ ‘する＿こ め

費殺に附随せしめる建物で、各地にある枇寺買物館の建坪の大部分を lli めて居る建物がそ

れであります 。年中朝からタまで人の出入する駄に 於て書聞と問機ですが 、出入りする人

敢に至つては大泣ひです。即ち 書J i J [ の方は幽書館、職員 と、及ぴ書J !Hへの白山出入を許され

た特別待遇の人 t の少人数に限られて居るに反して、展11:虫室の方は一般大裁を封照 として

居るのです 謂は Y 聞書館で闘奮闘究者か霊〈害J i li へ出入するといつに貌です。此黙貨物

保存のにめには大苦手であります。但し展観室の方には叉一つの問、味もあります。それは

質物を時 k 誼営な時期に 1¥点列接する事の向来るといふ事です。即ち摂i問時期と舵燥時期ど

に感じて、夫々夫ｾｾ支へ の ない適切 ｊ 1j . 笠物を交 k 展観室へ出1iJ1とする のであります。此手数が

不断 ｊｅ 、資に且 つ 思 ｊ［ ，ｾＯ 架〈附行される のでなけ れば、大切な枇 寺の貨 物は 段 ｫ 傷むばかりと

想、はねばな りません 。誠に心配なことです。

筋力: チト本題から速さ' かるかも知れま ぜんが、 社寺貨物の展観と し、ふことに釘して私は

橡て次のやうな考へを持って居ます。

一種世寺 の1宝物といふも のは 、御肥りして ある祭前11
1
叉は本得 に直接深い81梢ーを持つ停来

品であると か、若しくは、崇敬信仰 の上に顛しい事跡を物語る 山紺品であるとかに限 られ

て居る べ きは ｆｉｾ すまでも あ りません。乃で祉寺では、 或は決大なる祭制 ｬ の 御弛 ｦ 惑を瀬弘し

て錠. k $ 本反始の美風を奨め 、或は三j古無主主の功徳を{貝過して摘が上にも信仰の念を j厄ね

から しめんが然 、此等教 k の由緒品を氏子や信徒共他一般の参拝人参詣者 lこ奔翻せ しめる

のであって、決して古賀物の美術的に優秀なる事や、歴史的に考競憤値の勝れて居る事な

どをff : R賞せ しめ るのが趣旨目的ではあり ません。そんな事は副底的第二義の事柄でありま

す。愛が肝心な所で 、世の普通の教育博物館や古美術陳列館など〉一概に日を同ふして語

り得ぬ賄でありま す。それ故私は斯う考へ1:: し、のです o J社寺は此の大切な使命を持つ r11梢

賀物品 を 保存して往〈につけて、先以て之を格納するに遁蛍な臓と、之を曝ＨＩｾＨするに誼首

な曝涼室 とを建設 します 、そして遁時に泊品を撰搾して識から之を曝涼室 へ出し 、或る期



間 ｕｪｾￌｊｘ を行ひます、此 ｵ 恭泌を行ふ機舎に 於 て、参拝人や参詰者に之を拝観せしめ以て然

利1の御徳をf忠ばしめ、 或は俳法信仰の念を噌さしめる のである。とかう考へ? こい のです。

否考へ る ば か り で な し 斯 〈 質 行 し fこし、 のです ーそれには曝涼室は只の曝0;( 専門の建物で

は不使ですから、品物が程良〈陳列出来 て、衆人 の奔観が都合よ〈行はれるやうに建築構

造し、且つ設備する必要が起って来るのであります。従って此王ill 悠から云ひますし梅ドIJ

時期より秋の彼岸過ぎ頃まで の期間は恐らく 或 る種の金物や瀬戸物や硲子器の類が離から

/1¥しでも良い〈らいのも ので、其他の品物に H暴涼の出来るも のはーっとして無いのですか

ら、壷〈これを蹴へ牧ひ込み、 そして此の 5 ヶ月程の期間は、曝涼室即ち陳列館は金然宰

家同様にして置〈ことが首然の品-置であるといふことになるのであります。素より枇寺の

買物必十しも絶封唯一の品物ばかりとも限りますまし、。中には随分かりがへのある品物や

或は誤 って貨物の中へ紛れ込んで居る品物もありませうし、或は叉草なる美術工襲品とか

古文書: の謂はゆる有難い体来「日! なども数々あることでせうし、叉一面には祉寺の維持経営

上の都合 といふ やう なこともめるでせうから、無論一概には律し難いことですが、唯右の

:flU:怨fごけは、i j tl : 苛の人々 の頭に置いて戴き fこいこと〉思ふのであります。

京 都 美 術 館 ・西 玄 胸 詳 細

4 :1 VI I I  
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正

ノ色、

足 院 v乙 就

t=l  

R云]

て

橋 条 治

ｊｅ 倉院を 美 術館と見倣すの は 如何かと恩 はる ｾｬｉｬｴ があるが然 し 著書術品の依存と民籾とを美術館

の 目的とすれば 、此 の御倉 は古毒事術品の保存を第一義とせる 特 殊な美術館と考へら れな い とと

もない ので 、本 特 l持続に入れるととに し遁 常の方に 執 需を願」、計主主であった 所、種々 の都合で

絢斡挽任者が自身で頁をｾ がなけ ればな ら ぬととになった。筆 者 は ｉｅｴ￬ Ａ 位に 闘 し 特別 に 研究 し

た者ではないが幸ひ婆代 に合ひ i，C恩を差是 む h 何等資材? なきに 、 此 の 5 年来年 々iこ、御怠 御物

界 淑 を 許 された 絡 しさ に、簡単な正倉院の紹介を書〈 ζ と L する e 記事に は御物 にl鋼れ ずに 正

倉院の校倉建築を主とする 。

奈良の東大寺の大仰殿 の 西北、 ｬ 品 目 堂の 礎石 Ｃ ｾ ， ｽ､ こる 松 原 の後 ろに垣を也ぐらし ー に 淳 ｬｩ があ

り中に雄大な一宇のながある 、これが今設かう とする正倉院である。

これは元来東大寺の寺賀を保存する倉庫で東大寺創建営時 に建てられにも の と信ぜら れてゐ

る。

天卒勝賞八年輩武天皇崩御七々忌日及其後の忌日 に嘗 仁 そ の 追 善 に 寺 に 入 れ併に 奉る潟光

明皇后自ら 、此等は皆先干w翫弄の珍、内司1ft: : !疑の物で あっ て鴨昔を? 迫感 して、燭目 崩憾 と宜は

れた品々 、或は有縁の病苦に用ひ高病悉〈 除 き. 千苦皆救ひ て民をして天誇を全 うせしむとて



の御悌料、或は妾の珍財此れに過ぎ

7こるはなしと云はれし品、此等を中

心として、更に東大苛- 大惨# 肢の iJl ，誌

や儀式に用ひられ調度類‘ 品別にし

家具、衣冠、何1飾、遊戯、舞然、俳

具 、武器、農兵等の種目を含みその

数三千 と併せられ、而も各れも 天 卒

盛時 になりし絢湖眠ｾ Ｎ￤ｓＺふ も の 、加 ｩ

ふるに多数のものがその施入自主主に

一致せる由緒正しき貴重な遺品 . こ

れ等が千百幾有三、合より出て師らぎ

るも の、3俸制せられしもの 、或は主任 正 倉 ♂|位 西 北 問

難に合ひしもの等のことはあれど、大多数のものが共値完全にこの正倉院の校倉に保存されて

来? このである。

この倉には幼封と制封とがあっ7二、勅封とは勅筆の御名t ' 著し? こ紙にて扉鎗を封され. 開聞

に Ｍｫ ｾ ｩＩ ｊ 許を要し、勅使を＿ 一 差遣はさ れる、綱封とは寺の上 庫、寺主 、都維那 の三 ＪＱＴ がその開閉

を掌る ものである、正倉院の御倉は後に述べる通り南中北の三つの倉が一棟 となってゐて以前j

は北中の二倉は肋封、南倉は制封であっ? 二、今は三 倉共勅封である。

重量Tこるー木造のながこの千年を越ゆる星霜の問、兵火は居間近き I巨大寺. 輿幅寺を携し 、fこ、

時には雷火の危さへあったが、能〈それ等の危険に耐へ得 fこことはーにその内容の貴重さとそ

の勅封とに依 るも ので 、濁り 寓世一系の皇室主? 戴〈我閣に於てのみあり得べきませき事である。

正倉院の御念は j好調校合造りであって、三角形の木材. 即ら校本t ' 井抱に積み重ねて壁憶を

構成してゐる。この構法は木材の豊富な地方では自然にその張主主力 t想像されるのである。出の

床高きは吾園上代の創造にか』るものである ペ し こ れ等が融合してこ〉に奈良時代の完備せ

る校合法りまで進歩しにものである 、こ の高き j永とこの壁悼とは禍共に1M策 を防ぎ虫筈鼠苦手を

除事 、カHふるに奈良なる特に悪まれた乾燥地にあっ? ここともその好僚件のーである 。

校 ＺＨ ￬ は北介 ｾ￞ ｩＺ南 ｦｲ の三Ｚｦ ｲ より成り立ち北 ｩ［ と南 Ｚ ｦＺＭ とは 校合迭で中倉は Ｉ 享板をその聞 に ｩ 保め
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にものであ る。桁行 18間絵、梁間 5

間飴. 車居毘絞寄棟建本瓦立で東商

し、南北に三合連結し? こー椋である 。

床は桁行各合共三間宛に陪l形の樹柱

で支へ 9 Ｉｾ科 の高であ る。

判: は校木の最上端 と同高に梁材営

住主J に架けをの端を外に延ばし. そ

の上に舟 Ｉ｝ｾｊ 木を載せて丸桁を受けて

ゐる、 qfl: は二タ軒繁挫である。各念

毎に入口を付し内閉さ二枚の板戸営

附しである、内部は三居となってゐ

る。天井 はな〈、 以前は和小Li 組で

あっ fこが大正 2 年の修理に際して洋

風の小屋組に改められにのは掛かに

謹憾を感じる。

三合の建築年代に闘しては 、昔は

艶なと呼ばれ南北附なのみ力 ; Zl j k に

建てられ、後に中間で連結して中倉

密造つにと信ぜられてゐ 7こが、近時

闘町' 博士は 、礎石が-- t*である、床

下の主t筋力:一致する 、床下位の径が

阿告一致する、木材のがf古一致で‘ ある

等の理性l により 三舎共同時に建築せ

られたものであると の訟 を出されて

ゐる。

正倉院の校倉は千百有年の遺物と

しても貴重なものである、特にその

内に離せらる〉物は人類の歪貨であ

る。幸ひ今迄天献によ っ て完全に傍

へ られて来? こがこれを如何にして後

世に逃こすかは首代の人々 は苗時の

人 k に感謝 すると I"j時に その義務で

あると信す・る。今や凶回の諸物は取

り初1¥はれ . 火祭{ f 1先じ他を幼i る等諸

種の保設施設が主主され7ことは し、へ木

造の建物であ る、 火災、盗難等絶封

の安全を仇縫 し難な いので ある 。



建築の形式・徳川美術館の形式に就て

城 戸 久

1  

尾張徳川美術航は奮尾張務主徳川護観! 実力: 体来の古美術品を肢 〈一般に公開せんが鈴企

てられ t- 小美術館である。昭和 6 年末此れが意匠を懸賞募集 に附し、 二三知名 の建築家の

森脊ーにより摂 7 年 1 月此れが首選案を決定 し、 1 等営選者伶野時平君の案により. 吉本興

志雄氏の質施設計に依って、昭和 8 年 1 月工を起し 6 月を以って竣工の議定である、 と聞

旬、て居る。

営選園案は懸賞募集の依件「屑聞の欣況に調和するもの」に漠然 e Jti IJ 約されTこものか、

所謂日本趣味の浪厚なもの で、な ほ賓施案は営選案を少なから す改重きして居る。

建物は中央に大陳列室を設りこれを中心として背後に ;J 、陳列室ご: f t ' と札事務館f t ' 左に

更に別棟として倉庫を? とり、大陳列室を入母屋屋根、倉庫、玄関車寄を切妻屋根、事務何

を陸屋根 とし瀬戸 産濃緑色築掛日本瓦を葺き 、壁骨警は白色モルグル塗、腰伊豆石筒L石積.

其の他細部に黄色テラカツタを使用して居る。採光方法は大陳列室は側高光線. ;J 、陳列室

は側光線を採用し. 構造は無論鍛骨銭筋混凝土構造である。

1 例の建築物が何等かの形式を持って現主主に表はれるまでには、それ相嘗の例人的な111lJ

約を受りて出現することは勿論である。従ってそれに第三者が批判を下すことは営事者に

とって甚t: 迷惑な事であるかも知れない。然し我 k の問題は. 常に 1 例の建築物が如何で

なりればならないかと云ふことではな〈して、歴史的稜展の一定の時代に於て、まに一定

の具鰐的歴史的僚件に於て如何なるものとなり得るかと云ふことにある以上、 1 {I司の枇合

的存在としての建築物を組上に乗せて、此れを少〈とも客観的な立場から検討して見るこ

とも許されやう。筆者は今輿へられ? こる課題の下 にこの一小美術館を一つのプロットとす

べき曲線とし、私見の一端を開陳し、これを展開して行かうと思ふ。

2  

問題は認では形式と内容の問題となる。重芸術の一般に於て最近多〈論議されて居ると共

に、ま t=論議されTこ多〈の問題の中こ の問題程重要な 問題はなからう。事術としての建築

を問題とするとき蛍然此底にもこの問題が残 されて居る c 建築の内容とは 、要約すれば I

佃の建築が出現するに到ったありと あらゆる枇合的要求 、換言すれば建築の機能といふこ

とに童きる。従って今の場合に於りる現代美術館の内容は 、iji なるイ1M人的住宅として叉生

産工場としての内等ではあり得ない。それは過去若〈は現代の美術i品を蒐集、分類保存し、

4 5  v m 
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E つ一般民家に研究鑑賞せじめ. 過去及び現代文化の進展の過程を考察せしめ、ひいては

未来への文化建設の道程を察知せしめると いふ、重大なる社合的使命を現代といふ一定の

歴史的過程の中にあって帯びて居ると 言はねばならぬ。そ してこの内存は形式化の素材並

びに 手段 として、 建築技術に堅間なる構造 と蒐集品の令迎! 的な陳列方法と、それに謝する

合理的な採光方法 とを要求し、現代工事の進歩は前者に餓筋混凝土構造方法 と優秀なる新

材料 とを輿へ、 後者には諸障の科接的デ ータを興へて居る。

美術館は如 向なる 様式を以って形式化されねばならぬかは今では問題となり得なし 、。只

問題は現代と云ふ枇合的機構の内にあっ て建築の内容を如何に形式化するかにあり、線、て

の建築家はその形式化の34材 として あれや これやの自然科・型，や枇曾科皐に通じ仁科墜者ーと

しての働きを持って居る o ｲｾＧ が建築 家は絶慌 に 科身耳者であり得なく叉な ー り得ないのは、こ

の内容の表現Tこる形式化の過程に於て 、即 ち形式化の素材 fこる自然科書具の態用構成 に於て .

自然科撃を超えにる白山猫自の立場に置かれ て居るからであり 、それが同時に事術として

の建築 となり得る特殊的方法を生成する。 r: が建築はこの特殊方法のみにより建築となり

得 る の で な し 建築の本質はその内容 にあり 、内容があっ てそこ iこ形式化の過棋 に於り る

特殊的方法が要求せら れ、 そこから整術 として の建築が生成せられ る，従って内容と形エ1

は二元的に相互に 官余裕を帯びr: モメン トの合成や或ひは単なる機拙的な結合であってはな

らな〈 、こ の二つは一つの統一しに型の中に於て 、互に制約し合ひ闘聯する合成の淑態に

於て鰐出さるべきである。重芸術としての建築を論議するとき 、営然忘れられない美の川題

もこの統ーされに型の中に於て初めて知ることが出来、 従っ て草に建築の形式のみを以て

建築の美を論じ1: 過去の論議は恐ら〈認では問題となり得ない。

我 k が現代といふ隠史的過程の中にあって、現代建築の美を考察するとき、単に恰好と

か色彩とかの表現の美のみでなし更に大なる ｾｊ 利 の美や構 造とか設備の完成され Ｗ こ 主主に

於りる組織の美を稜見することが出来る。そして前者は奥へられにる建築の形式に依り、

後二者はその内容により生成されたもので 、建築に 於り るこ者が完全に統ーされ〉ぱきる

〉程ぞこにより偉大なる美をｾ［ｉｬることが出来る。

3  

斯〈の如き視結に立ってこの美術館の形式そ観るとき、我々 は其庭に内容と形式の矛盾

の妖態を如何ほど多〈稜見することが出来る ?ご らうか ?

美術館 として の内容を形式化せる結果として. 何故この美術館がか〉る形式の下に生れ

ねばなら なかっTこか。それは蛍然懸賞募集規定にある「本建築僕式ハ周間ノ環境= 調和ス

ヘキ コト 」の僚件である 然し蕗では別段 「日本趣味」 とも 「東洋趣味J e も明記されて

府なかっ? こか色 、彼の干i' i 室内物館や京都美術館 の場令の釘I < では あ り得ないo 輿へら れに

僚件によれば周囲の環境と調和すべ きであればよし、。然るに事賓は既往の懸賞競技 に依る

美術開とほとんど同ーの形式を持つにことは、恐 ら 〈漠然としに概念から、叉漠然とした



制: 合-i 伏勢から漠然主形式化された結果であって、 w八られ1: 僚件を客観的な立壌から検討

の成果fごとは考へられない。興へられに周閣の環境といふ言葉を、作者は翠に素朴なる思

索に依り只問聞の景槻といふ責n< 考へ? こかも釘lれない。何故なら本美術1 m. は奮徳川邸の大

書院とその際大な 日本式庭園に接近 して居 る。 fごが又一方現代社舎に活 k e呼吸しっ、あ

る紳士住宅街にも接して居る。事資本美術館を訪れるならば、その正門が大書院や庭園に

何等無闘係に雑然? こる 住宅街 に設け られ て居ることに幣〈で あらう。若 しも周囲の環境と

云ふことを皐に甚 Ｑｾ 狭量に周園の景観主解鐸する ことが 許されるとして も、この鈷から敢

えて日本建築様式の踏裂が周固の景観と調和して居るとは言ひ得ない。

然しながら建築の形式はは? こして周閣の景観に意識的に調仰させる必要があらうか、古

代より現代に到るまで日本の山水の持つ景観には恐ら〈質化はあり得なかっ fこであらう。

若しも過去の建築が意識的に周囲の景闘に調和さるべ〈建築されにもの Tよらば古代よ り現

代に於げる組、ての建築はほとんど同ーの形式であるべきである。然るに建築は事賓寺院に

於て耐'11i i d : に於て域郭に於てまに住宅に於て匪史的過程に )1慎舷して種々鑓化して来て居る o

法隆寺も名古屋城もは 1: まに現代産業建築ふ寺院として城郭として生産建築として各内

容の下に各社合妖勢の下に調自に形式化され1: 必然の形式なのである。従って建築は決し

て問問の景観に意識的 に調和さ るべき必要は豪もあり得ない。若しも法隆寺や名古屋妓に

於て周囲の景観に調和されて居るならば. それは此等の内容の合理的な形式化が必然的に

周聞の景観を形成決定し? こ結果であり、現代産業建築は現代都市の景観を必然的に嬰草し

て居るのである。建築は意識的に周囲の景観に調和される べき でなし建築が景観ぞ形成

するのである。過去より現代に 至るま でその使用目 附 に依る幾多 の建築に就てーの場合に

型11.解され他の場合に理解きれない主いふ盟論は成立しない。今は単にこの美術館の問題で

あるが、落で我 k は「周間の環境」といふことを、狭量に周囲の景視と理解することの如

何に馬鹿策て居るかを知るであらう。

我 ｫ が現 ｦｾｬ する建築の調和せなりればならぬ周囲の環境は、その建築が建築せられんと

する隠史的過程の 、或る一定の ポイントに於ける枇合欣勢であり、叉或 る一定の場所に於

りる気候的地勢的t条件でなりればならなし、。従ってこの美術館の調和せなりればならぬ周

問の環境は、ーは現代といふ歴史的過程の 1 ポイントーー資本主義経済制組社舎一ーに於

りる J社合的経済的僚件であり、それは民衆の啓裁を目的とする枇合的施設としての建築で

あり‘ 矯に開放的な自由主義と美術品の蒐集保仔に闘する経済主義となって具象化せられ、

他は建築 されんとする日 本の. 叉その都市の気候双ぴ地勢的保件で 、それは保f子に附する

i感度、採光に官目する日 )!H等になって規定される。そして此等は同時にその内容となり形式

化の基準を決定する。従って問園 の環境 とは必然的にその内容となり得るものであり、本

質的に何れの場合何れの建築に於ても調和されるべきであり特に悲に別箇の問題の如〈考

へではならない。
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認に於て明か に我々はこの美

術部が過去の 日本建築様式を踏

襲す ることに より 、形式化され

にことを競技設計の場合の興へ

られ?こ[廃刊二「周固ノ環境= 調和l

スヘキコ ト」を満足せしめる Tこ

めの必然的結果fごとは言ひ得する

只! f l - なる折衷主義若し〈は形式

主義の{何人的な漠然としに概念

からの形式化の結果であり 、民

の現代美術館の形式ではあり得

ないと 言ひ得る。

4  

一般的に折衷主義や形式主義にあっては内科の形式化の過程に於てしばしば内容と矛盾

の! ! k態 にある多〈の非功利的 1j . 建築上のモチ ーフを必要として居る。 この美術館の場合に

於ても 、其等の建築上のモチ ーフの鴛に如何に多 〈本質 fこる機能力2相殺さ れて居るかを如l

ることが1+' ，来る。

我 k は蛮にその内より一つの例を? とり上げて見ゃう 。

本美術館で採用されに陳列方法は、中央に| 涼列箱: t ' 世主問問の凹所に 回定的陳列窓: t ' 附

する 方法で 、陳列町績を繍大せしU る馳から小美術怖で、はlトーむを得ない方法である 。 この

陳列方法に劃する採光上の線本ｻ削牛は要するに問 定 ｼ陳列窓の走大なガラス曲｛に観者の ［［ｾ￭ 放

を生せ ずしめ ないこと、及び中央・に世かるべきｼ波ヂ ｉ ｊｾ ｾ Ｇｪに充分なる透過光線金供給することで

ある。問問の陣列窓ガラスに影像を生ぜしめない原則は、陳列窓内の明るさを観者の立て

る位置よりも明る〈することにあり、そ の駄に於て問問の IJ !l J高光線と全然別例の光線を隙

列窓上部より採れるこ の 方 法 ( 附憧l参 ! 1 のは適切な方法であ る。 然 るに事直はこの光紘は

立市 ｛を構成して居る 重厚な壁ｾｊＮ勾憾 ［ ｊ ( i l 1際は Ir'l 等生J 俄lの役割 をは? こして 居な い) の矯に妨

害さ れ 甚 ｴｾ Ｇ 貧弱なものとなり、 ｗＮｊ 壁 の 側高光線を受りる Ｑ 問者の位置の 方 が、 こ の 別 イ Ａｉ ，Ａの光

線を受ける陳列窓よ り明るい結巣となりガラス商に反射を生じて居る。従って この反射を

なくする 震に封壁の川高光鵠を制節して 、観者 の位置を この貧 弱に された別 ｩＡｾＡ 光線に依 る

窓内より ｉ 倍〈する必要がある。幸にしてこの窓には ｬ ゲラ リ式 光級制節板を持って ｊｾｊ るが 、

これ が隔側壁に於て行はれる必要があるから、結局この側高窓はたえす・そのガラリ窓を閉

鎖さ れて居 らねばならぬあってなきが如き{ 政 口に陥る c 争点らば中央に置かるべ き陳列箱は

営然その光線に不足を感ぜぎるを得なし 、。 筆者は この位以列箱が所謂行燈型のもの か、市i き

型のものか知るを得ないが、何れにしても充分なる哉)W: : t ' 得ら れないごと は明かであ る。
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計葺の最初 lこ於て や〉完全に近い探光方法を持ちながら、それが何等の役にもならない と

云ふこの豆大な献陥の原因はーに壁悼の勾欄そ雨壁商に陳列窓を有する美術館の採たとし

て倶1)高光線の 自由な投射角度を保持し得ない大屋まと にあると 云は ねばならぬ。又皐に梢

迭と云ふ思ｾからも壁間勾ｉｄｬ ｉ や大屋誌は 何 等必要のものでない。

折衷主義や形式主義が形式化の泊料Iこ於て、イII . l 人的意識か ら必要である此等多〈の非功

利的モチーフが建築の機能を斯〈の釘1< 相殺して居るに拘らす、なほも夫等の モチーフが

車に過去日本建築のそれとまrii 以して尻守るにめ. 限史的i泊料に於ける現代日本建築として{ 質

値ありとするならば 、それは 「建築は美的並に形式的な諸モメントを事術でめる といふこ

とh 建築は技術で あり工芸弊的構造と経済世: に物質的効用性の考慮 とをも っ fこ建設である

といふこと一即ち事術として の建築 t 技術としての建築一ーとのこつの原則的に異なつ

に原理が建築を形成する」 と考察 することで あ り、建築は内容と J l ht の統ー され? こ i邸側の

中にあって整備と してとり 上げる 我々には凡そ問題となり得ないで あらう。

5  

か〈言へば とて我々は過去の円本建築様式が現代 日本建築の形式化に就て何等の趨を も

供給しないと論断するものではなし、。何故なら我 k は客観的な立場にあって、過去の日本

建築様式を研究のます! ! ( ( t. するとき、現代の折衷主義若し〈は形式主義が徒らに内容 と何等

無関係に西洋の或ひは日本の建築隊 式の踏襲に陥って腐るに反し、内容と形式の一元的結

合を鷲見する こ とが出来るからである。そして過去日本の建築の多〈に形式化の過程Tこる

妻芸術的過程に於て内容は何等矛盾の ｊｉｾ におかれて居ないばかりかその結 Ａ共 ｔ こる 表現 され仁

美の問題一一格好構成重力表現色彩ーーに於てはるかに 完成された域が形成され て居る。

折衷主義が過去日本の建築を現代建築に再現を試みやうにするのは車にこの形式に表現さ

れに美のみに着目してその本質 fこる内容を忘却し1: 結巣である。従って若しも内容と 何等

無関係な折衷主義の立場から言へば恐らくこの美術館の形式の如 きは或る程度まで成功し

て居るかも 9:11れなし、。現に色彩と 云ふ重芸術的過程の一分野に於ては同じ立場にある 名古屋

市聴会の場合よりもはるかに完成 されて居ることは我 k にも認め得られる。然しながら原

則的 に内容を有しない形式のみの建築では絶悼にあ り得な い以上 . か〉る折衷主義のあら

ゆる努力は只水泡に蹄して失まふであらう。

そして叉「或る時代の特定の整備は何等かの賦に於てその時代以後に於て もかなり の普

通性を持つ」と いふこと叉或る場合には「それ以前の枇合的に特徴であっ1: 悲術の形式が

ふ? こ〉ぴ歓迎さ れる」といふことはあり得ることも我々は知ってj舌る o 1ごが歴史に於ける

各時代はそれより先行しに各時代より諸材料諸事 1') !1' をお足渡され 、先の時代は次の時代に到

してそ の生活諸僚件を規定し それに一定の殻展と一定の特殊的な性格を輿へては居るが 、

そこには 一定の構造に従って侮承し設展 し密化し消滅す ると ころの複雑な諸要素が存在し

それに依って奮来の諸事情は全〈改慶されて失って居るのである。それfごから建築の表現
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の美に 於ても 「我 k 現代人がな 1まも 過去の建築に美を感じる」と いふこと を草に挺史的保

件 を相殺 してそれを 人間の普遍的本性と いふ生物思的法['! IJに還元して説明す ることは IH米

ない u 此等の情緒 や感覚が形成せられ1: 瞬間に於て統にその直接性は'lQ失せられ 、其彪に

一定の方向を持つ枇舎的な翻念意識的形態が浸入せなげればならない。従ってこ の美術館

の場合の如〈 我 k が過去の日本建築に美を感じると し、 ふことを無隊件にと りあげて 、 その

内苓 と何等先制j係に 過去日本建築の表現美を現代建築形式化の基準 とす ること は との結か

ムも我々が過去の建築に美を! ' l : じゃう か感じまいかに拘は らする許さるべきでない。

我々が只過去建築を現代建築にとり上げ得る のは これ等のi立産を批判的 な再検討の線に

沿ふて現代建築科患のt条件の下に於て Y なげればならな い。現 代建築は少 〈と も日本と い

ふ一定の位置に建てられなりればならぬ 以上、過去日本建築に表現 されに結構の諸原則や

構成の必然性や比例の諸法則や色彩の配置法等は蛍然あらゆる方法舎 もってその 中の枇合

的地勢的合理性を把握しなげればならぬ のは勿論であるが . それは現代日本と 云ふ立場に

於て新建築技術や新建築材料や新構造法の諸原則と 一致するも のを有機的に我 k の もの と

することである 。菰に於てがj めて内容 と形式が統ー されに或る一つの型の下に於て現代 日

本の建築が形式化され、そしてそ の時現代 日本といふ雌史的過程の一定の時代に於て、 一

定の具鰭的歴史的僚件に於て、ま に一定の地勢的気候的t条件に於てそ の建築が完成される

であらう。

6  

我々は今典へられ? こるこの美術仰をプロッ トす べき一つの 曲線として それを展開しなが

ら建築の形式について粗維なが ら論述して楽に。? ごが形式も内容もそ の恨本を正せば絶鰭

的に普遍性の下に あるのでなく質に躍史的設展の諸膝1
L

t下にあって絶えす提出されつ〉 め

る問題であり、そ の解決の鍵はそ の限界内に あって具惜的に瑳見され、 その限界内に於 て

はじめ て重芸術と して の建築が形式化せ られ るのであるから 、問題は この美術仰が現代に 於

て如何にな り得る かに あっ た。 そして叉既に何等かの形式に於て I-P' 現 してし まった建築の

f賃値は この諸依件の下にあっ て、 形式 と内容のI 1Jjに如向にふj Eが多いか少し、か に依り規定

される のであるか ら、こ の美術館の矛盾の妹態を少し 〈展開して来? こに過ぎ ない。

只辰後に一言忘れて ならない のは 、我 k の立場は常に過去から の過程の結巣であり米企1<:

への出張鈷で ある 現代とい ふ時間的に一定の時にあり 、又 日本と し、 ふ地理的に一定の位置

にあり 、我 々は過去への田町iであり或は未来への展望にしろ常に この立場を一歩? こり とも

離れてはな らない事である 。若しも この立場を離れに時 その別論は徒 lこ自殺的な) u¥i Mi に陥

ってしまふであらうことを理解されるならば 、我 k の到! 論は「間際建築」三n蹴に香川三

郎氏の言はれに世n(  I非常時のj伏勢を帯び 仁王!I!.論」 でもな〈叉決して「阿)'1J でもな いこ

とを免1 1)得 られるであ らう。 ( 1934.  4. 9.)  
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美術館の採光に関する一二の研究

下 フじ 連

美術館の建築で、設計上面倒な問題はい ろいろあるが 、やっぱり採光に閲する事が一帯

難問の様に思はれる。世界中の美術館で此問題に就いて浦黙の答案を ＱＱｾ ，して居るものは治

んどないと云つでもい〉位である。

美術f前の採光 と云八ぱ普通に先づ許光に よる ; 探光を考へてい〉。最近ではアメリカあ? こ

りで全〈人工j照明のみによづて相営い〉効巣を牧めて居るものがありまするりれども、経

済上の問題其他から線、ての美術館に直に之れを試みようとすることはどうかと思はれる。

兎も角も智光によれば約 100，000 l ux の心地のよい光が只で得られるのTごから、之れを棄

て〉しまうことは飴 りに勿鴨ない のである 。

費光による j照明法はいろいろの困難な問題を !'1、ふものであって、例へば季節. 時間、天

候などによって時 k 刻 k 明 るさが違ひ、 或 る場所に 一定の照度 を奥へることは到底不可能

であるが. これはj ! i:光の性質上如1何ともし難いことで、4 s の雨の日の午後四時頃になって

、

どうもうす陪〈て物がよ〈見えない t 云つでも、ぞれは建築家の責任を負ふ可き筋合ひで

はタj 論ないのである。叉或る範囲内では明るさに費化があっても入閣の眼は瞳孔の餐化に

よって 光棋の景的野化に順際し得ら れる様に出来て居 るから左程心配はいらないのである

許光照明による場合 、建築家の最も苦心を要する駐は室内に於ける光の分布. 換言すれ

ば或る部分のm度と他の部分のj何度主の相聖母的関係である。そしてこれがうま〈いかなか

っ1: 場合の最も賠著な欠思11は額面. 陳列箱等のガラス面の影像である。

影像の生する原因は共ガラスの在る場所の! 限度 t 映す・る像の在る場所の照度主が適営な

比例を保って居なし、からである。吉光による場合の採光上の至難な黙は質に此庭にある。

即聾光の室内 ｬ こ於げる分有 ￮ｍ 態がどうであるか ｙ 美術館採光上の成功、不成功の分 ｉｾ ｊｩ臨で

ある 主 云っ てい〉。人工ｊＡ ｾｻ，明ならば 此 の事は割合 に簡態に解決が出来る。光源 、 を幾つも置

〈ことが出来るから、 或る場所を! 切るし 或 る場所を暗〈することは左程困難でない D 然

し重光照明による複合、或る任意の場所「 例へば壁商) を明 る し 或る場所 ( 例へば室の

中央) を晴 〈しようとすることは可なり難かしい問難で ある。勿論美術館. j等物館からガ

ラスと云ふものを全〈取り除くことが出来るならば斯綾な問題は- r f . i んどどうでい、〉こと

になる = 然し| 専物館- や美術館 ではいろいろの必要から隙列物 を硝子で覆はなくてはならな

い場合が多い。例へは' 水影高やパステル嵩は汚損 、者IJ 1存を防 ぐ矯めに多〈の場合ガラスを

候め＿こ額 縁 ｩ こ入れてあり、 叉 工 事美 術品の如きは紛失、鍛損又は 峰挨の 積るのを防ぐｾめ
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. 0  ¥こ大抵ガラスのケース 1: 納めで ある。之等のガラスは其のド; 1こある陳列物から出る光棋を

正しく透過する fごりならばい〉のであるが 、 共外部にある日険物以外のいろいろの光を

反射して、見ようとするものを見難< ' : - するのである。此の事は美術館内に限られに事で

は勿論ない。ガラスの持って生れ? こ性質であるから程度の差 こそあれ、有もガラスのある

所 lこは必十此の現象がwふものと考へてい冶。誤み にガ ラス扉のつ いに: 本箱の前に立てば

脊皮の本の文字の上に自分の顔が二重潟 しlこなって居るし、簡を歩いてショウウヰンドー

をのぞげば、飾られ1: 商品の上に向ふ側のネオンサインカ: 跡いて居るのを見るであらう。

困るのは賓に其の二重篤 しの影像である。どんなに見よう として居 るも の〉邪魔をして居

るか分らない。

美術館内の陳列の目的物を覆ふて居るガラスにも程度の差 こそあれ 、此不快な 影像を見

ないことは極めて稀である。

影像の原因は前述の様にガラスを透過 して来る目的物からの光に封して 、 ガラ スの表

商で反射される非目的物か らの光が比較的強い矯めでめる o 1ごから 影像伝な〈 する矯 め

には日的物からの光を充分強〈、非目的物からの光{ t ' 出来る Tごり弱〈すればい〉 のでめ

る。即目的物が充分明るい鹿にあり、一切 の非目的物が充分暗い彪 にめればい〉わりでめ

る。

傍 て共の明 るき なり、暗きなりはどの秤度であればい〉かは a 概 lこは云へない。何故な

らば、光線反射容の高いもの( 白っぽいもの〕は比較的暗い彪にあっても多 〈の光 を反射

ーすろし、光線反射率の低いもの ( 黒っぽいもの) は比較的明るい鹿に あっても少し〉か光

千{( ｻｴＧ反射しないから、場所の ｪ 照度 Ｑｾ けでは共の程度によって影像の生守るか否かを決定す

ることは出来ないのであって、目的物及非目的物の色が亦大なる闘係自? 持って居るのであ

るD 例へばガラスの中の納が白っぽいものであり、共の前に立つ人が黒い洋服を着て居る

場合は、其の給が非常に明るい鹿に置かれ . 共の人が非常に暗い彪に立って居な〈てもい

〉、時んど大差のない ｪ 照度を雨者が受けて居ても影像は生じないかもｾ ， ｉｬ れない。然し之と

反針にコロ ーが好んで柑i < 様な 黒っぽい紛がガ ラスの額縁の 中に牧めら れて比較的明るい

庭に置かれてあっても . 此の前 iこ白い夏服を 着? こ人が立てば、其人の居る場所が少 kl l 昔〈

てもやっぱりガラス函には白服の影像力2可Tよりはっきりと潟るに遠ひない。

之等の事を諸種の色 iこ闘して利詳し〈知り度いと思って最近次に示す様な方法で賞騒を

して見? こ。

17 ｣ ｭｸＲｾ＠ cm のガラスを依め 1: 額 縁 lこ各色のポス ターカラーで塗つ? こ紙を入れ. 之れ

を目的物とし. 一定のj何度の場所 ( 10 ルクス及 20 ルクス) に置< c 之れから 150 cm 離

れに鹿に同じ〈ポスターカラ{ で塗った十字形の紙( 長係 5c m) を黒紙の上に貼り、此

方の j何度は任意 lこ費八得る様な接世を遺札前記 目的物のガラスの上に此十字形が鳥るの

を見る口十字形の方の JH l 度が低い聞は 目的物のガラスの上には何も潟らないが、j何度を次
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ｾｾに高めて行 〈 と初めはぼん や り色色が見え 、 納 ｬ 限度を高めると 十 字 の Ｑ 診が見え て 来 る 。

此 の 十 字l診が記、めら れる犠にな っ ? こ時の!! ¥U支を G. E. の Foot Candl 巴 Met er で計った 。

共 結 果 は 衣 の 表 の 通 り で あ る 。 但 し 悲 に 掲 げ た 敏 字 は 相 営の誤差のあ ることをお断り して

世 し 何 故 か な ら ば 第 一 に 十 字の形が漸〈 目的 物のガラスの上 に 認め られる と云 ふ 程 度 が

はっき りと 決 め 難 い 。 共 上 限度計 の 読 み 方 も多少の誤差は免かれないからである。

( 単位ルク ス〕

色れガ¥たラ之¥F包ス限¥に的度¥磁物、川F 、黒れ............_紙た¥十の、上字¥形¥に¥置の色か

レ ク エ乙 エ ク グ ロ ラ ク T コ y ザ ウ

モ ロ ロ メ ロ ア 1 イ リイノぐ イ ノレ

ｾ＠ 1  オ l グラ オ l ア ト ム オノι p  ト

ェ ・エム リノレ レム リ Zノ 1ノ. レy レト デ マラ

ロ ロ .
力 l ド

ｾ＠ .  
オ ノぐ tツ ｉ ｾ＠ ツ ・ イ リ

1  1  
3ノ.

ヂ y  1  ｉ ｾＮ＠ キ ト ゲ ア y  

Jν クス

クローム ・エロー ( 10)  161  25 341  26 40 60 80 10コ10J  

エメラノレ ド・ グリ ーY ( 20)  16  16 30 20  241  50 100  6J  100 110 120 

ヴア ー ミ日オ y ( 20)  14  25  26 301  40 60  100 701  120 120  120 

タリム ソY レーキ ( 20)  12 16 20 201  20 24  

ヴイリデイアン ( 20)  8  14 15 181  20 301  70  60 801  100 110 

ローア ンパ { ( 20)  7  8  101  12  101  14 221  25 601  80 801  90 

コパルト ・グアイオレツ ト ( 20) 7  10 8  81  16 201  16 601  50 601  9J  

インヂイゴー ( 20)  5  4  6  7  10 81  20 141  24 251  25  70 

ウル トテマリ y ( 20)  4  5  7  8  7  81  16 161  24  281  40 70 

書聖第

此表から二三の例を拾って設明石? 試み る と、 目的 物 が ウ ル トラマ リンの様な暗い設 色 で

ある 場 合 は . 多 〈の非目的物は可な り暗 い場 所に あっても 其の影像がガラ スの上 に潟 るの

である。即表の最下段 に於て、目的物のj照度は 20ル ク ス と して、 共 前 にレモン ・エローが

あれば 、夫 れ が 目 的 物の五分のーの 、僅 か 4 ルクスの限度でも猶ガラス商には影像力3潟る

のであ る。 ク リムソンレ ーキならば 目的物 と 同程 度 の照 度 な ら ば 影 像はは っ き り 認め得な

いが 、夫 れ よ り 少 し < )限度 が高くなって 24ル ク ス に な れ ば彬像力4潟 る。

目的 物 が エ メ ラ ル ド ・グリ { ンの様な日月るい色で あ れば‘ ( 表の上 か ら 二 段 目 を 見 て )
L〆

クロ ーム・ エロ ーの 犠 な 特 に 明 る い 色 以 外 は j限度が同程度でもまに影像はお
モン ・エ ロー、

ク リムソ ン レー キの如き 比較的| 情い色ならば 、共 の!日(らな い、 非目的物がロ ーア ン パ ー、

( 即 100 ルクス) になるま では影像は諮らな いのである。

t 司』唱車 干

、
相

手

度 が 目 的 物 の 限 度 の 5 傍近〈
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美術館ではいろいろの方法で壁面を明るくしＮ室の中央部ｾ暗〈しようと試み、例へば第

1闘に示す稼な方法を用ひて居る。

VI I I  64  

jfi 2 脳l

第 3 凶

こんな間に合せの様なやり 方 で な し も っ と 根

本的に優れに採光方法として案出されにのが第 2

闘に示す S. H .  Seag巴r の天側窓である。これは

確に優れた方法で、此方法を腹! 刊して治られにロ

ンドンのナショナル・ギヤレリ{ の一室の如きは

筆者の見fこ中では最も成功しにものであっ1: 。

此外に第3 聞に示す綾な特殊の形をし? こ明唐窓

がある 。 窓の下 にある棚が非常に有効に働い て室の中央: 割増〈

し. 壁商を明る 〈して居る。

既存の美術館で此の方法を用ひ? こものを筆者は知らないりれど

も、 筆者が方 3 米の模型宝で宜験 しに鹿によ れば非常に採光上優

秀であ る様に思はれる。第 4 闘以下は筆 者の賞ユ験であって、第4

闘は天窓を壁面に近〈二つに分りて iiSつに場合の壁面の垂直j限度

及室の中央・仮定垂直面上の、壁に向つに面の垂直! 限度を示 しにも

のである。
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第5 闘は天側窓、の場
ノ / ' - ，

合、第6 圃は特殊明居

/、
/  、、

/，，， "  

窓の場合の壁画及室 中

/  ¥ 

/  

¥ 

/  

、、

!Aと に於げる直義商上の
/ /  

垂直} ! ( ¥度を測定 しにも

/ ペ/が

のであ る。

之等を比較して見れ

ば 第4 聞に於いては床
目 目 E 三1 ，f1 

3じ

から 1 米宇の底 に於い

ゆl

て壁面 280 ルクス、 室

i 司B w  

の中央 J OO ルクスであ

り. 壁 l血は約三4lL明る

い。第5 闘の場合は同

じ< 250 及 150 であり

二倍弱( 床上 2 米の黙

では 400 封 140 で約三

供〕である 。之れに封し

て第 6 闘の場合は 160

に劃して 10 で約 16 {岳
賀E 5  |畠l

壁面が明るい事になっ

〆へ
、

-' 

ノ

、、

，〆 ¥ 

て居る。

/  

¥ 

¥ 

/  

ノ 、、

¥ 

狛第4 闘 及 第5 園の

〆〆

/  

/  

場合は壁面の上部が急;

/  

/  

ー←一一→ヰーノ

角度 に明る〈なる lこ封

し. 第 6 闘の場合は壁

閣の中央ーが最 も明るい

事|
十一寸 トJ ト→ 介寸 唱日

ことに注意 され度い。

¥QIJ 
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帝 室 博 物 館 復 興 計 査 に

陳 列 室 採 光 貫 験 に 就

伴 ム

き τ

井 上 鴻 太 朗

存者

目 次

紺

1. 陳列室内総苗観賞に劃する誼首なるJ ! 日度

2. 望: 光

3.  1t!IJ 高窓採光陳列室

4. 小模型に依り測定せる各陳列室内) ! ( { 度分市

結尾

| 専物館に於ては陳列室の採光特に重要なるは言を侠? こす¥然して嘗I事物語の如〈陳列品

の多〈は貴重 にして市も掛替のないものである潟、硝子で保護 される場合、光の反射多 〈

従って共研究はー居大切なり。帝室博物館復興翼箆舎に於ては夙に之が研究{ f 行はれてゐ

1: が帝室博物稿の造営宮内省に委託 さる〉に及び擁て採光研究の事 も同所に於て引櫨ぎ行

はる¥事となれり 。従って此鹿 に述」くる所は雨者の研究に渉るものに して帝室博物館復興

ＳＴ 首合委員、東京帝園大襲名啓数授中村清二博士 、 帝室ｼ専物 ， Ｑ ｜ｾ 復興翼賛舎委員、宮内省臨

時干i ' i 室| 噂物館造営課顧問内問鮮三博士、付7室博物館復興J宅建舎委員、宮内省臨時干i ' i 室 jJ ff.物

館浩管諒長北村杉H章氏の御指導に依るものなり。

本稿は各陳列室採光に闘し迷ぶる事を目的と する は営然な るも 主 として側高窓{ f l宋れる

陳列室に於て保設硝子依- 込の入込陳列壁面を有する場合 に闘する質験な b。他の諸陳列室

の多〈は室内陳3 ' IJ方針の性質上採光法に左程困難を有せぎ るものと思考せらる〉を以て今

H迄の賓験 に於ては其室内照度分布を小模型に依り測定せし程度に進行せり。

さて採光計霊と しては先づ被J ! tt 物 に適首な明るさを奥へなげればなら ないが . それと同

時tこ吾人 の硯賢作用を妨げる様な事のない様に努めなげればならない。即ち陳列室に於て

は被照物fこる陳列品 に適嘗なる j照度を奥へ且その観賞に際して室内諸物樟 よ りの反射光等

に凶ら はされる様な Z誌を成る ぺ 〈避けなりればならない。前惑の如〈首博物館に於ては陳

列品の多〈 は硝子にて保護 さる〉欣態にある潟、その硝子商よりの反射多〈採光法大いに

V Il I  .  5 6  



問難となる。然も費化に読む511光を光源とする場令に於て更に複雑主なる。従って此鹿に

述」くる 所は研究の一端にして諸賢の御指導を伐つ事大なり。向此底 に所謂反射光 とは肢師

を輿へるが如き強き光を含むは勿論なるが硝子商に見る通常の影像程度の反射を意味する

場合 も亦多いので ある。 叉袋内反射療の相遣は j何度 lこ相営大なる 影響を興へるものである

が枝型を夫 k 事宜上仕上げ らるべき 表 面 と同様なも の として質験を行. b 事は望 ましい事で

あ るが質際 ｊ ｾＮ ｻｾｬ ｫ 岡県 Ａｴ であるから各桜型室内の壁間反射苓 ｦ を測定し ｩ 泣き反射本相泣 に Ｑ ｾ Ｑ 辻、

j照度費化の訂i E lこ備へ? こり 。

1  陳列室内糟書観賞に封する適嘗なる照度

害人の限は共柿迅エ頗る精巧 にして光に劃する調節も共範闇極めて院 しと郎も 苦痛な 〈安

易 に見得 る範聞は相営狭し。更 に快適 なる策持にて見得る 油堂なる明るさは大いに移限さ

るべ し 今一歩進めば最もをf ましき明るさとしての或Jm度を指摘 し得ベき筈である z 然し

て採光計書は穆:J照面のj照度の標準として之を 自主主 として行ふを以て安営 と考ふ。尤もこの

油官なるｊＡｾｻ度とは絶劉的のものにるべき号さはなく、共闘係を有する一切の僚件と共 ｬ 二営然

街化すべき ものにして吾人の此鹿に欲する 所は同一主主 に各種の納言JI を陳列 し. 多数の入 、

同時 に之 を観賞する場令に 就いて の ものであ るが未? ごそ の泊蛍 なるも のを見 5 るを以て先

づ之ぞ求む る事 主なせり 3

就 いては種 k 立容や年齢の異 る多数のつだk に折柄展覧合開催中 の美術 館に出rm1t: 乞ひ .

多数の陳亭l' rf I ，に就き 11闘:9.- !照度を測定 し、各人各自 の自 由な気 持に於てそれと同時刻 に於て

の ｛Ｑ 月るさの遮否 、 更に ｾｕ 手度を示すべき採取の記入を依頼せり。営時の天慣は晴天も有れ

ばI:!:j ヲてもあり曇天もあり . 叉時刻も午前. 午後 と種k な る場合あ り、多数の材料を得?こる

を以て嘗時同僚に1 ) し理原士市1[1谷鈍吉氏主 として之が整理に営られ統計摩的計算法の結果

日本語に劃しては ＱＱＰ 米 燭 、 ｦ 干茜 ＱＺ 劃しては ＶＰ 米 燭 ＱｴＺｾ 直営 なる附 度 とし て 得 られ ＿ こり。之

即も陳列室 に於て約脅の陳列さるべき壁商照度 主して推奨すべき値を示す ものなり。ゑj論

謹術品を観賞せん主するも のな る故、s t : 越の如し共陳列品の各々に就き 叉夫を観る人に

依 り、 同一人にで も其策分の押泣ーに依 り、 叉ぞの時の時候、天候等に依り夫 k 異なる通常

なるJ ! H度を有するは営然なるも 一室に多数の陳列I品を置き 叉多額多様の人 k が同時 に之を

間賞 す るが如き陳列室 の 陳 列壁 商 ｭｾ 度としては此庇［に求め Ｑ Ｚ る値を以て安営誼切なるも の

k 考ふ。 筒、特定の人が特定の陳列吊，1t: 観 賞する 目的の室 に於ては上記の値の前後に 於て任

意の日月 るさを得られる 様な調酎j設備を有せしむれば極めて合理的なり 。

2 重 光

複輿さ るべき怜: 室1f，y物酔|涼列室の採光は能ふ限り自然光に依る方針 と決定せられにり。

ιt彪に於て営然その自然光に就て の成 る可 〈詳細なる相識を必要 とす。自然7 L即j / J 光は主
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第一嗣 矢立角と ι ｗＭｾ笠内開校時間的 ｾＱｬ 町ｻ伊 ｼ

ミ仁7刷
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，， "  
10" "..帆

ーー→
置争 ｾｬ＠

として直射

日光及天空

光より 成 る

を以て、太

陽の高度、

天空if;l ;況の

相違等に依

り種 k 異 な

るは 勿論、

ぞの直射 日

光と 天安光

主の割合 も

餐化多〈、

天空光の割令は重 光の 10%， 以上 を占め . 太陽高度小と な り、叉雲、座挨等の精力JI e共に

其割合も亦次第に大となり、 全天曇 りの時は何庭 に於ても 全部天宗光 となる。

一般 に雲 なき時は直射 日光の 一 日中 の襲化は勿論 日南 中時に 於 て最大と な り、その前後

之と 遠ぎかるに従って急: にノj 、となる も、天空光は日 /:H入の二時間位前後 を除 寺田告一定 なり。

叉天宰雲 ある時は共雲の欣況に従ってi皇: 射光は直接その影響を受り鎚化の割合大なるは勿

論 、天安光も 亦大いに襲化するも のに して第 1圃はそれ 1こ依 る或 日の室内水平面限度の襲

化石?示す もの にして直接天空光の時間的鐙化を表 すも のに非 5 るも 天宰光鐙化の一例を示

すものなり 。

天空光の明るさは荷車白雲の場令最も大にして、 雲が多〈なるも亦徐り薄〈なるも 共 に

減 少 して来る 。 青空 光即 雲 なき時 の 天 宰光 は 時 間 的安 化小にして水平 面 ｊ ｾ ｬ ， 度 ＱＰ ， ＰＰＰ 米 燭 前

後を 示 し、 ［ ｲｾ￬ 暗 〈 感 十る 様な曇天の時 と同 じ位 であり、 従っ て多〈の場 合天空 光は 天荏 雲

な き時に近 き明るきか或 は之 より 大である 。唯太陽高度大 いにノj、なる時叉雲の甚U ，享き 時

等に 於 ては営然陳列室採光上の光源 として頼 tfl こ困難 となる。かか る特種の場合の存する

以上 如何な る場合にも不足な き明るさ を智光よ り得 んとする事は営然不可能なるを以て、

或遁営な る標準妖況を定め、其封犬況或 は夫 より 明るき時に於 ては被照物のj何度を必要限度

或 は 夫 以 上となす 事 を目 標 として ｾ Ｍ ｉ 繋さるべ きも の で あら う 。 向 叉採 光 Ｒ 芝居会 に 於 て 諸柿 比

較/Jl IJ 定の都合上の必要 よりしても 一定の棋準の存在望ま しきものにして異る 議光欣況の下

に於け る測定を或 同- i { ) ¥況下の場合に R educe せ き' れば比較研究の目的は建 せられす。

就いては其標準J伏況にる や事質上多 〈得 らるべき ものにるべきは 勿論、それ よ り明 るさ

の小なる 場合の事'度上占むる 時間の僅少なる ものな らさ' れば標準JtJ¥況として採用の意義含

有せす。従って直射光は建物と太 陽 との椅封的位 置 の 蟹 動に依り共探光上及 ｩ ます結巣 韮 Ｑｾ Ｇ
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不安定にして且時間的

にも不充分な る故北方

の天宰光に依ることが

泊首である。此庭に於

いては北面霊直面) ' 日度

5，000 米燭なる時を笠

光 の 標 準 AA 況となせ

り。之は北方天空凶竿

球よりの天昼光及び地

商その他よりの反射光

事ニ働i 天 空 売 の 時 間的安イ仁
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ｾＮ＠

1・. ＱＱ 九時。ｾ 2"  1" 3"  

に依る明るさなり。之 一→ 時 刻

叉採光資騒の標準J伏態を窓、前面垂直面HH度{ t > 5，000 米燭となす根擦にり 。相蛍庚き旗揚 に

て周囲にさしTこる障害物もなく、地表面特種の J伏態ならさ' る時、例へば草地、通常のiHzh 方

の こ ｌ 等の時に於て北面垂直面ｊＡ ｾｴ 度は暗室時及び可なり暗〈感すもる曇天の時に於ても Ｕ ， ＰＰＰ

米燭前後にして従って多〈の場令之に近きか又は之より大なる値を示す。向この標準は北

町霊直前ｊＡｻｾ度の値を示すのみなるを 以 て光源 ｦ こる天空光及他よりの反射光等の師度分布は

必す・し もｾｦＱ似 たるものならざ る場合多〈 、 悲に於て北面垂直 面 ｈＨｾ 度が同じ Ｕ ， ＰＰＰ 米燭の標準

欣況にありとも室内 ｭｾ 度分布は必すしも等しきものとはならす ｾｉ ろ種 ｫ 異るや営然なり。

之か〉る質験の性質上 l!:-. むを得ぎる所にして叉他1ffT大いに種 k 研究の必要あ る所以なり。

第2 闘は北面垂直面J!H度一日中の鑓化 の質例を示すものなり。

3. 側 高 窓 採 光 陳 列 室

嘗博物館は階上陳列室の大部分は室南側に 主 として締苗陳列の目的の補子依込の入込壁

を法仁側高窓採光とし、構造主悼の大鰐も決定せられ? こり。然して之が採光欣況の最善

を期せんが震の施設等を賓験研究する事となれり。この採光には雨入込壁内陳列壁面のJ ! ( t

度ぞ油営なるものに保もつ〉、他方硝子商よりの反射光翻究者の ｈｬｾ に入りて観賞を妨げざ

る様、 室内壁面は反射少なき仕上をなし、室中央部を明るくなさす且窓は成 るべ〈高所へ

設りる様に心懸けなければならない。勿論相封する雨陳列壁面は出来得る限り相等しき明

るさを有せしめぎる べからす¥若し然らざれば! ほき方の硝子商に明 るき方の陳列壁画及陳

列物の像を明かに生じて観賞を妨げらる〉事大にして 、例へば表使館階上陳列室( 天窓採

光) を観るに太陽の位置如何に依って雨側陳列壁面の )!(t 度甚 しき 相違を生じ大 いに観賞を

害せらる 。

責験第 1 先づ首賓験開始蛍時の設計困案に示され? こる砂態にて如何な採光欣況を呈

するかを模型に依り質験する事となり、之より 先、帝室博物館復興翼賛舎に於て帝室博物

5 9  v 川
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町袖内に建造され? こる木造縦横10米の採光賞験用模型を第3 闘の如1¥改造せり。測定の結

果之 に於 ては陳列壁面J! 日度は幽示の如1 ｜棋準 ｪ 伏況 に 於て ＷＰｾＹＰ 米燭 となれり 。 ｦ 古 ｊ 質際に

於ては室の長さは枝型の 211t 以_ j 二あるを以て室中央部一帯に於ては壁面限度更に大となり

従って前主f 1 の日本語に射しての池宮なるJ ! ( ¥度 110 米燭に近きものな るを以て j限度は大鰐に

於て誼首と稿し得ぺし。然れども入込壁硝予断 に見る共向側高窓の反射に煩らはさる〉事

多 し 之を避〈る f喜多くの世験に移る。! な前述の如1¥雨| 涼列壁面JK{ 度は出来得 る限 り相等 し

からしむる 必要上、南北雨窓よりの入射光の明るさの相違は絶へす主 として 明るさの小 な

るべき北側の方へ適合せ しむる様 、明るき方の窓をi曲賞なる装置にて制御せざる べからす・。

賓輪第 2 質験第 I の猷態に於て入込壁船子凶に見る窓の反射を成るベ〈少な〈する

倒的にて硝子l自i を少 し¥ (10

0

) 前方へ傾斜せしめ第 4 岡の主n¥なせり。 f台前寅験に於ては

賞際上義文へなかりし筒 、入込壁内床高さを便宜上仮に 1 米となせ しも 之に於ては設計岡

に示 され? こる寸法に依って改造せり。結果は壁面JHt 度は嗣示の如〈前賞験の時 と対んど相

違なけ れども 窓の反射は可なり上部に逃げ去 し 反 射減少の目的には大い に有効なりしも

硝子凶 ｻ 傾斜の震 、陳 列壁面 上 部後退せるが ｾ ｮ ¥見ゆる鉛' 売を生ぜ り。 窓の反射を挫げん矯

硝子面を前方へ傾斜せしむればその目的を主主し得る事は質験を待つ迄もなく明らかにして

叉質験をなすにも 小 さき模型にて共用をなすも 、他に如何 なる漁期せぎ る現象を見るや、

叉此〈せる時室内如何なる気分のものなりや等を知る由もなし。此庭に賓物 大模型に依る

貨験の似値あ り。T古I此の錯覚現象に就きでは中村清二博士の賞地に 捗る詳細な る研 究あり

し事を附記す口

賓輪第 3 続いて模型室内に於て下詑四種の異な る模様;俸をなし比較研究をなす c( 第

5 闘参照〉

a. 入込壁硝子面は前方へ傾斜せる健とし、大いなる欄聞を取設けにるも の

ふ 入込壁硝子商は前方へ傾斜せる値とし. 入込壁内へ天窓を? とれるも の

C.  硝子市[ 垂直、入込壁の深さを精力11 し、 大 いなる欄聞を取設げにるも の

d.  硝子岡崎7直 、入込壁の深 さを増し、入込壁内へ天窓を? とれるも の

さて上記入込壁内 に天窓 を? とれるものも建物構造上大いなるも のは採り得子、結果は!!H度

の不均等甚し 〈且そ の値も /J、に して成績不良、欄聞を取設け? こるも のは照度梢培力11 したる

も陳列壁画に無目の影の相蛍明かに生する事及窓の第二次的反射に依り可なり妨げらる〉

事を認め?こり。 Jffj 度は第5 凶に示す如しD

賓験第 4 ま互に於て窓よりの入射光を直接入込壁内へ入射せ しめす・室内にて直ちに反

射せ しめ、営窓下入込壁内へ入射せしなる様な採光法 を質験せん震、第6 固 に示す 如 き模

型室に改浩せり。向此際本館設計の進捗 と共に構造主砲に一部設計鑓更を生じ 、それに作

ひ首模型の役; の位置及大いきに多少の鐙化 をなす。 此〈 採光方法をー鑓せる結果は前支j i ; 諸

種の快制は之を除去し得?こり 。然れと も窓よりの入射光は室内各種接世の物質に放牧さる
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る事多〈なりし1制限度大いに低下し. 向且雨反射板聞に張り? こる天井の暗 〈叉高きに過ぎ

る篤の不快感あり。室内照度は第6 闘に示す如〈にして今日迄の方法に於ける照度主比較

して陳列壁面に於ては約 3 分の 1 程度に減少せり。反射板は白色ペンキ塗にして、共他は

総! て之まで通り板生地の{ 査なり。

賓輪第 5 Ｇｩｩ霊験第 Ｔ に於けるＪ態に於てｊｬｦｊ，度不足なる貼を Ｍｾ￭ｬ ｬ｝として、他に拳げに

る不満足なるものを? 除去せん魚、暗かりし中央部天井より或程度の光を入射せしなる様共

部分を袖裕子天井となし且幾分之を低下し叉反射板も多少襲更したり。( 第フ闘参J ! の結果

は勿論中央部天井暗き不快感は除かれ? これども明る〈 なせる天井中央部の影像晴子商に反

射して見ゆる矯. 強き反射光にmちはされる事を避りんとするこの採光法の主にる目的に

反し. 叉照度更に低下し、前賓験に於砂るもの、 3 分の 2 程度即ち陳列壁面中央部に於て

ＲＰ 米燭前後となれｾ 0  ( 第フ闘参照)

賓験第 6 宜験第 4、第 5 の如〈二重天井を造る場合に於ては室内より直接窓見得ぎ

る故、室雨側の窓の大いきに不等あるも芸文へなきを以て 、他に支障なき限 り裏側( 北側)

の窓を大とし成る べく多量の光を室内へ入射せしめ、叉或程度迄中央部天井の明 るき部分

の影像に依る障害を許容する以上窓よりの入射光を一部は共催その天井中央部を透して向

側入込壁内へ投射せしむる方、良策と考へ共方針の下に模様替せるもの ( A) 及び反射板な

きもの ( B) の二種に就き賓験をなす。

A.  ( 第8 嗣) 窓よりの入射光ぞ一部は共{ 恋泊硝子入格天井を透して向側入込壁内へ、

他は反射板に依り反射せしめて消硝子入天井を透過し、窓下入込壁内へ入射せしむる

もの。

s .  ( 第9 闘) 消硝子i荻込格天井の中間天井のみを設け反射板なきもの

( A) に於ては陳列壁面J照度前回に於けるものよりは増大し、賞験第 4 の時のえ犬態( 第6 困 )

と相似たる値を得? こり o 即ち 30米燭前後にして撚も天井中央部の暗き不快感もなし。 iAi 之

に於ては室雨側の窓よりの入射光に相違あるも芸文へなく即ち一方の窓よりの光が向側よ

り入射する光線より大なりとも之を小なる方へ適合せしむる震に殺ぐの用なしその明る

き光線を有効に雨入込空室内に分布し得るを以て例へば臼光入射の時など j限度の増大願著な

り。克 も雨側高よりの入射光に 徐 り大なる相違ある時は陳列壁面上下に於げる照度の不均

等共度を増し、よき結果は得られないから誼営に調節する必要がある 。( B) に於ては ( A)

より一般に暗〈 壁面ー上下院1度の差大にして且天井の影像可なり下方迄生十るを以て芳しか

らす。

賓験第フ 此〈して種k 模型資験を? 継続し、前記の如き採光法に到達したるものなる

が更に之が改善を計 る篤第 1 0固に示す如〈反射板の一部を可動性として其調節を計り、

又入込壁直前の傾斜せるうそ升ニを水平となしたり。後者は室内の感じを普〈する目的の模様

答であっ? こが結局今回の改良に依り室内限度分布色相嘗好結果を見 fこり 。然れども多〈の
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場合J! 官度不足にして照度分布は闘示の如 〈なれり 。放に特に採光量の精力Hを? 計る方策あ ら

ば此採光法は有効にして殊 に諸ー光i状況の急激なる費化に際しで も室内陳列壁画の! 限度分布

に伴ふ蟹化の小なる黙は大なる長所? こり 。

4.  * 模型に候る各陳列室内照度分布

各位* 列室の採光i伏況は何れも寅一物大或は之 に近き大さの膜型 iこ就きて研究すれば甚Tご好

都令 なるも数多き種 k なる室に就 き事賓上悶難 なるを以て小模型 に依 って宜験測定を行ふ

尤も之等は殆んど硝子核込の入込墜 を有せ守 、室内に行は るべき陳列法の性質上、小模型

の賞験に依り、室内 j限度分干li の大田告を知る程度の目的は達し得 1: るものと信す・。向質験の

都合上 、今日迄の所其一々に就 き充分な る時間を用 ひ得ぎりし: m. 測定に依って得られに

る材料も充分 なら ざる憾あり。第 1 1闘乃至第 1 7闘は棋準j伏況に於げる各室の床上 1米水

平面、壁面{ 或は室中央臨T l 白[ 部に於げる照度分布を示すものなり。ノj 、模型室内面は線、て板生

地の偉と す。

結 尾

以上を要約すれば博物削減列室に於て約苗観賞に誼蛍なる ]!Hlit は今阿の賓験に依る範聞

に於ては日本商にまうI して 110 米燭、作苗に射して 60米間なる事35光m1n月の光似たる :.I { 光の

標準欣況の提築及び夫として北商垂直面照度 5，000 米間なる場令を採るを遁首と 考 ふる事

並びに模型に依っ て行ひ?こ る各陳列室の採光 J : の賞験結果て、ある。採光計茜は共諸要求多

〈は科撃的素因 に依って決定 し得 るであらう力2又吾人の主槻に支配 さるるも の多きもので

あらう。然して本稿は本館設計と並行して行ひ7こる Ihti 列安採光以況の調委主或は他 の租1.1<な

る事情 との閥係上、可能なるべき範間内 に於て之 が改良を目 的として行ひTこる宜験の記録

である。

我閤美術館[ の創立年度と設許者

美 術 館 名 創 立 年度( 西紀〉 設 計 者

東 京 守 管 室 博 物 館 188 1  J  osyer  Cond r  

奈 良 守 管 室 長 博 物 館 1894 
片 山 ， 欽 民

京 都 恩 賜 博 物 館 1895 
片 山， 足 ?な氏

*  ｊ ［ｾ＠ 府 美 術 館 1926  
岡 田 信 一 郎 氏

翠 徳 記 念 総 笛 館 1926  
佐 野 利 器氏

( 高等建築隼461常小林政一氏 「美 術館」による〉



美 術 館 の 採 党 法 に 就 い て

i度 i室 久 ま住

美術館の採光法が美術館建築に於て、最も 重要視すべきものである事は、愛に改めて設

〈までも ない事主恩ふ。我 k が美術館なり 、得物館に行って陳列品を策持よ〈観賞し? こ り、

叉充分研究し?こりする鴬には 、先つ陳列品自身が、はっきりと障害無〈見えなげれはなら

ぬ。所が、賓際はなかなかそうは行かないのであって 、例へば京都恩賜博物館や 、奈良帝

室博物館を翻買され?二人は誰し も思ふ事であるが、陳列棚の中に入れられた給番や彫刻が

どんなに見え難いものであらう。目の上に手を騎し? ごり . 硝子商に顔をすり付げて覗き込

ん? ごりしなければ見えない事が底 k あり . そして苦心して やっ t 見る事が出来ても、 或は

飴り斜 に見? こり、近寄り 過ぎ?こり して、返って全轄としての観賞が出来ない事が往々ある

のである。

何が矯めに見え ｾｴ いの で あるか、云ふま でも無〈、精子商に反射を生じるが鴛めである。

裕子商が鏡の如き作用をなすが矯めである。そして美術館の採光法主去へば、窮極の所、

如何にして此の煩はしき反射を除〈かにあるのである。何 t なちぱ、室内に柔ちかな 、落

も若い t: 光を興へる事な E は何も美術館に限った事では無い。日光の直接、陳列品に 投じ

ない様 lこする fきめに、方位 E窓の取ち方を工夫する。之も美術館に限つ?こ事では無い 。σ

みなら今、之等の事はそれ自身 t しでは、さまで工夫を要する事では無いのであ る。即ち

之等を包含して尚、美術館特別の採光法を考慮しなければなちぬ。

在来の美術館に於ては、主左してうで窓採光法が用ひちれた。之は壁の利用面積を増大せ

しむると共に、室長内に均等な光を興八、棺者を落も着い fこ気持にせしむる効があ る。その

上 、後 に謹ぺるであらう如 〈、第一光源の反射、即も肢姉を晴子商なり、茜商かも除〈事

が出来 る。けれども之 は第二次光源の反射が特 に甚 ｴｾ しいのであって、 ｴ もすれば、我々

は「 銑 の問」八 入つ ｴＺ のではない ｴｾＧ ちうか主き八思ふ 事もあ る位である。そしてこの欠黙

に策付いて 、種 k なる方法が反射を無〈する震に試みちれに。此等の方法の優劣に就いて .

叉その効果に就いて漸次建ぺて行き度い主恩ふ。

一- 楠美術館の陳列室の計聾は、採光法を中心、として進めて行〈可き ものであ ると私は思

って居る。室の成さや 、天井高は採光法に極めて関係が深い。陳列棚の配置は もとより、

壁の色合に至るまで保光法 によ って左右せらる可きものである。根協の無い慣習や 、 ｾな

る意匠的感費は採光法 に抵関する映り避〈可きも の と私は考へる。それ故に本論 に於ても 、

私は常に此の見地に立って述ぺて行〈つもりである。
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1. 陳列室に於ける反

射に就いて

ｾ Ｑ 問

我 k カ; 美術s1I 1こ入って 、控 |自i

にJ品げら れ1=給 諮 に 第 1悩lの如l

Z 反射そ見る事がある。か〉る

場合前面はギラギラ光って大抵

視る事は H'，来ない。若し納識が

硝子張りであるな らば、我々はともすれば、訪町の ".，に

窓外の景色を あ りあ りと見る事があ る。叉刈絡でめると .

例へば月夜の海の波聞を見て，，[ ; .る様に 、fこV キラキラと

[ 映し〈光っ て居る百| りである 。力、〉る反射を第一次光源

の反射、 又は 111.1こ光源、の反射 と云ふ。

三次に我々は叉 ｕｾ Ｒ 悩 ｬ の ｾｦｉ ｾ 反 射を見る事もある 。 ｼ泌列

棚の硝了 l白i が鏡の伐に自分の1; や、他のIi点ダ1

'

品など を映

して見ようとするも のが何底にあるのか 、はっきりしな

い場介が佐々 あ る。力、〉 る反射を第二次光源の反射 と去

ふ。

第一次光源 ( Souce of ｌｩｧｨ りとはＮ室内を ｽＡ ｾ ｴ す琵光

Mi であり 、即 ち愛では窓の誌であり 、若し窓が透明附子

であるならば 、窓外の物関が第一次光源 となる。夜間な

第 2 ｬ ｩＮｾ ， Ｑ＠

V III 6 8  

らば電燈が第一光似とな るc 第= 次光源 ( Second SOl l ce 

of  L ig ht)  とは 、第一次光似に よって !' nらさ れて居 L 而j して茜I白{に それ自身の反射を生

じる所の他の室内の物関である 。云ふ迄も無 く、 第一次党制と第二衣光源との聞には著し

寺町度の相違があ る。第二次光源の明るさは諮函の明るさ と飴り費 らない場合が多い。 そ

れ放に 、第一次光源の反射は翻者に |陸部 ( Gl are) を感せ' しめ るが、第二次光源のそれは 、

裕子商 に於 ては普通可視の影像 となっ て現はれる のであ る。

きて次 に、 如何 なる茜商が最も反射を生じ易 いか、或は反射を生じな し、 力士云ふ問題が

ある。云ふ迄 も現!円 、反射を起し易 き茜荷|に到しては、ぞれを防ぐ方法を講じなけ ればな

らな いし‘ 反射を生じ難い商に劃しては 、 その考慮の必要は無L、わりであ る。

一般 ｩ 二、 硝子商は最 も 反射を起し易し、。硝子を張つ Ｑ］ 給載 、 或は裕子張りの ｾｾ￘ｬＮ Ｇ 棚 の反

射の 問題 に就 いて は、今迄から欧米に於て も盛 に論議され 、多 〈の試みがそれに劃してな

され. 然もそれ等の多 〈の人によって 、「硝子商の反射は却; 克避り難きものであ る」とさ え

云は れて居 る位 である。ぞ れ故に私は之 に劃 しては 、次郎 を費 して その性質を考究する 事



にせう。さ て次 に反射を生じ易 きも のは 、油給、テムベラ絡の類である。之等に生じる反

射は . 主として第一失光源のそれである。第二次光源の反射は之等には徐り生じない 0 3む

も絶開的にでは無い。私の試験室に於ける賓験によっても 、油輸が最も美 し〈 見 えると思

はれる のは 、番商か ら第二次光械の反射を全〈除去しに時であ っ?こコ 即ち泊紛 にも、 第二

次光源、の反射は生じ得る。 ＱｾＧ が 先づ ＺＺｴＮ 等の給茜に釘 して は第 一 次光源、の反射をのみ考慮す

ればよいに らう。但しワ ニスを塗つに滑 らかな、 黒っぽし、繍苗は往々硝子商の綾な 働きを

する 事 を注意 しなりればならぬ 。日本識は何れの反射をも生じな い口そ れ放に 反射の除去

と云ム問題に射 して は徐 り考慮す る必要は ない。併し それかと云って、如何なる保光法で

も差支へ無いと云ふので は無い。

次に檎識の色調と反射の闘係を述べる と、 一般に 日昔い 色調程反射を? 生 じ易し、 。何故なら

ば 、愛に二つの泊給( 明るき色調と晴き色調) を同じ壁画に掛け第 一次光源、の反射を生じ

たとする 。同じ壁画に掛けに のであるから 、茜面に於け るj照度は雨者共等しき 筈である。

而して、 質が同 じ〈油 ( 叉はワェス) であ る矯めに 、表面に於ける反射率 も等 しい。然る

に、給高の色彩に就いて考ふ るな らば 、暗き色調稜吸牧互容が大である 。云ひ換へれば、繍

茜の明暗は反射率によ っ て定 まる のであ る、それ故に

明ルキ番ノ反射率 ¥ 暗キ茜ノ反射ｾ

表 面ノ反射ｾ 〆 表 面ノ反射率

の闘係が成り立つ。

即 ち暗い 油輸が兎もすれば . ギラギラ光る傾向のあるのは、色の反射互容が小なる故に.

表面の反射の矯めに障害を受ける矯めであり 、色調が明るくなるに随って、 表面の反射率

lこ封する比が喰大す る故に、 反射そのものヵ: 小さ〈なると考へられるのである。向之等の

事は表面 に補了商を置き換へる事に よって、一屠よ〈 王m解さる〉であらう。そして、 それ

は芸大節に述べる。

次の問題は、然らば如何なる室が . 議 商に 反射を生じ易 いか. 叉は生じ難いか、之を除

去するには如何なる方法を取る可きか、と 云ふ事で ib るが、之即ち本論の主題であ るから

第 4lfi 以下之が考究 に費すで あらう 。

光源の反射の除去は 、今迄から も、よ〈考へ られ 、叉後掌にも 述べ るで あらう 如 し 比

較的簡単である。第二次光師、の反射の除去は徐り考究さ れす、叉せ られでも多くの試みが

失敗でめっTこ。つまりそ れ程難いのであ る。愛に注意すべき は、 光折、の反射と第二次光折、

のそれの除去は 、，:: ・1" " ' しも相伴ふ もので は無いと云ふ事である。即ち問題は如何に して、

光説及び第二次光棋の反射 を共に除去す べき か と云ふ所に掛 るのでゐる。 それには先づ「

反射の性質」 その ものを 明らかにしなりればならぬ。

2.  硝 子 の 反 射 、 吸 枚 、 透 過 寧 に 就 い て

透明硲子の反射率は 8. %. ｉ 汲牧手 ｬ［Ｇ ま ＲＮＥ Ｎ 透過ｾは ｓｏＮＥ である ｯ ｾＪ 列 室 に於て生 じる透
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" 111 "70  

積 類 反 射 率 ｃＡｾの 透過卒oの 吸収率oの

明硝子の反射は、整反射、或

は それに近きも のである。

無 色 透 明 板 破 子 8  

同艶 治、 ¥!lfi1向日[ に光

10  

を前 て た場合〉

問、f骨而 に光 をお て た

12  

:J.g.g. 

官 ｲｾ /ij'j 子 8- 10 

乳 白 /ij 'j  子 70 

ti;1.  餓 荷1 子 44 

u  色 漆 日食 l笠 80  

品il 色 同 _I -.  30  

F草 茶 色 [i1J  上 . 60  

商 に殆ど暗 き物腫の; ; 診像を? 生 じない。

90 

81 

77 

9:) - 80 

20  

48 

2  

9  

11  

2- 10 

10  

B  

2 )  

70 

40 

( 硝子面が平面 に近い程 、

反 射 も従って整反射 に近づ

¥)  

今透明硝子の隔側に夫 々

物館あ りと し、その一方が

他方より も極 めて明 るき! 侍

は、明るき物躍の側 より 見

?こ る硝子商に暗事 物鱒の賢

像と共に 、鮮明な る1持者 の

「影像」を 生じ. 而して 、暗

き側より見? こる 時は 、硝子

その理由 主? 考ふ るに、 今 第3 闘に於 て、 硝子商の法線上 . M 及び N に、共に硝子I自i

第 3 R首l

見る とす るo

rp = P O の距 離

に相封する小登光 l師あり とし 、i l 1Nを結ぶ直棋

が硝子 商を通 過する 鮪 ｾｏ とする 、 而し て

B 'lI = M j 面の輝度 )

ト共に硝子l師に釘 する

B N= N [留の員1¥度J

A ，u= M な る凶[のl面積 1

ト共に小I自if1i

A N= N の|断積 J  

r，l1= M O の距離

1' N= N O の距 離

今 . 同法棋上 f よ れ 硝 子商を透 して N を

ｅｎ ］ ｐ 貼 に 於け る ｎｲ 白 ｩ より のＩＡｾ ｾ 皮

とすれば、E N は次式によ って表はさ れる 。

B .， A "  

ｅ ｎ ］ 硝 子の透 過 不ￗ 一 ｾ ～ Ｇ ｾ Ｂ ｾ ｖ ー
( l'，，+ r，J

) "  

市して 、M 商が硝子商 に反 射せる 光が P 結に輿ふ る! ! 日明を E .l 1 とすれば、之は M の

碕 子面 に 釣 する 封稽 ｾ ａ M I よ り、M の締度の 8 %( 硝子面の反 射率〉 を以て P ｾｽＡ告 すと

考へ得る 故 に

B " ，A 一一E
J l

= 硝 子の反射本 X ＮｌＮＮＧ ｊ ｬＱ ｾ ｾ ｊ ｬ ｦ＠

( rM+ r l '  ) "  



上式に於て、 E N は即ち P より裕子商を透して見? こる 諮問 N の明るさ、 E ，u は即ち

それに障害を奥ふる所の M の反射の強さ、即ち影像の明るきである。

か〈の如し反射そのものは部商の明るさに腕¥f ; 系な〈存在するものであり. 議題の明暗

が如何であらうとも 、反射商 βグの明るさが 一定であるならば、反射の強度 E .1f も一定で

ある筈であ るが、質際に吾人の限に興ふ る視l惑は之と梢異なるのである。吾人の限の調陪

作用は硯 lJi i' の内の明るい部分に到して 、自然的になされる。云ひ換へれば閉じ硯腎 に明る

きものと l情きもの とがある場合、|鴎・きも のi主眼に感じないか、或は極めて微弱か であ れ

その税度は此の二者の都度の比によって定まる。それ故に反射の強さは理論的に一定であ

る場合に於ても、 王位商よりの明るさに襲{ じがあれば、吾人の感賢による反射の強さは費{ じ

する。今

である。

f = 吾人の硯感による反射の強さ とすれば

/ = K Lム . … (K は一定の鐙化をなす数)

.  

ｾ・ ｶ

_  17 B "[ A，，l r N+ r p) 包 X 8 … … ; 硝子の反射率)

- H  B NA N'. rM+ r p ) "  x 90 ・・・… ( 荷予の透過率)

上式に於て . A ，u， A N を共に ー一定の小面積とすれば、 / の聞は B M，'r Nl が増大するに随

って増大し、叉 B
N

，行 f が小さ〈なるに随って増大する o f は即ち反射の強きであるから

古屋ff { e 気持よ〈見る矯めには、/ の債を極めてノj 、としなげればならぬ コその矯め には反射

物 ( BJ{ ) を暗 〈し、茜函 ( B
N

) を| 明るくし. 苗l YI と碕子面との距離 ( r N) をノj 、さ〈し、

硝子』冒と反射: 陶との距難 ( Y. I [ ) を大事〈しなけれ i ならぬ. と云ふ事が分るのである 。

上式に於て、若し吾人が硝子函に吾人の影像{ e 見る場合には、 η を? 行f に置き換へれ

ばよい。

f = K  BMAM( Y N十 行 [ )2 ×三-

BNAN( 2  y，u)'  " 9 0  

( 但し此の場合 B ，Jバ1M { e 吾入の明るさとし、 Y J 1 { e 吾人と硝子商と の距維 とする 〉。

f の f unct i on をなす二要素Ｎ日月るさ、と距織の内、明るさの方が進かに大ｾ ¥ f の僚に

影響する。叉距般の方に就いては、一般の陳列室に於ては、色 k な法則から、之を嬰化せ

しむる事が不可能な場合が多い。それ故に、一般には明るさの方のみ考ほ すればよい ので

ある。

以上述べt: 所を要約すれば、吾人の硯感による反射の程度は 、硝子断念反射する光と、透

過し来る光の強さ主の比によって定まるも のであり、吾人が硝子園を透して或る物瞳を見

る場合、硝子商に反射を感ぜきf らんが矯には、吾人の側よりも、物轄の方の側が明る t 照

らされて居る事が必要である。 吾入力Z輩間蘭子窓{ e 透して何等の反射な〈窓外の景色を眺

め得るけれども、夜間は反って自己その他室内の物腫の影像を見るのは皆この理である。
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去 に於て 、問題 を再び陳列室に良 さう 。硝子張 りの約必が最も反射を生じ易いのは 、 そ

のjズ射率 ¥. 8%) の大な る矯めであるつ陳列棚の硝子| 白[ カ; J1i ，こ反射の感度が大なる は、一 般

構造 による棚に於ては、光が|人口1官に入っ て念 i肢に減少し . 陥って 、訪 i印の1I ) j る さが大い に

減じる矯めでめる 。滑らかな ilh輸の類は 、その表 l白{ 被{ 肢が伺子 lこ似? こ働きをなすもの と考

へ られる o ｾす んに 輸識が一般 に 反射を生じ 幼い のも 、 要 するにＮ その ｬ 汲牧卒の大なるＺｲＮＮｴ

めに、H月るき 約百I に比して出 l白iの蝉度を岐十る矯に外ならな い。

3  陳 列 室 に 於 け る 、眼 の調 麿作 用 と 肱輝 と に就 い て

ｦｉｬ ｾは 非 常 に 庇 い 範 ｉｾｹ の感此を も って居り 、 民夏の 日 光の ｬￜ ｾ Ｎ ｊ ずるか ｉ で も、 又 ､ ｬ ｾ 片 夜の ｊｴ

Tごりあ るNf でもj ，. ! . える。芦ドJft の上t は質 lこ10，000，000 笠J 1 にも な る。かか るJi Uこl切る き)iJ[ に

もlI if き)Wにも 倒れ る作用を制限作用と云ふ o ｉ 明る い か「から ＱＱ 行 い Ｉ￭ｊｦ へ 、 又は ｉｉｧ Ｇｾ 、 所 から ｬ 切 る

い ｪ 訂 へ 盛 ると 、 調 ｬ 症 が 完成 する ま で ￯ ｬｾ ｪ Ｇ ¥物が見 えな し、。叉|切るいmから 、念 にII s' 1. 、)iJ rへ入

ると 、一屠l I it- < 感じる し、"苦いmか らl切る い所 へ出 る し IW前If ( gl ar巴) し を感 じる 事が多

し、。

陳列主に於げる油営なる明るさでも . 外界から急:に 入 ると非常に暗 〈感 じ るも のである

から . 調 態が完成する まで 、他の主主をi l l ! っ て入る様に しなげ ればならぬ。若し陳列出 より

も柏 l々層別討を通って入るならば 、その聞 に11昔調艇は完成され 、反っ てlリ1調胞1こ傾〈故に

l明る〈 感じられて、効民はよいのであ る。

光折 、 の反射は ｉｬ ｩ［ ｾｬ を感ぜ しむ るｾＮは師 に ｾ ｜ 1 的に支! l ; ぺ fこが . 陳列室に於て感じ る11立がp.は

ￏ ， ￯ に之 ｌ Ｇ けでもは Ｚ ｾ Ａ Ａｾ い 。 ｾに 詳ｫＭ Ｑｬｉに Ｑ 淀 ＱＱ 片 す れば 、 成 前 ｬ Ｇ とは叫ｉ｜ＡＮ に あっ て 、 不↑倫 ｩ 夫 、 苦ＺｨＧｦ ｪ を＿感

じる 様 な光灘 ｦ ーを云ふ ので あ り 、 我 ｫ が陳列室 に 於 て見る のは次の女 ｦｉ ｾ 種類があ る 。

1  蹄度眼前ｾ ( Br i ght ness  G lare)  

2.  劃比11支部jf ( Contrast  G lare)  

3.  被膜1技師 ( Vei l i ng G lare)  

4.  斜 J!? 肱恒If ( G lare  due  to  lateral  il l umi nati on)  

輝度! 伎蝉 とは、 視野内 にあ り、 その問! キl より過度に似い光線に よっ て起 る|佐虹tf で、太陽

のul 号、j はも とよ れ ぞれを受げ に窓 、白壁を見てM るl時によ〈 起 す 、叉事!R電球 会見 て居る

時 に 起 す。 之は ｉＡ ｴＧ［ＮＧ 孔が過 度 に 訓 ｉｦ Ａｂ する震 に 過労 する のであり 、 下 ｽｪ から ｉｉｬ ｾ に入る 光は左手早

川 ｦｊ 友が 山〈 な 〈 て も 、 ＱＱ 玄白 ｈＧ 起し勝ちである。之は ｉｉ ｬｾ には ･ ド ｽｊ に 到す る 保 設 が 上 ｽｪ ［ｦ おと金

でない故で あ る 。 ( よ く|泌列棚j のl人j i¥l¥をlり1るくする zt に|人l 合i¥J-" }j に屯慨を世いて 、 その屯

燈 が よ〈 見え るのが 佐 々あるが 、美 術館に 於てはあ れは避けなげ ればなら ぬ。)

針 比 ｦ ｬ 主 蝉 とは脱 出＿ の 中に部 ｪ Ｈ 度の高い部分 と低い 部分とが相隣 り あっ て ｊ［ ｾ る場合 に 感じる

11主的{であ る。|味列室 に於ては窓側の紛蔀を見 る時 など 、 よ〈之を起す。

被 映，lyJ; p:とは 、見るも の との間に やや 11)1 るい 被脱或は Jl :;;し、被肢がある 時、日)1叫 する とj:; .t ;

，V  11 7 2  



1-1'，来なし、。かかる場合の| 肢がFを云ひ、第一決光源の反射は此の例てーある。

斜照肢が ｰ Ｎ 、 副総に近〈光源のあるときに ｲｧ が ｉＨｾ 感じる。陳列家に於ては、側窓や、電婚

がよく之を起す。之を避げる需には 、光討がが脱線に劃し l f j O 以上離れて居なげればなら

ない。

第二攻光悦の反射は、時に苦ｽ比防怖を起す時もあるが、一般には肢が ￬Ｈｾ 生じなし、。その

か ｪ しさは 、 ｈ 月るき部分にま十する肉 ｭ ｾ の調ＱＮＱＡｦｦＺ｣Ｎ調 ｬｪ Ｏｬｴｩの調印例制攻す るが 矯めである ｲ

硝子張りの約諮に、明瞭なる第二次光源、の反射を生じて居る時には、正l割以に絶えす仲柿

を促す。之は諮問と影像との聞に 、網膜に像を結ぶ距離に相等宗そがある故である。即ち納

訪を直視して居る時は、影像はｦＱ月ｼ昨には肉Ｑｉｉｾに ｈ 央らないけれども、兎もすれば、影像に焦

知を合し勝ちである。陳列棚の場合に於ては、官像 k 影像との間距離は伶り鐙らない。そ

れｉＧｩ立に調町 ｪ の 刺肢は 伶り無 い ｯ 然 し棚内を直観する時、同時に 影像も ｬ 明 ｩ 僚 に現れて 、 ｉ 主 ｊｲｬｬｾ

がそれに調際する事が往々あるしにがって 、か〉る場合は何れがI i 点9 ' 1.'. 1 ' 1 ，であるか迷ふであ

らう。( 本市il .t 山内 二郎氏葉、ftl 燈 、円 光照明工撃 に1:1'(る Ni があ った〉

4 天 窓 陳 列 室 に 就 い で

従来より美術館に主として刑ひられて居る形は. 天窓式採光法( ' l 、op J ぽht i ng Method)  

である。この形が殆ど原則となって居る のは、 云ふ迄も生! 日 IJ l l 壁全部を| 味列に使用し得る

からである。天窓は室内汎〈穏かなる、且つ比較的一様なる光ｾ，ｧｲｾふるを得る。叉それは

槻者が諮而に向ふ場合、普通岡町1こ存しないから、往 k 側窓主主に於りるが主n ＼ 、 位担ｾｾ感

じるが如害事は無い。

天窓室に於ては、光甑( 天窓) の詣面に於ける反射

は容易に之を避〈る事を得る。第4 固に於て、E なる

嗣舶 に τ 諮 問 ｰｰｾ 見るとせよ 。撚る時は茜商 ｐ ｬ よ

り上古f に天窓 t の反射を生す・。 今天井高を 人 ま で 上

げると 、反射は P より上に消える。即も天窓室に於

て、屡 k 天井高の高過ぎる感あるもの多いのは、光源

の反射を生ぜ しめぎらんが矯めである 。

t， 

第 4 附

次に諮耐 lこ近付いて、 E ，なる叩黙に於ては t の反射は下って P " の上に生す' る。即ち

天窓主に於ては、観者がf.Jt.'i iri に近付〈に随って 、反身、j も下降する。叉光源が槻者の飴 り後

方 に在る場合でも反射は下降する。こ の意味に於て、 天窓室の不 l白[ カ，_ 長方形であると、そ

の雨端の短慢に掛〈る古l簡には、光)J ! ，! の反射を生じ易し、却である。この例は服; 々 ある。

光源の反射が識面に生じる時は、給| 自( を少しー下! 向きにする事によっ て、 之を除〈事を得

る。第5 闘に於て 、壁画i に謹直に掛げに時に生す・る反射 x g は前方に総高を州げる事によ

って g . g，となり 、絡213の上方に消え去る。之等を見ても明らかなる女n< 、天窓陳列室に

7 3  VI I '  



第 5 岡

於ては、光源の反射の除去は割合 lこ簡翠である。

:37，くに第二次光源( 翻者自身} j . j ( は他の反射の割象とな

る被J f ( i物) の反射は如何であるか。 これは 天窓陳列室

である限り 、こ れを避〈る事は如何にするも不可能と

思はれる。観者が出国よりも明るき所に立ちて、之を

見る事合に 、反射を生す' る事は既に述べ1: 。然も天窓

室 iこ於ては、翻者は質に室内の最も明るき所に立つの

である。 今之をJ ! ( i，明 rlh綿 によ って示すと次の虫l' し。 1再

第 61河 併殺天窓、完の床 i¥':j を 10. 0 nR主主へて測定せる照明 的 線 Si r Fr nnk Bai nes 及び 1-0 r.

Offi ce  of  ¥¥'ork がで¥ati onal Phi si cal  Laborat ory， T edcl ing T on  ，こ1冷て貨物大模瑚を f n

て Test せ る も の

“ T he Li ，Qhti ng  of  Pi ct l l J ' e  Gal l eri cs  &  M lI seu ms "  R. Hurst  Sevger 氏 著 - J ournal  of  

t he R.  1. B.  A.  V ol. X X X  N o.  5  Janl l .  1923ーよ り利 減

(1l1l1mi nat ! ng Engi neer  A pril 円22 或 は J Ol1rnal of  j he  R.  1.  B.  A.  Act.  1922 ，亡於 け る

報告を参照すベし〉

6 圃 ( A，B ， ｃＩ 、 ｾｾ Ｗ 園 、 第 Ｘ 闘は 何れも各種 の夫君、室の各位置の明るさをに照明曲紘によ

って示して居る。即も 天窓安は一般に、水平照度は宝の 中央が最も大である。それより雨

壁に近付〈に陥って漸決低〈なる。叉官 ｩ 商の位置に於ける霊直 ｭｾ 度よりも 、 観者の立つ位

置の水平j何度の方が遁に大である。 E っこの芸は室の天井高が大になるに随って大き〈な

る。但し之等は天窓に太陽の直射無き 一般の場合であって 、茜室が多少でも太陽のw: 射を

受りるならば、之等は2! Jif 室の方向と 、天空に於ける太陽の位置によって多少受化する。而

も此の事は一般 に反射の科度を減じな いのみならす¥反って反射金より鮮明 なら しむる傾

向がある。

第5 闘の古川 、 約歯石? 前方に rlt げる 事に よって、光源の反射は| 徐き得るりれども、第二

次光源の反射は矢張り五!Ji 中に在る。要する に. 天窓宝に於 ては、制者又は他の物憾のjメ身!

の避vt 難きはJ J : : むを得なし、。

きれば、 天窓陳列室に於ては 、反射に鋭敏なる裕子張りの終日!J jのrw列は不治営である白

黒十める滑らかな泊粉、テム ペ ラ柏、或はワ ニス塗 りの納tfi 等も油しない。然らさ' るもの

.l'! jJ も光源、の反射さえ無げれば槻る に差支八無事明るき剖i輸. 日本霊等の陳列は天窓室に て

VI I .  74 
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奈良 市 帝 ネ 博物 館 天窓 陳 列 箪 ( 第 6 ti.左京〉

照 明 測定| 凶1 Ｈ翠 Ｑｾ｛Ｑ 沢燭〉

iJlI J 定 日 11(-1平n4 年 3 月 10日

iJl lJ 定 :IJ f- /i U 午 後 零 時3) 分

天 候 1[，¥; 天

備 考 との:卒の南北の町一を問し rlJ 央断面'

に隠って測定せるものなり

第 B 岡

明 治 神 宮 外 苑 給m官'ff 自然光照明m・

3別立吹 燭

本 聞 は 照 明 観 合雑 誌 第 11谷 第 2 披 所 哉 、大 山 松次 郎氏 、林

田祭政 氏測 定に よる ものなり

測定日 nfj;fn  2 年 11月23日晴天

貴' ; 9 岡

第 10Ii;. i]
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第 11 間 基 ｅ 徳記念給包 官 庁 Ｈ 給也 容 ｉＡ列ｾＩ

第 12園 祭国記念館〈犯念集〉

充分である。

天窓陳列室の賓例は多〈あ

る。闘西では. 奈良干管室博物

館( 第フ闘) 、恩賜京都陣物館

( 第9 闘j がある。但し之等は

納苗壁面陳列で無し陳列棚

を置い fこものである。近〈完

成する大阪美術館の撤室 ト

天窓式を採用して居る。上野

表底的干( 第 10 闘) 、聖徳記念

納詰館( 第8 岡、第 1 1闘) 、黒

田記念館( 第 1 2圃) も皆天窓

陳列室会有 して居る。

天窓陳列室は、構逝単純で

あ り、 複雑な る毘根の形に於

ても、よく施工なし得るし、

叉その形 に就いては、多〈の

人lこよって相等深〈研究され

て居る故に、設計が楽である

のと 、出来上りが比較的無難

であると云ふ利票占がある。( 天

窓室が、何故tこ水卒nn度が、

罪直 j限度よりも大で あり 、E つ7 k 卒照度も 室の 中央程大であるか、と云ふ事は照明理論に

よっても計算なし得る。その計算方法は、色 k なる方法によれ試みられて居 る。)

( 筆者 も 建 築 祭 研 究 昭 和 7 年 4 月鍛- 6 月披にその方法を述べて置いた 、要 す るに慾は それ に卒行

なる商 J'C最 も 大 な る 光 を 奥 へ 、然 して窓の中心 に近 い程照明も大き〈なる 。〉

5. 天 窓 室 の 蟹 形 に 就 い て

既に述べ? 二女川 、天窓| 線列室に於ては如何にするも第二次光源の反射を菟れる 事が出来

ない。此の欠黙を無〈する矯めには 、観者の立つ位置よりも 、ZL?面を明るくしなければな

らない。愛に於て、 天窓の形に種 k の工夫が蹟らされるのである。その内の数種を傘げて

見ょう。

1. 東京府立美術館 ( 第 1 3闘、第 1 4圃〉

この緒苗室は「柔い光線が見物人よりも 苗壁を照す」 様 に斯 〈の如〈、天窓の中央部i t '

V IlI 7 6  



閉じに形が採用されに。併しj照

明曲線が示して居 る援に. この

陳列室の採光欣態は一般天窓室

主何等盤・ りは無い。明るき色調

の油給は支障無〈見得ゐげれど

も、 It苦い色調となると茜断が光

る気味がある。硝子張り の紛は

鏡の如き作用をする のはゑj論で

ある。今此の室の断面に就いて

考へる に、天井高を今少し低〈

するとすれば、親者に ｾｊ して讃

面の明るさを大にする駄に於て

多少の効果はある Tごらうが. 今

度は天窓自身の反射が薗泊i内に

入る憂がある ω 即ちか〉る J診は

光源の反射と第二失光源のそれ

ｾｾＱＳ 聞 東京府立美術館、給部室 〈天窓室〉

照明以IJ 定凶 ( 単位択燭〕

。lI J定日 昭和 4 年 6 月26 日正午 、 天 候 晴天

と同時に防ぎ得ない事を如賓に示 して居 る。

第 15 闘は L ondon Nat i onaJ  Ar t  Gal l ery の第11室であるが. これもこの採光方法を

採って居 る。

此の外、天窓を成 る可〈 壁際に寄せて 、苗耐を観者よ りも 明る 〈せんとし? こ例は屡 ノそめ

る。か〉る室に於ては檎蓄に近寄りて観る場合、丁度天窓の下に立つ事 になり、必然的に

番商に強い自己の像を現出する 。

2.  第6 聞 B の如き形

斯〈 の如き形は、 一見茜

壁の明 るさが最も大である

核 に忠はれる 。然 るに事賞

は照明曲線の示 して居 る如

〈、疋にそ の反射である。

したがって、第二次光源の

反射を除き得ない事は云ふ

迄も無い。明治神宮外苑給

者間は、か冶る形の屋根の

下に更に天窓ｾ付り＿こ形で

.1)る 。し? こがって. この室は

第 14岡 東京府美術館f C給銘隙列議〉
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ｾ ｦｉｉ＠ ＷＧｾ＠

一般天窓室と 何 等

異な る所以 ＱＡＡｾ い。

それは その J! (( 日月曲

線 が lリ1らかに示し

て)，r，- る。一般に屋

1 R 窓の )1主力引l 何 で

めら うとも、 その

下に天井窓があ る

ならば 、採 光J伏態

はその ｊｲ ｾＨＺ［Ｚ よって

定 まるも のである

と考 へてよい。

会P， 15.必1 "j c窓 去 の封形の例 L :mdon Nat i onal  Gal l ery of  Br it i.; h  .'¥1お 第 11T主

3.  京都美術館

( 第 16 困〕

か〉る 11去を? 高層窓とも 云 ひ 、( 叉下元主u氏は明居窓と陪して) ，. g . られる。) この美術部 は 、普

通 のX 窓室 より も、 採 光j状態は幾分良好で・はあ るが 、T i 骨子張りの給詔I には、 第二次光ゅ;l の

反身、j は矢 張 りJ蕊ぜられる o F!; 壁のJ ! ({ 度が故大では似し一般のj伏態に於て、 宝の 中央とが最

もl明るい様である。之は 天，11: の高 し 民自であ るおめに 、天井や壁の上部に 首つ?こ光が影

響 するも ので めらう か。

京都美 術前に 於 ては、こ の式の 隙 タ ｬ は ｦ が二階の 紺 ｩ ｬｬ Ｍ 宝の ＩＱ てをｾ 1-

l

i めて出力 、 東 西 に長 き

もの と、南北に長 き室とがゐ る。こ の宝のJ!附!(以(代{明a訓測洲111リl定とし、日身射J とsを?、天|峡峡及ぴ太防の位置 の凡

ゆる j猷U伏t態に於て i訓訓測II州則IIJリ定 しTに: な らぱ、相等 IUI 内い結論が得られ ると，目、ふ のであるが、先づ大関

第 16岡 京都美術館階上陳列$:
には次の事. が云 はれる。

か〉 る}j j は. )乙うい同誌I監のJ ! H

度 に最も芸異ーを主主じ易い形でめ

る。太陽の位世が 、一般の天窓

1市に於げるより も活 に 説 f:/i に 、

ｩ ｴ Ａｦｩａ ｌｔ のＮｉＡｾｾ皮 ｬ こ ｪ 訳、型 する。之 を防

ぐf . t めには 、カー テン にて制的

しなり ればならぬ。その結果、

岡崎 に比較的; 均等 なる照明が得

られ七時の保光 ｊ 伏態は 、 ＭｦＮ ｉ ｾ 天

窓宣伝に! 以? こも の であ らうー

即 ち、か〉る採光法による陳

列主主lこ於ては、雨詑f壁のJHt 度の



Ｑ Ｑ， Ｇｾが ｩ ｬ ｾｊ し〈 なる ｚ 蓄が多〈 、 その昂めに

"れ、1!lrJの諮砲に掛げ 1: 硝子張り の将司1

には、l明るい側の苗 壁の彩像力: 明般に

I決り、これを防ぐ昂めに 、ー J; の窓 に

カーテンを 掛けて光を減じる し 今度

は番町に槻有自身の影像力: 明らかとな

って来るの であ る。

: ; t も此の形式の内にも. 色々な M/J;

ib 1:> ，盛 に工夫され .m' 究されてほる 。

( 下元連氏は との形 式 の 或 る 形 l亡、特 殊! り]

暦 窓 と名付け . 後 ill ずるプミ 仰l窓 ぐTop-Si de

Li ght) よP も優れたもノコあ るとされ て居

る。 筆 者 は、氏 の研 究 の 優 れ た効 果 のh 際

に 就いて、 手F見す る機合 D 一日 も早から ん

事を ，iVi って府る 。〉

N 江ti onal Ｈｾ ｡ｬｬ･ｲｹ＠ of  13rit i sh :¥r ts 

， Ｉ Ｉｾ｜ ＱＴ Ｇ ｦＮ＠ cm 1 7凶 ) も半ろこ の)1ヲに j必

す可きものだらう o 此の宝に j kても、 tJ! ; 17函] N .  G .  B  A.  Ii ; 14:"主

如 何にして床より も、 苗 監 に よ り明るさ光り 得 るか と云 ふ事の箆 に、採光法に品IH心、の詫意

がは捌［れに。その結果普通の天窓宝に 比 して Ｎ 非常 によい効 よ ｾーを得 ｦＺ がＮ 向完全 に 反射 を

除去する主誌を得なかっTこと報ぜられてJ dる。

若し、か 〉る 形の採光窓の ‘ イli J れが一方 を遮蔽するならば、 その直 下の苗壁に掲げられ

に硝了張りの$ f i 1i.!Nに、我々は光源の反射 を生ぜ 5 る程度に近付〈ならば、共庭に第二次光

dAlの反射の全〈泊え 7こ気持の よい有機を見るであらう 。何故であらうか? 之 、艮jl ち次に

述べる天 保1] 窓の理に随ふ矯めである。

6.  天側窓式陳列室に就いて

'1・op.Sicle L ig hting  M ethocl Ｈ ヲミ 側 窓式採光法とは 、 第 Ｑ Ｘ 凶に示す虫 ｮ ｾ 採Ｇｊ￩法ｾ云ふ。

この固によっても 分 る如 〈、 この式の特徴は人が徐を 第 181，;，;] T op  f- :id巴 Li ght 式 採 光 法

8eι Lger 氏 1) ;( 1，' : ，] による

槻るイ立世の上 方に 、低い天井 を設け 、 その天井の践の

上万に 、過|白 l に劃して保i ' e 窓ぞ設げ るのであ る。その

結果槻者の立つ位世よ りも、 TJIl 印ーが明るくなり、 苗凶i

よりの反射を除 〈事 が出来 るのであ る。

この方法は 、S. Hur s  t  Seag er 氏によ っ て11昌導され

t:採光 法で、 その研究殻表は ] our n:l l of  R . 1. β A  
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第 19凶 Sargeant Art Gall ery  m室採光法

Vol  X X  No. 2 (1912) 及ぴ V ol. X X X  

No.  5  (1932) 誌上に於てなされて居 る (

筆者 ト 建 築 雑 誌 、 第44輯第 540 蹴( 昭

和 5年12) n に於て 、 「美術館の採光法

に闘する研究」の中に、そ の紹介主 筆者

の質験的研究を付り 加へて報告 して置 い

?こ。〉

この式が最初に試みられに美術館は . Nc w Zeal and Wangunui に於りる Sarg巴ant Art  

Gall ery で 1914 年起工せら れ. 1917 年に完成しに。これは氏の思ふ通りには賞行出来な

かっ fこげれども. 兎に角此の方法の最初のものとして成功であっ? こ 3 第 19 闘はその室の

断面である。この美術館には数種の大いさの陳列室がめって、闘の如し入込 ( Bay) 1:: 

歩廊 ( Colli dor) の式を用ひたものや、ノj 、苗を陳列する矯めに. 一室内に之を l佐用 せるも の

等がある。面 lこ奉げたものはその最も大なる一室であり、歩脳内より歯商を見てその効果

は最もよい。反射は劃壁に掛げにる苗商には勿論、その両側の側壁に掛trnこる輪前にも生

じなし、。 天井 と腰は大憶に於て、白色を用ひ. 壁は凡て 11昔色である 。

芸大に 1926 年 、R omanine  Wal ker. 

G.  J ei nkns 雨氏によって建 てられに

L ondon の Nat i onal Gal l ery of 

Bri t ish  Ar t の第 13 蹴室にこの方法

が試み られに。第2 0闘はその断面、

第20凶，1 Nati onal Gallcry of  Bri ti sh  Ar t  

第 13'-; 長

VI I I  8 0  
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第2 1 闘はその篤異である。この陳列室は巾 25 沢、奥行 75 吠の犬いきで、巾 14.6 吹の Bay

と9.6 ｾ尺の ｃｯｬｬｩ､ ｯ ｲ に 分 れ て居る。 こ の室の採光窓は歩廊の 天井の上に 垂直 に付げられて

居 れ その窓が直接番壁を照ら す、而して、 歩廊に落ち る光は大なる阿宇闘をな す天井に

窓よりの光が反射して来 る間接光線である。而して給苗に油嘗の光を輿へる矯め、 E つ歩

廊 に強過ぎる光が来る事無事様に. 君、の外側作J k 離れて、ス クリーンが設け られて居 る。

この弓形をなす 四字闘の天井は この場合極め て効果がある。 肉親者が茜面内 に光源の反射

を見ない様 に注意を捌; はれて居るのは云 ふまでも無い。此等の結巣この室の採光法は特別

の成功 を示して居る コ

"  The Archi tect  &  Building  News " の記者はこの陳列室 に就いて次の如き印象を述べ

て居る。 r この詩室 に入 るに蛍って観者は 長レ柱列のある歩廊を見るであらう。光源の見

えな い、非常 に柔らげら れ1: 光が指して居る。褐色の絹壁は この効果を助け て居る。室内

に入ると槻究者は 、今まで他の室に陳列さ れて反射が甚Tごしかっ た数多の檎識を、 2ぎに気

持よく観る 事力; 出来るのに 策イすら それ故に、 始めは硝子が額鍛から取り除かれ1: のでは

無いかと疑ふ棋である 。が向よ 〈近付し、 て調べて見る と左様 で無い 事が分る 。之は勿論詰

壁?ご りが直接の光を受 りて居} 9  ，Ｎ歩廊は弓形天井から反射さ れに 極 ｱｾｾ 、 光を受りて 居 る

からであ る。」

以上述べた所によって、この式を採用した美術館が、如何に優れに効果を有して居るか

分るのである。

この式の特徴は前にも述べ1: 遁 i 採光窓は、必守番壁に封して上前方、即ち観者の立

つ位置の上方 lこ無ければならなし、。而して‘ 茜壁に最 も大なる光を興八ん矯めに. 採光窓

は必十苗壁に封せねばならぬ コ第6 闘 B に於て、今右側の窓を遮蔽すれば. 右側の蔀壁に

掛った硝子張りの絡茜は. 何等の反射無〈見得 るで あら う。何故ならば、か〈する 事 によ

って、右側の茜壁が室中最も明るき所 t なり、加ふるに、参観者の讃壁 に劃する側が l佳と

なるからである。之即ち Top- Si de Li ght 式の原理である。但し此の場合 . 左側の讃壁は

使用しないのである。

Top- Si de  I必ht 式の採光形態の特徴は 、ぞれ故に、茜壁の照度が観者の立つ位置の .

7 k 卒照度及ひ' 脅壁に向ふ側の霊直j照度 よりも大である事、及び水平J fii¥度は茜f壁 を離れるに

随って漸次低〈なる事である。この傾向は床面 ( 測定闘) を上げる 事によって、即ち 天井

高石? 低〈するに随って銃 k 瀬著となる o ' f ，霊験測定闘 、第2 5園、第2 6闘を参照さ れ度い。こ

の意味から云っ て、 天側窓式は天チi 高を高 くする と、 その効果を滅す る恐れがある。削ち

第一次光源の反射を生じな い限度 に於て 、天井高石? 低〈 する 事が望ましし、。

今一つ、観者の給茜に向ふ側が常に Eまになる事、之は第二節に述べ1: 如 し 反射を除 〈

黙に於て、極めて役立って居るのである口

81 v 川



自 ｾ ＲＲ 問 T op-Sicl c  Li ght 試験宗

大阪美術館も 、前建築

課 長 波 江 悦 夫 氏によっ

て、そ のm! I: 室がこ の方法

が採用 され る事 になり、

筆者は命じ られてそ の研

究 に営つ仁。 試験室は大

阪美術館天側窓陳列室の

大関 2 分の l の大 いきに

作り、之を美術館の傍に

建て 、共虚 にて、採光試

験 として 納智'is;kダIJ 賓験

と、 ＩＡ ｾｴ 明Ｇｩｊ ｻｬ ｊ 定 主 主＿行つ に 。

第 2 2 闘はその断面 、第

2 3問、第2 4闘はその潟

真である。その賞験方法

並び に結果は 、建築雑誌昭和 5 年 ・12月競に詳細に蛮表 して置い? こから、 今そ れを繰り 返

すの接雅を避け 、単に! ! 日明ml 健闘の一二を此庇に掲載す るに Ir. める。

第 ＲＳ ｾ Ｂ￭ｬ t(l 24W"'1 
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第2 5閥、第2 6闘ー兎

も角筆者等は. この質験

によって. この式の効果

に催信を持つ事が出来1:

し、 ;民他事ぶ所が極めて

大きかっ1: 。

大阪美術館は此の式を

採用したが、それは未1:

建設の途上にあれその

負3 際的研究は今後に局す

る。但しこの美術館は極

k なる事情の矯めに. lti lJ 

肘を受ける事が多〈、

Top- Side  Li ght 式として

所期の効果を奉げ得るか

どうかは疑問である。こ

の式としては、和 k 天井

が高過ぎる事、及び隔壁

陳列式である事が Top-

Si de Li ght としての効果

を幾分減じる t 思ふので

ある。然し、この美術舘

の意闘し? こ特色は、その

天井裏の活用 にあ り、 共

慮は廊下の如1<. 、他室に

蓮らなり、自由 に通行な

し得るから、此鹿に採光

調節設備を設〈るなら

ば、極めて簡寧便利にそ

寄¥;25開 封IIJ 定日昭和 4 年 4 月20 日牛後 l 時雨天

家
盈

ml 昔11ei. d l( 場

ヌK 平 安 7l

ｾＲＶ 岡 測定日l I rl 平日 4 年ヨ月 7 日午後 2 時晴天

の目的を主主し得る筈であ る。これが、云は Y この美術館の新機車Ihである。そ の詳*111は. 何

れ美術館竣工せる後報告する克りである。

次に 、筆者等が質験室に於りる研究より得? こ[ ' ! r の . こ の式の陳列室の設計並び に設備に

劃する考察の大略を述べる。

1. 形の種類に就いて

8 3  VI I I  



⑤ 

第27闘

T op- Si de L ight 式陳列! 室は、大樫第

2 7闘の如き 3 種類が考へられる 。

(A )  は片側陳列式で 、倫敦 Natio-

nal  Gal l ery of Brit ish A rt 第 13 宣告が

この形である。

( 8 )  は中央歩廊式で、その質例は 、

Wangunui の Sargeant Ar t  Gal l ery 

に在る。

(C)  は雨壁陳列式で、 Sargeant

Ar t  Gall ery にこれが試みられて居 り

大阪美術館夫側窓室も之を採用して居

る。( 第2 8闘)

以上三つの内本来の目的 、.F! pち反射

光除去の黙に於て最も効果があるのは

A 型であ るo ｂ 型や ｃ 型は梢もすると、太陽の位置によって、一方屋根が特 に 強 〈 光ｾ

受り勝ちである。市してそれが雨讃壁の照度に大なる 義異を生じ易い。これが屡 k 前面に

於ける反射原因となる。即ち. この場合室内で最も明る¥J 照らされて居る所は云ふ迄も無

〈諮壁であるから 、槻者自身の影像は生じる事は無いりれども、その片側の特に明るい喬

第28聞 大 阪 美 術 館 Top- 只idc Li ght 式、陳列集計設問 、雨壁陳列式

I I I V 8 4  



壁が聖母壁の給歯 lこ反射 を伴ひ易いのである。この黙は B 型は C 型に比 して嵩壁聞の距離

が長いt.: り勝って居る。 A 型は完全にその憂ひが無し、。 C 型は必然的に屋根裏に充分なる

光量調節設備を要する。 C 型は云は Y 過渡期のものであり従来の天窓陳列室 lここ の形が一

審似て居 k ぞれ故にそれ等の天窓室を天側窓に改造するとすれば、必す・この形になるの

であり、随って、一般的に色 k 難しい僚件の多 い美術館建築では此の式が一番採用され易

いo B 型はその廊下と入込みの大いきの比、廊下の工夫や、入込みの明暗に舷じて前壁の

色調に工夫すれば、或る程度まで A 型に近付< t ごらう。 A 型は その窓の北向 を最 もよし

t する。

2  形の大小に就いて

前にも述べ t: 古n<  T op-Si de Li ght 式に於ては、照明曲線の特徴は天井高 を低く するに

随っ て影i箸 t なる。併 し天井高を低 〈するし 随って光源反射の可能性が大となる、それ

故に光跡、の反射を生ぜぎる限度 に於て天井高を低〈 すべきで ある。

一般 に、 給訪を見る距離は輸の大いきによって異な るも のであるから、 T op-Si cle L ight 

式を用ふるに於ては、 大IJ 、数種の陳列E去を作払掛ける給諮の大いきによって 、それに相

臨する陳列室を害IJ り首てる事、云ひ換へれば大なる室には大なる絡訪を陳列し、ノj 、Tよる給

嵩の痛めには小形の室を用意するのが理想、である 。

3 .  光量調節に就いて

光量言書節 t 云つでも、元来暗過ぎる E告を明る〈する事は大い lこ困難であるが、反針に明

るきに過ぎる 2訟を陪〈する事は極めて容易であ るから、採光容、は 、可及的大 にし. 室内に

入る光を充分ならしめ、而してその光を種k なる方法にて調節して室内を誼営の明 るさに

するのである。

光量調節としては次の三通りを考へなければならぬ。

，. 室全開の明るさを調節する事

2.  相射 する茜壁の照 度を 出来る ｴＮＺｾ 接 近せしむる事

3 .
r

謂壁の上下の明るさ の差異を比較的ノj 、さ〈する 事

主幹ひ 、之等の罰直下設備 lこ劃して T op-Side Li ght 式の小屋裏は極めて便利に出来て居る。

以上の問題の詳細 lこ就いては、 筆者の以前の小論「建築雑誌、昭和 5 年12月蹴) ｾ参照さ

れ度い。

最後 に云ふ 、先 きlこ筆者の蛮表 しt: !] 、論を元主 し、最近二三氏によ って、 Top- Si de Li ght  

の欠黙が指摘されて居 るが、それは 主 として、 C 型のみを艶j 象として居られる様であり、寧

ろ筆者の同意 し得な い裂が多いのは遺憾である 。併 し T op- Si de L ig ht 式としても、ま? ご

まt.: 研究の足りな L、部分が相首あるのであるから之等 lこ就いては 、向一屠: f i f f 貨の上、大阪

美術館完成 と共に報告 し度いと思って居る。

8 5  VI I I  



結 語

以上述ベ? こ所は、車に美術館に於ける給茜壁面陳列の採光法の大略に過ぎない。残され

た問題は数限り無〈あれ ぞれ等の 中には相蛍困難な研究問題を含んで居る。それ等の-

k の詳細! なる検討は到底筆者等の よ〈なし得る所ではないし併し及ばす・乍らも鷲馬に鞭ち

ますますこの遣に研究を進めて行き度いと思って居る。

以上越ベ t: 所の採光論の概括 として、 美術館の卒而に就い て考察するに

天窓陳列室 に於ては、反射を起きない種類の給雷、例へば 日本部、或は油輸のその他の

陳列には、之で充分である。側窓陳列室に就いては本編にては全然縮れなかっTこが. 之も

同様に考へてよい。但し此庭では窓側の壁、及びその剖壁の陳列は成るベ〈避りねばなら

ぬ。随っ て此EEでは誼控の増大の矯めに、窓と直角の方向に仕切壁を浩らねばならない事

になる。

次に硝子張り給調共他反射を生じ易事種類の紛ZL1は、是非 T op-Si de Li ght 式陳列室を

搾ばねばならぬ o Top- Si de  Li ght 室は各種の大いきの輸茜に趨修する様に、大小二三和

類の大 いき の形を出来得ペ〈んぱ設〈る事である。而して向出来得る限り 、 片側陳列式ｾ

採る可きである。この式を上手に採用する事によって、凡ゆる Top- Si de Li ght 式に射す

る非難は解消するものと筆者は確信して居る。

之等の事は美術館の計撃に営ってｦｊｾーに考慮を要す可き問題である 。 陳列室の大いきの、

形の、或は採光方法の鐙化、随って iぬ列方法の泊官; なる鐙化が . 単調なる美術館、博物館

に於ける槻覧者の気持を鞠換せしめ る事に、効果が頗る 大なるものである事は云ふ迄も無

い。在来の美術開によ〈 見る様に、室の大いきも採光方法も同様なる 室計 り通って居ると、

それによって感じる観費者の ｦｾ ｾ 怠は 如何に大きなものであらう ｯ 之等は採光法的見地より

も種 k なる不合理を営然生す' るであらう。きれば以上述ペt:所の採光法上の各々の特徴に

よって、陳列室そのものを令理的に鐙化せしめて行〈 事 こそ、最も 重要な るプランニング

の要黙と考へる。

本編 lこは、隙列棚室の採光法にも 1慣れる筈であっ t: が、既に設定の紙撤も超過しにし 、

恐らく隙列棚の項t: げでも今迄記述しにより以上の頁T肢を要する事と思ふので 、残念乍ら

割愛する。 Ｂｴｕ 二先きに筆者等が提案しに方法が相営肱用されかりで居るのは喜ばしし、 ｾ ｪ ｔＮ

と思って居 るコ叉電燈J!({. 明に就いても、何れ叉述べる機合がある事と思ふ。

I I I V 8 6  



匡盈・凶 '-ー」

圏 P R OP OS E D
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C H u町( HE S

圏 内O問 5印 刷 町 回 目
HOS P I T A U 

図 ｃｏｍｍｅ ｾ Ｈ ｅ 1; 

I N D U  S T R Y  

クリープランドの地圃

勉] 1 1の計. . 機型

(/) 

( アメリ力 ) ウリーブランドの佳宅計量

ｔ ｈ ｯｵＵａｎｄｾ＠ ｏｾ＠ f {  l  T  

地直 1のヴ口 、リ ク・ブラシ

計撃 に参加し? こる建築家の l 人である Wal t er

R  McCor nack は、この計聾に闘して衣の如

〈述ぺて居る。

「調脊.の結果、クリープランドに於ける低家

賃の住宅計 重は一戸賞最低 1，200 すいから最

高 3，000 弗の聞の工費でなさるべきで ある。

大開 2，500 弗程度がこうし? こ住宅に住む人建

の牧入に達して誼首であらう。

国面は全牧入の 2 0 % を住宅究に使ひ得ると

見倣し? こ計葺である。

建築費の償還は家賃に依るが、比較的高級な

る部分に劃しては家賃年額金工費の 1 0 % と

し、下級の部分に封しては工費の 3 0 % にり

営局の補助金が得られる設定? ごし、叉多分和

税菟除の特典がある 筈fごから、家賃の年額工

費の 8% とする。

建築家 Wal t er  R. Mcl ornack 商事敏氏 8 7  ¥1111 



E 地区 4 のプロヴク ・プラン

こうしに計 霊で試験的 に一部分建てられる 答 である が、敷地、

建築費共他一切の費用を含めて l 戸営 2，500 ＿ｉｾ として、 Ｕ 室の

アパ ー トメン トにて家賃年簡 をの 10 %とすると、 1 室につき 1

月 4 ｾｉｾ の割合となる。……』

計霊祭で禾 ｲｾ 宜地されて居ないが近き将来に質 ー 現せられるで あ

らう。

地聞に示され? こ 1 から 4 までの地l買の中 、1 e  4 の地慌のプロ

ック ・プランが翠げられて居る。その中 I の地医に射する計聾

の概要を示すと一一

建 築面積は敷地面積の 3 2 %

3 階建

約 900 戸 、3，400 室

家賃月額卒均 1 ，室賞約 6 弗

地 慣 1 卒 方 択 に苦手} して約 85 セント

工 費 1 立 方 択に劃して約 30 セン ト

構 造 外 壁 石 造

床 、梁 、柱は鍛 筋 コンクリ ー ト浩

内壁はプラ スタ { 仕 上

床はスラプの上に木浩床

援房猿置は瓦斯又は蒸気。暖房

設備一一窯の設備、機織的冷蔵庫、取附の戸棚 等。

( Archit ectural  R ecord 誌よ り 新名種夫〉

VI I .  8 8  ( アメリ力 ) ウリーブランドの住宅計壷

代表各部平面園

端品日!

t E 

J  

哩111

建築家 Wal t er R. Mcl ornack 毒事敏氏



t真 集士害

i!!I.風場 断 面函

〆

/  

， 

此の 7 月18日英協皐wの御

手によ って 開 i mされる- . - -

シー ・ トY ネルは 、 マ ー シ

ー河底を泊ってリパフ・一

ノL 、 パ ークンヘッ ト" を章占ぷ

ZE前の大工事であって 、工

費 7，500，000 ポ γ ドを要し

六 つ の 大 温 風 筒 、1えび リパ

7 ーノι とパーク y ヘ ッド wi

イI!IJ に合計四つの入口がある

止七 のト Y ネ J " は、 ラ y カシ

ヤイア、チ エシヤイア 、 ウ

エ ール ズ、 lJt.. 7} ミド ラ シ ド

等の大工業地区を革Jf ぷ 重 要

な大動 脈 を な し 、 長 さ がJ

2. 13 - . - イル 、大部分 1/ 30の

勾 配 を 以 て 河 底に達する 。

古文 に、20.... イルの速 さの自

野 ｾｉ ｉｉ はリパ Ｗ ・ 一品 、 パーク

ンヘッド問 6分 牛 を 要 L.

pq列に 100 尺づ L 隔て L 定

るも の とすれば、 l 時間に

ＴＱＵ Ｐｾ 菱 沼過する事が出来る

κと奇宇の j l1が排出 す るガスを

除 く た め の 換 気装 置 は最 大

能 力 l 分 間 2，5∞，α) ( ) 立方

吹 で、i換気塔の高さ 200 尺 、

その 下 に吸 気 7 アン室 、排

主主 7 アン家 、f江鉱: 手があり

7 アンの直径 は28尺 に主主す

る。 そして之が運縛 によ っ

て附近 の事務所 、 ホテノL 、

レストテンｾ［をなやまきな

いやう に機械の 1.1;・1礎を建物

と絶縁する 告すA 特別 注 意 が 排

はれてゐる 。

( Ar chitel" tur al  l{ ev ie w 

誌よ り 本 多E 滋〉

ファン・ルーム

( イギリス) マ ー シ ー ・ ト ン ネ ル 8 9  VI I I  



ｃｂ ｡ ｵｫｵｮ ｾｴ＠ u. f:i liil lt ebau 誌 よ り |刈IU孝タ11)

V Il I  9 0  ( ドイヴ) 捕逸国民反物産展覧曾曾場の建造物
Benno von Arent  I量計



圃園田

無 111: 館 ( 1933年の獅喜屋建築展覧舎にl ' eter Be hrens が婦人館として建てたものの改遣である〉

濁 i I 帯 園 館 康 問 ( Bankun鴻 u. Fi tiωteban 誌より 阿 仕l 孝男 〉

( ド4 ・') ) 濁逸国民反物産展覧曾曾場の建築物 S. Ruegenberg u.  E. Wal t her 般計 9 I  VI I I  



第 1 圃

第 1 !間 外淑一一石貼附け 、上部換気窓、 は竪線 の 取 扱

ひである 。

第 2 悶 卒 而[ 圏一一 横 か ら入る様にな って居 L l l i き

建物の 1 ｾ絡 を改造 し たものである 。

第 3 闘 聴 衆 席 ー 約 50:) 人を牧容し得。

負B 4 凶 舞 選 一 一 盛 而 は オ ークのペ ユヤ 板 張 、柱は コ

' ./1' リ ー ト生 地 の 上 に 合 鍬 合仕 上、 上部無22

2まの如きは将来パイプオノL ガ ン を 骨ii へ 附 ける

場 合の川1まで ある。

( D出 W erk 誌より 新 名 fjf[ 夫)

第 2 圃

V 川1 9 2 ( 7 ランス) バ リ ー の 量 楽 畢 校 演 奏 場

ｾ＠ 4 国

E量築家 Perret 兄m



1，300 のl市を有 しあらゆる

集合に利用されて居る。

地階には外套帽子預所や可

成庚い酒場があり、後部に

はその土地の倶楽部と集合

室 とがある。

構造部及床は銀筋混凝ゴ: 浩

で、壁開 に は鏑 ｩ 宰ｾ粉末に

したものが使用されて居る

( 此種の構造はリヨン地方

で普通 に用ひられ て居るも

のである)

内部壁は上部白色粒欣仕上

下部漆11食仕上。

正面庚間窓は混凝土の格子

に乳白色の硝子入。

大集合場には1)、きな舞葺 と

オーケス トラとがある。

( Dus  ¥¥' et' k 社、 よ り 新名積夫〉

主 要 階 卒 面 圏

( フランス〉 リ ヨ ン 市 公 曾 堂

外 観

4々ト，
. 司E

内 部

玄 関 度 問 上 部 の ド ー ム

建築家 Michel  Roux- Spi tz 9 3  VI I J  



大 饗 宴 場 内 部

饗 宴 場 入 口 廊 下

1 階 平 面 図

( n:t u:neister 誌 よ り 柄本術雑)

VI I '  9 4，( ドイツ〉 火災の後に再建されたオスナブリユヴウの公曾堂 建築家 Theo Burl eag 



コク 手J ル・ Jt.. ーム

食 Ｚ ｌｾ 前 に 食慾を刺 載 す る銭 、 或 は 又

食後の泊、化のｾに浩司 ｴ 容 易〈入り得

る様 に 、ホテ ルの泊揚 は大 食 堂 l亡近

〈、成 るべ 〈な らば その直〈・前に あ

ると とが必嬰で あ る。

制現場 か ら 食堂 へ の油路、 .tl IJ ち附 11丹

ｾの 一 部分 の 極め て 儲か なス ペ イス

がキIJP目されて居 る。そ の代 甲小 食 堂

及調理場i:::t 務 員 食堂が翻E草場 か ら大

食堂に jffi ずる 新 し い jffi 路 とな っ た。

- ; f >1¥特殊な部鼠 の角度苧似然 に 出来

7こ天井E誌の相占・4な どが均f J って家 を!pi

〈見せて 居 る。 更に多様な色 彩 と人

工光線の利用とが同じ目的 に大 い に

役 立 つ て居る 。

敷物一一 泊揚 の前の側色リノリウ ム

のほ か、 金 て 制色 系 統の 3 つの翻

子 を持 っ たイ ロア の カーペッ トを

敷 い で ある 。

壁 一一 コタテイ ル ・ル ーム の!笠は背

!l1とが与っ た令 色 の テツ コ陥 。

酒場 の壁 は ゼ プ ラ ・7 レツク スウ

ッドのベニヤ仮初目 。

パー・カ ウ y ?， ーの背後 の肢は F

l' rli は 蝕昔日j を》也 した ステ y レス ・ス

チールと ガラ スと ラ ッカー主主 の木

とで出 来て 居 るo _t 1¥1i は淡 淡 色 仕

上 で ある 。

天 井一一 全 般 とし て淡策 色仕上、 コ

タテイル ・ノL ーム のソ、弁は j炎紅色

照 明 ー よとて間接HHJ¥fj 。

コタテル ・ノイー ムで I:U -Z. 井 2士民1M

の裕 子 の後 方 に 連 縦 した 樋 が設け

られそ こに 照 明 が仕 込 まれ てゐる

術者島ではカウ ｹ＿Ｇ ー の Ａ ｾＮ Ｑ ｾｩ ｽ に ク ロ

ーム鍍金の 棒 に て吊 られ た庇 様の

もの があ りその中に照 明 治:仕 込 ま

れて居る。又取附の スホ・ッ ト・ ラ

イト が カ ウ y ?， ーの | で調 へ られ

る飲 物 を Ｎｾｈ す 様に な って居る 。

CAr chi tectur : !  !{eじり，. u 誌 よリ 洞i

er，続失〉

と Q :. ."; 引

場l

国

閣

9 5  VI I I  
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建築家 J. R.  Davi dson 
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外 翻

ベルン市の手で行はれ1=懸賞競技の首選案

を基礎として建てられたものである。

餓筋 コンクリ ー ト造 5 階建

1 階にはE疑問、詩堂、曾議室、各種標本室

等があ り. 2 階乃至 4 階は大部分が棋本陣

列室、月階には困書室、ね真宗、材料室、

新聞雑誌主主及待人の住居等が取られて居る

( Dl 込s We r k 誌よ P 新 名 種うた〉

1 階 寧 面 国

VI I I  9 6  ( スイス) ベ ル ン の 考 古 車 博 物 館

建築家 Krebs &  Mul l er 



麗. 守 .
丘三乙

S事、主主

.ー.， 

、
，

.
u

J

・

議選zj

L-=

 

。

@ 1亡二回二: J j j @

口

。

24，000 卒方米の美しい敷地に

建てられ、長75米 、幅25米、

深 0.6 米乃至 3. 2 米 の 大 人 用

ルとを有する。

中央の塔は貯水培で、 シ ヤ ワ

ーに給水する 震に 10立方米の

水を貯へて居る。

深 0.2 乃 至 0. 4 米の子供用プー

プー ル し 長 25米、幅 6 米、

コンクリート打放しの上を鏑

物質顔料で着色しで ある。工

事費は土地買牧費をも含めて

丁度 440，000 フランである。

し一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一 一一一一

Hect or Egger  9 7  VI I I  

建 築 家
ランゲシタールの水泳反日光浴場

圃面平

新名種夫〉ｃ ｛Ｉ ， Ｂｾ＠ We r k 誌より

( スイス)
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自E 景 園

卒 函 也

V III 9 8  ( スイス〉 ウ エ ツ テ イ ン ゲ ン の 畿 電 所

断 面 圃

CD，凶 W erks 誌、よ り 新名京市交う

建鑓百長 Pfister 兄it



大 阪 市
美:

術 館'

富 士 岡 重

此の建築 物 は 目Ti l l 築 工 事の途上にあ り、筒、ほ 敷 地

完成 までには 歳除 の 日 時 をｾ す るものなれ ども ノＴ 士ー苛 ］ 公附の ｊＮｉ Ａ ｭｉ ｊ ￎＧＮｾ 上 の 勝景 の地 ｬ Ｇ こし て 、 そ

其 の 設計 は 自 在 ぼ 完 了し あ る を 以てま互 に大 ｾを記 の!政地而積約 13，00)主Fあ り前 而 には阪66}ミ高 さ

迷 する ζ と とす るo 滋路 よ り35尺の大石 階段あ りて下方 の公 凶と j f

位 置 絡し 、背 商 は怒{主tt 羽iJ il;の ま λ の幽遂なる和風

大阪市天 王;. i; 区 *臼 山、 〈天王寺公 邸内) j s糸を備」、 る好 適 の地妓な り。

建 設の 沿 革 建 築 面 積( 建坪〉

大 阪市 に美術館建設 の議 は可なり古く よ りし て。 1，222.2 主1;

大 正 9 年よ P 起 り しも のにて 、 その常時 は大 阪 建 築 線延 坪

市に は相官財政上の徐裕もあ p、美 術館 を 建 設 。 3，842主l'

すべ 〈決 し彼 れ此 れ と其 の敷地を物色中な り し 各 階 商 械

が兎 角適' i i i なる地 を得 ず して行き協 みの 折柄 、

偶住 友署長よ り天王寺の茶臼 山 の本 邸 敷 地令部を

、 とれに美術館を建設する の僚 件 を以 て大 阪市

に寄附 申出あ りた るに よ り、 愈 とれに 建 設の i.l t

備 を主主め居た り しが、後イ同大 豆 12年の胸3巨大 震

災 は 本市 の不念事業をも繰延ペの止 むな きにii J

らしめl I . つは叉此 の建築資合 も他 に組替をな し

た る結果本事業も 一 時停頓 を来 たず に至 りた り

然る に問政地 の住友 邸 の立 ち退きは約 の如l くに

大正 15年末完 了した る を以 て再び美術館建設の

歩 を遜む ると とと な りた り。

地 階 1，3と52 主1;

l 階 1，222.2
11

2 階 897，3
11 

3
階 357. 2

11  

音「
3，842.0 γ  

各階々高

地 階 14尺

i 階 18尺 彫刻Ul土建 築集 33尺

2 階 25凡

3 階 22 尺

建 物 各 部 高

起 工
軒高 69. 3尺

昭和 2 年 12月此 の工 事 の起 工 に して其 基礎 工 事 最 南 部 79. 2尺

を大林 組 が諦負ひ 、I l i'j和 3 年 5 月其 の工を 終 v 穣 式

次 で鎖骨工事を 同組 が訪ー負 ひ同年 7 月起工、 H14 近 代 日 本 式

羽14 年 3 月竣工し次に鍛 筋 コン ク リー ト工事を I 構 造

小坂井正且 がflue負ひl昭和 4 年 9 月起工笠 5 年 5 }J 基 礎 は コ ンク リ ート 杭打割栗地 ｊｾ に し て 主 伎の

竣工 し た れ 爾後 工 事は一 時 中絶 し居 た P しが ! 有事法 は 鎖骨鍬筋コ Y ? Y ート遣なり、 一部彫 刻

昭和 8 年 に歪 P 工 を誕生むる とととな P 同 年 10月 ; 隻 及建 築室の 農根には鍬骨小屋組を 架 渡 す。

より外装の工事 に着手 し昭 和 9 年度を 以 て金部 。タ+袋

の竣 工 を 見 る殻 定にて 目下工事進捗中 にあ り。 玄 関廻り 及び腰廻りは花尚石張りにし て l 階 窓
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上迄を 小形石日夕イ ル張 p 、 以 上 軒 蛇 腹 迄 は リ

シ Y 塗 仕 上 とす、忽廻 P の 援 飾 部 分 に は 合 玉 石

を張る 、 勾 配屋級は本瓦主主きとなす。

卒面相院要

総 lt包階 を 持 ち た る 地 ヒ 3 階主主なり 、 l 階 2えぴ 2

階 は 中 央 部 に 大 股 聞 を 置 き そ の 左 右 に 彫 刻 筆 と

建 築 室 と を 設 ( 、 と の 3 大釜の周闘をめ( . ｾて

各陳列室を配置する、 1，2 階 は 同 じ 型 態 な P 、3

階 は 中 央 郊 の 大 康 問 上の みの部 分 に し て 之 れ を

大 講 堂 と な す 、 何 ほ l 階 の背 部 に 小諮堂があり

て 、 ζ の 2 室 を 以 て 美 術 、 エ 獲 に 闘 す る 講 演 或

は講習を なす の用に供す 、地 階 に は 凡 ペ て 事 務

闘[ 系倉庫等の諸室を設 t 。

各階室ｾｬＡ置

l 階

V 川 100

1 E 面玄関、左右玄湖、背 商 玄 関 の 4 倒mの入口

あり切符賓場を附設す。

大成| 旬はその大き縦90尺 幅70尺 約 180 坪 天 井 高

42尺あ明 、主主 には他 室には容る L 官Eはざる大な

る 物 を 置 〈 庭、此 の爾仰IJ に 左 に 彫 刻 室 と 右 に 建

築 家 とあり、 との 2 室 の 大 き 同 形 燃 に し て 各 縦

92尺 嶋 田 尺 に し て 天井高は 32尺あ り頂光線とす

此 3 室 の 周 閣 に 陳 列 室 の 大 小 8 室 を 配 列 す 、 此

等 陳 列 室 の 鏑 は33尺 あ P て、 天 井 高 さ は 18尺 に

して採光は室側の窓 よ り す 、 後 部 に位置する 小

型車習室は 250 人在宅手る 与ものな P 、 2 階 へ の 階

段 は 大 小 7 階 段を 以 てす。

2 階

大成聞及び彫刻 ｪ 室 、 ｾ築室には廻廊を周聞に廻

らす 、 陳列室は l 階と間百日程 に し て 大 小 8 ! l主あ

り、天井高21尺 に し て 此 の 階 に あ り で は 頂 光線

に して採 光 方 法 は 別 記 記 述 の 1m( 考案をなし完

会を 期 したるものなり 、休懲室を正面の中; J . とと

爾 側 面 の 中 央 と に 設 け て 都 合 3 ケ所にあ p 、 後

部中央には貴賓室を設〈。

3 階

大 講 堂 は98坪 の 面 積 を 有 し 、 約 4∞ 人 を 容 る る

ものな明 、他 に寓反ｾＮＦＮび暗ｾを設〈 。

地階

入口 は1 E 菌、 背 面 、 雨側 面 の 4 個 所 に あ P 、此

の 階 は 主 と し て 事 務、作 業、倉 庫 に 充 て た る も

のに して、事務室 と し て は 館 長 室、事務室、6 f j

接 室 の 2 個 所、大 小 5 f聞の研究室、整理室、 1i :i

直室毒事あ p 、作 業 室 と し て は 荷 解 易 、 修 思 案 3

室 、製 本 案、大 小 10個 所 の 倉 庫 、下 足 室 、 資応

援房並換気機被安あり 、そ の他 に 園 香 閲 覧室 、

図 書 邸 、食 堂、 厨房等あり。

各階を連絡する昇降機は翁: 用 、及 び 荷 物 用 各 一

個を以てす。

本 美 術 館 の 特 長 と す る と ζ ろは 、二 つ の 大 小 講

習室の設けある ζ とにして 、1 階 には 25つ人 を 容

る λ 小講習ｾを有し 、 Ｓ 階には Ｔ ∞ 人 を容る ｌ 大

講 堂 あ り 、 美 術、工 遂 に 闘 す る講習又は講演を

なすもの な P。

陳 列 室 の 面 積

l 階 陳 列 室 45. 4坪・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・4 室

同 84. 7坪・・・・・・・・…・・・・・・4 室

彫 刻 室 ω8. 9坪・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・.1 箆

建 築 室 108.9坪. . . .. . ー一 ・ ・・ ・・ Ｑ ｾ

rsiflO 80. 0坪・ ・・・・・・・・・ l 箆

Ｒ 階陳列ｾ 45. 4坪・・ ・ー・・・ ー 4 窓

合 計

同 84. 7坪・・…・・・・・ ・・・・・・・ Ｔｾ

1338.6坪

附 格 設 備 に つ き で は 目 下 ζ れ が設計中な

るにつ きま主に記載 の運 び に 到 ら ず、 此 れ

は完成の 他日 に譲る ζ ととなさん 、

斯 〈 し て 本 建 物 が 明 年 に 於 て 竣 工 す る と

き は 本 建 築 と 同 時 に 鎌 張 の 成 れ る 天 王 寺

公 閣 の 新 装 と 共 に同公閣の 東 丘 陵 上 に 大

阪 市 の 美術 工重量の 殿 堂 たる の ー 傍 観 を 添

ふ ると ととな らむ。



白 鶴 美 術 館 新 築 工 事 概 要

嘉納 氏 {土 夙に きたiむをx灯せら れ 多 年法 ts され た

る美術品 l士夫 F 希斑11のも の L みで あ りま す 、そ の

￭ ｾ［＠ n慢な る所 荻品 を弘 〈江湖に閃 いて 自由 に淑賞 L

狩 る使 1c を奥 へ ん が ため に、 と ;. Jて白鶴美 術 館 が

王[.殺 され ま した。

ｗｸ 封 ＱＧ ， トｾ pq北 にず1， ( 東南 l亡fJ1 < 、東 i主刊 行 川 をへ

t; 'て1. t"If i軍平野 が股け 、四 l士itt: ち に上人 ILJ の松 村

を f::U 、て 山間フド仰の地で あ ります 。

木骨' {f lt 会〈 籾 賞の ため の もので あるため に患 な

る!被91
J需 で はな 〈、しつ〈り した日 本 風 の 舘 内 と

三三而に紗ら され た廻廊 と行 、 庶外 のf告訴左 中門会 っ

て静 .ia 附; (; i なる 境 川を つ 〈りtH :され て あ リ主す 。

)] IJfii 'i t 主主 l て事務 と研究 止に併用きれ 宮す か

ら 特 需の｟［Ａｴ ｾ 終＿ を イ 干 ｦＱＱ Ｑ 的に ｌ 、 且つ［ＤＺｦｉ ， Ｇ ｲ ＷＢＭ び ー ｬ 液と

の 関係 ＱＭ 不 徳行きやろ ｾ l'i P較 し、) l ) i : 芥吾飛1Jy し易

い 符 W!{器及f " t 1itf け とれ を地下 * に取 って あ η 主す

一| 液 It Jj好菊 沢1 の保 有ーを主 sR として その付置 は 本

倣日i市{{ への搬 IH搬 入 lて最 も 使 li' ，! : よる正 とろ を選 ぴ

空 L た。

官官廊下 以 ト の = つ を中戦す る司、のが との 美 術

作'{fl て特 殊ナr 風秒吾深へ て 売 るiJIJ廊下で あ り 主 し て

と わ ｾ ， ， ｾ Ｑ Ｗ ，＠ t J るJiIr :w.で It t r  < 、特 に本骨，!( )]1'伶よ 刊 も

一 段床告 と 下 げ て 東 に 肝間売 眺 めつ ｌ 気分の Ａ ｖ ｾＧ 換を

けかると 止に役31. つ でお η 空す n

政 書 Ｕ 正 ｦｦｦ 関 井 の ￬ ｲｲＮ ＿ｾ ＱＺ 早朝令け 白 木重 ＱＱ 伊 の 特色

の 一 つで あ ります が ＱＰｬ・ 弐 ］ 術館 ｾｪ ｴＭ ても との 駄 に 最

本注 意 して あ ります。

別 何 ? の 郊

外都 腰 ｦｾ に 使用して ｾ Ｂ る 石ＱＱＺ ｾ 賞対ｬＡ内から 銅ＧＡＩ LH 

u三本御影= F . 不 でそ のJ ーの延 石 附 北木 X-Id萱の才E附

布、 務 輪、 村 割 、 桁倖附人tz- 不 で あ り宮 すの

野市 け ザソイ ド稔 り 、 軒 裏、極 舎は漆喰 仕 上 、

原 根 f j 泉州桟 J [ I T

窓 、出 入 口 扉 及 ￉ｦ内主要の ｾＡｦＨＨ は銅銭 製であり

空す。

玄 関

床 は鍛 卒石を 71ぐ桝きとし 、陵 商 11: オ= ツタス、

小 ｾｾ及び 天 井 Ｑ ＱＺ漆喰塗 り の上 ＢＢＢＺ ｹ キ 仕 上と し、

長 押し は 員 総ｾ ｽ ラ ッ カー仕 上で あります。

m令 索 ( 2 階〉

床 はチーク及紹Iを主材と した寄木、 際 而 は クラ

フテックス 、1I、監 及ヲミヲ lーは漆 l喰 ペ シキ仕上

l'iii :!W後 方 の俊 市 は チ ーク材-

モF 庫 ( 2 階〉

床十主人法 石研 Il:l ｌ 、 ｾ 而及天井は ペ ンキ叩 き 仕

上 です。

渡 廊 下

窓 に連 子 を 恨 め 、床 Yこ鍛zj 三石 を正噴き其 他 を漆喰

主主りの 透 明 ラッ カーイ士上 と してありま す。

土 議

嘉 納 氏 の 持論 r，こら! まい て入口 扉 を除 いて は純 日 本

式 の 有 寺 巡 で外 ￬ＧＺｦ腰石 ｉ ｕＺ 木 為法花 Ａ品 石 、 ｾ 而 は

漆日 食捻 り 、 原 ｴ ＮｒＮ ｬ Ｚ ょ ， ｪ ｈ ｈ 校 ｘ ｊ［Ｚ 、 ｬ 内部は Ｑ ｾ Ｒ ｾ許

共 床 、 ｲｾｔｉ 師 、 天 井 を ｩｭ じ て基給 料 を使 用 して あ

りま す。

;;f三官'ff の 部

本 '11，': 三而 をR干| む廻 郎 の 腰 は 大 島産 '1t 向石 、床 は

l淡zj 三石7)' 隣 きで ありま す。

建 物 の 外部 は 大 強 別館 問 機で あ ります が 犀根 は

銅 板 を使 用 して 本 主仕 卜 と しま L た。

l 階 陳 列 宗

床 ｉ ｾ チー タを主材 と せる寄 木張 ｰ 、 壁は 畏 壁 と

して 別紙 製 地張り と し空 し?と。

村 、 長 抑、 天井科料空宇目総て皇室槍 をj刊ひ 、窓 際

核 Ｑ Ｎ Ｑ 線材で ｾ Ｂ ります 。

との需 の特 徴 は 非 常 に成 ぃ 床株 のある司王でみり

空 して 、長 大 師 、衣他中身柄 の も の を 陳列 する た

めに間口 は30 尺に 7k び床 板 1: 鰍 色 鎗 りの illi しも

の 、計11京付 書長;j;j 、 J!l- 2 寸 巾 2 尺 5 寸 あ ります。

2 附 陳列 需

床 Ｑ ＺＱ チー クを 主 材 と叶る寄 木 張 、 ｾは 民 壁 とし

てテツ コ張り 、校 及 内 法 材 料 I-;J: 1階 陳列 室 同 様

ｾ 檎 Ｑ 寸で あ り 主 す。

天 井 Ij 漆喰君主将 天 井 と い そ の 給 問 には容 更 紗

を張り r げ まし た。 飛 鶴 と市松 に問E しで あ る 唐

1f 文 様のも の は東 大寺 所停望書震の木彫彩 色 唐 草

を検 し た ものであり ます 3

貴 賓 * ( 2 階)

との ｾ け 要 事材 を 以て主任郊を仕上げてあ ｐ ます ｯ

E置は lf[ 径 と し別級裂地張りであります。

階段ｾ 及 ｭｮ Ｚｾ

木 部 位線 て チー ク材 を使 用 し、壁 面はクラ 7 テ

ック ス、天 井は 漆 喰 "' > ' キ仕上。

建 築の規 模

敷地位置 兵庫蘇武庫郡住吉村落合 1545番地

敷 地 面 絞 1，178坪4

建 物 商 絞

建 坪 265.48

延 坪 443.43  

内 課

本 館 l 階

中 2 階

2 階

別官官 地 階

l 隣

2 防

波 廊 下

ゴ議 l  階 8. お 1 1 6 66  

2 階 8. 33 J  

附 腐 家

工 程

起 工

竣 工 式

設計 i¥E施工

6.43  

昭 和 7 年 4 月11 日

昭和 9 oド5 }J 23日

合 1' ;令長l : 竹中工務15

101'  Y"' J  
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都
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市

す

武 装 促 進

る 本 協 曾 の

運 動

事 業
( 2)  

ｾ乙

都市武装{足並蚕 員 合 の 主 旨2士事業経過はl t 1 : にそ 7 月26 日 CiiiH雪第 1 日〕

の一部分 を 前 械 に 依 って 報 告 し た が 以 下 I:J:共‘ 後 j 午 前 、 E l 1 溢卒製氏、溜 津 良 弓 氏 外 3 名はI ' ;j 令 部

の経 過 の大略である 、 何百平和11
ft る事業経過 、言巴 I 内に於ける演習 ii I J 信設置そ の他 見事す。

録 ;土 別 加 と し て 泣 く後干lj の預 定 で あ る こ とを附 。 次 い で 大 阪 に 於 て は委 員 4 班 に 分 れ て 俗 装、迷

記 す。 彩 、 防護演幸司令、見率調 査 す 、製 合 よ り回遊民 は

線 務 音rc

7 月23 日午後 1 ｉｉＭ ｾ￭ より建築倶楽部に於て都市 武

主主に闘する懸賞募集 。 ポス{ 7 - 凶 案、並 び に 論 文

ＱｾｾＮ 選者に賞品贈呈を行』、 、 ｾ［ｩｦ ［ 日 協合 ｉｉｉｉｊ よ り は 松家

目1) 合長 、中 湾 総 務部 長 、 徳政 立 体 ;; 11長 、 賞 選 者 は

山 口;長三郎 氏外 二名の諸氏列席さる。

7 月24日春木海岸に於ける演習見率、之 !之 浦 英

之 助 氏 外 14氏 が 現 地 に赴 かれ しが天候によ り正午

近〈霊長日に延 期 の 授 表 ぁ p 、主主 25 日11建 築 事 命 よ

り演習見JFEの た め 来 阪 さ れ L II I溢 卒 挙 民 外 2 名、

協合 よ りはf参政金吾氏外 1-数 名 の諸 氏 出 席 さ る。

7 月2う日 27 日波留 s'・目 、王!ll 司王監事、各 部 長 11俄

授 、 迷 彩、防護 隊 脅 1宅地見事をなす。

7 月28 日、午 後 木 津 川 飛 行 与 に於 て 飛 行 機 。こ搭

策 太 涙市内 のIs 皮、主色彩見撃をなす。松夜間j 合 長

岡 溢 平 李 氏 初 め 部 長 、 幹 事、慣 習 部 委 員 等39 t. ;搭

乗 す。

イ命tFf f郊に於 て は 8 月中 旬 第 2 凶座談合附 i慌の激

定なり。

演 習 部

7 月 11 日の委 員 舎 に 於 て lエ前 日飛 行 機 試 乗 者 よ

りの、HA告あり 、大 阪 府 緑 、大 阪市 JC'I1. の俗 笈計世打

合 せ 其 の 他。

7 月 19 日の委 員舎に於て は、燈 火 管 制 時 に l斥け

る各 戸 燈 火 の 調 査 去 を 大 阪市、京都市、 神 戸 市 を

必 じ て泡 訴 に 配 布 す る級各市長宛依産自の件、[fi ) 1惹

民限移打合等: をなす。1Mか ね て 伊 東、横 山 同 委 員

の も とに於て 青1' 1'，1 中の大阪 市中央市場 の鰐 笈 計 鍛

脳l出来す。

7 月2 1目、 小 嬰 児 抵 の 一部を通じて各戸 の燈 火

管 制i伏態主知る鋳各市 内 小 挙 校へ 調 査 表 を 配 布 す

7 月25目、滋包1 i I ・日の見事打合 せ の 件 、市 内 4

階 鐙 以 上 の 建 物 に 於 け る 燈 火 管 制 調 査 方 依 磁 の 件

その他打 合せ 、 本日古宇悶資氏 、 回話ｾ ｾ ｊｩ星 生 氏等出

! 市さる。

ｾ＠ tiτ 1 班 に、新 海、笹山] 悶氏 は第 2 切L に それぞれ 参

加せら る。

京 都 、市1
I
戸 に於ても そ れ ぞ れ委 員 は同 様 見 事 調

査なす。

7 月27 日 ( 演習第 2 日〉

前 日 同 様 見 接 調 査 を な す。 更 に 夜 は か ね て 常 時

夜間を保Ｚ ［ ｾせ る と同様 に 大家市 は 大阪府縦 、 阪急 ［

ピル、 主E天地1等 10ヶ庭、堺市は間切j 足袋、京 協 市

は市 役 所 、 大 九 百 貨 底等 6 ヶ民主、 市1I戸 市 は 十 合、

摩 耶 山 等 4 ケ
b足、 その他 尼 ケ崎 l、事佼等よ り後 戒

管制時決非常 ｾ Ｎ Ｚ 制時 ｊ ＼ こ於け る遠望 ｊ 比況を線影する

ため それぞれ分強 委員現場出強す。

7 月28日 〈演習第 3 日〉

。
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次 の 如 し。

l  ノ、・ン7 レツ ト

調査部に於て懸賞募集せる武装都市盤投，こ仰する

一 等 首 選 論 文 を 3 千 郊 印 刷、講 演合揚 其 他 に於て

配布せり 。

2  ホ. スタ ー

向 じ く 調 査対i に 於 て 懸 賞 募 集 せ る 入 選 ポ ス タ ー 5

千 枚 を 印 刷 、 街頭 2士一般公共 注築 物 内 に掲 げ しめ

たり。

3  ポスター の展 覧

7 月 9 日 よ り倒 日 ピル入 U ショーウヰン ド・ウに於

て 入 選凶 案 を 皮 質 に供し たり 。

4  大阪に於ける 日持政含 C  7 月13 日〉

大 阪 に 於 け る 都市 武援 に 閲 す る 大 講 演 舎 は 7 月 13

日( 令 〉午後 6 時 よ り 中 央 公 合 金 に 於 て 開 催. 街 頭

立 看 板 鴎 示 、 飛 行 機 とよ P ピラの問街、共{ 也ま俸

に努め た る 結 果、入 場 者 千 二 三百名 . 漁 期 以 上 の

成功を l肱め i与た P 。

ｐｈ 舎の自ｾｬＧ 本 合主主[事合程度 徳 致 命 否
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縫) f ! に集中されたる Y ピエツト 空 軍

法書匹土 池 均 忠 孝

E央担，'; "r守れプi ; : gflJ

i前洲本t l ! に於て行ひたる主主主世

陸 軍 航 空 兵 大 佐 辻 邦以j

都 市武装 の 劉 策 本合ｾ 只 長池 田 1主

映宮古 ｲ ＡＧｾ 鋭 ｊ

5  大 阪 に於ける治 lIii合 ( 7月 15 日〉

7 月 15日朝日令官自に於 て本協 合 lJt.. び大阪朝日新日! J

肩上。 共同主 制 ｉｉ の下に行ひたる防 ｧｾｬ て闘する大講似

合 は ｩ 高只 の 盛舎にして 、 講演者次の ｾ ｮ し。

挨 拶 陸軍歩兵中佐石井 嘉 ，ｦ ｾｩ

空 襲 と 現 妹都市 本 合 別 合 長 松 室 重 光

空襲を受けたる 位験，淡

陸 軍中 筋 四王 天 延 孝

6  京 都 に 於 け る 講 演 合

7 月 18 日午 後 6 時よ 明日 出新開通士の後援 lJt.. 毎 日新

聞 の悠援を符て京都市日出合倣に於て都市武淡に

闘 する 大講演舎を開催 、 ｾ雨終段に も か ｌ はら ず

約 8 百 名 の聴衆堂に尚て p 。

開 舎 の宙l ' ｾ ド合委員 阪 口 芳 三 郎

建 築の武装 本 合委 員 中 尾 保

峡 部 「 撃 滅」

爆 撃 械 により受けたる位除談

陸 軍航m大 佐 辻 手ISll)J

非 常 時の 都市 本 合 別委 員長 波 江 悌 夫

ｩ 決笹ｾ r空 襲J

7  ラヂ オ 放主主

7 月22日〈日〉午 前 10時40分よ 11 11時 10分主主 「飛行

機 の護主主と 我 閣 の 都市ー! と題す る片 岡 合 長 の放迭

は金 海 放 送 局 よP 全閣に 中 総 欣 迭 されたり。

8  市11'戸にI於ける 講 演合

7 月23日〈月〉午後 6 時 よ り大阪 符日新町jni : l : の後援

を Ｑｾ Ｚ て市 ｬ Ｇ 戸市隊合議事堂に於て都市武装 に闘 する

大講 演 舎 を 開 催、聴衆が' ) 7 百牢i。

防J令の宙t 本 合 :9:1軍 部 長 徳 政 金 者 ;

建 築の武抜 本 合 委員 '1' 尼 Ｑｾ ，＠

lJ!k-lIT.¥' ｲ ｲｵｾ＠ < 陸『際協:J r海 軍 大wi 管」

凶土防ｾの 本義 海m大 佐 武 宮 邦 政

図防に就て 海 .ili rl"Vi : 柴図善二良11

非 常 時 の 都 市 本 合 別委 員長 波 江 悌 夫

映王監 f 軍 港 防 空J rmS討の ID士 J r松 花 江 の

後 II J  

〈本多記〉

痘 て本講演舎に就て市l' 戸方 商 は 鳥 井 拾滋氏 の鐙力

多大なるととを特起す 〈徳i Ol l 1TI )

¥.-111 '.0 4  

展 覧 部

於 只 ｩＱ立近畿防 ｾ ｾｩ 涜脅記念

「大 空への 武 技 J 展 覧 合 その後の1 i tl

日本m築 協 合 が 今 回 京阪市1
1を中心と して行 はれ

た 陸 軍 ｾｊｪ ＺＺ ｾ ￬ｊｩ￭ｾ ｾ 機とじて都 市 武装促必 Ｘｈ Ａｩ ｊ を起

し 、 そのＭｲＺ ｍｾ 黄色と して 表記の展覧合を ｄ ｬｊ 似 し 一

般 民衆 に防主主防火建築普及の lt 際的 指 導 をなし つ

L あった ζ とl土既にヰ北 じた iili りである。

合 場 は三i l l &で合1明j i土7 月 11日から 7 月29 日 と云

」、暑 い良雄日 、殊 に 本 年 l土暑 さが早 〈 来 た の で -

@ の脊熱であった 、それ にも 拘 らず展覧合のt J が

きって務さ る L 苧 観 衆 は押 す な押 す な の 盛 況 を曇

し主1m者 fl lll を驚 か した ととは如 何にとの他 しが 時

1]: に過し一般市民の附心 を得たかを虫nl をに物詑る

もの と云 へ やう。

それ には 勿論合場 が 三越と云ふ治板とそ の場 所

が地の利を 山 めて 居った鮎 にも 預 って 力 があった

であらう 、試 み に 三越 の 統 計 に 表 れ た 御 衆 の数 を

Jおげ て JI れ ば

l  開!ijl 通 算 約 607. 耳人

2  最も多い 一 日約 5f高人

をi1- した。

殊 にM香宮殿下の御盛時z を恭 したと とは特 筆 す

べきと とがらであるとと もに荒木 、液量語、市 各 大

将 、寺内問 問 問 長、tll :i ll十附i園 長、阪 大 阪 府 知 事

片岡怖 土 、佐 多1¥y: 1: 、森 平 兵 衛、山 口吉良1¥兵 術、

中山 太一 、泊: 阪 信次郎の ;付氏さ& ; の名士も綴々とし

て来観せられた t Iよ一層 本 展 覧 舎 に光 彩 を添へ た

ζ の駄に於ても本展覧舎が激期 以 上 の成果を納

め得 たこ とを恋するに足るであらう。

皮質舎の組成 の その 他 に就ては主主て別加 に 波 表

せ らる L 筈であるから と L には 省略するが 、そ の

方 針・ と してはさ包裁 に到する図民常識の普及 、又 最

も恐るべき 火 災に封し耐 火 建 築 の 普 及 都 市 計 鐙の

蛾 充 の 必 要 に 釣 し徹 底的に 図民の自伎を{ 足すべ 〈

力め 、従 っ て 場 内陳列 の方 法、 出品の溜1必1奇宇?に到

しでも 之 れ を! 校選し徒らに プてか し〈なく 、{徐り に

ｩｦｦｩ ｦＧ谷に流れず 、 ｛ｽｾ術的に込 ｩ せ ず 、 制和 ｲ ｬ Ｇｬｬｦ ｦ を ｮ ・せ

しめ る伊う非 Ｑ［ｾ Ｎ な努力と ＺＺ ｉＧｉｾ 勺む を ｾ し た。之れが今

凶 の 成 果 を符た広( 1 主lの 一つで あ り共 の反 容は1.'i: に

健く べきものが あ った と確信 ナる次第である。

(1J IIs輩記〉

財 務 部

1. J象算編成を下記の通 P決定す。

昭和九年度 目本建築協曾都

市武装促進事業特別強算



牧 入

一金3 2 .0 0 0園也

内 3軍ー

i科 目 本 Ｇｉｾ ば号車ｩ＿Ｚ官 ｬ

第 I ，}X ;)1; 4I'l 
3，000fl'l l  

第 1 m 1ま 4I'l 
3，000 

l . 悲 ど'，'，> 3，COO 

* 合 支 ! 日

第 2.fx 布Ii ll)} 合 6，000

第 ｉ ｾ 布ｉ￬ ll)} 令 6. 000

ト JH ｾ係布 ｉ￬ IY} 令 3，OCO 

大 阪 府 2，000 側、京都 府 500 側 、 兵庫 版

5003-11  

2. TI1 占Ii ll)} 令 3、000

大 阪市 2，∞0 問 、 京 都 市 500 闘、 話rl r戸山一

500関l

ｦＮ ｦｾ＠ 3 ，沃 雑 収 入 l∞ 

貫工 1羽 雑 牧 入 l ∞ 

1. 雑 収 入 100 

刺 子 其 他

書 ｾＴ 款苦 ｦ li f:t 4I'l 22，ぬO

第 1 :頂 者 子 附 金 22，9∞ 

1. 片 |河 合 長 寄 附 合 1，∞0  

2. 一 般 寄 附 金 21，9∞ 

支 出

ー金3 2 . 0 0 0固也

内 諜

科 目

ＺＱｬＢＧＵ Ｑ 款事務ｾ

本 'P!Jr. W( 符布l

9，875闘

第 1:項 給 料 手 前 8) 0  

1. 雑 給 8) 0

各 部臨 時 属 事務 ｨｬ￬ｬｬＩｽ 手 Ｍ［ ｾ ￎ 2 ) ) 闘

展 覧 合 看瓶 入其他 5つ0 闘 、社、記料 10) Ii'l l  

第 2 :1;買 旋 袈 2，100 

放 費 2，100

調 査研 究 、 演 習 若手加巡励 、記 録 集 牧 、 展

1 委 員 舎 費 1，450  

3主体打合、者子附募集 、諸 合 合 、展 覧 合 諸

打 合 合 、合 合 Dl

Ｒ 事 Ｒ 項ｾｾ j ' f : 合費 5つ

1. 傘 査 ! s ( 5Q  

角133 款 事 業 !s( 16. 18)  

第 1 m 調 査 研 究 費 300 

l. 訪j 託 研 究 従 300 

ｾＢＧｉ［＠ 2 1 . 頃 皮 質 合 費 1，850  

l 皮 質 合 主 主 1，85Q  

出品質 1，0) ) 到 、撲 初 日O閥 、復 員 15Q

閥 、正l ! 搬 2) 0 回!

第 3 羽 演 習 参 加 佐 2，9:JO 

1. 演 習 参 加 賀 2，9コ0

篤 良 撮 影 2，4QO 側 、綴 袋 iffij 蔽 5つ0 阻1

ｾＢＧｉ［＠ 4  : g ; { 懸 賞 募 集 費 2，030  

1. 懸 賞 募 集 費 2，03)  

論文 65つ閥、 ポスタ ー 18つ閥、航 空 港900

問、其 他 3: JOIfl l  

ｦＮｦｾ＠ 5 項 講 演 合 費 2，9) 0 

1. 大 講 演 合 費 1，000 

1. 地 方 講 演 合 後 1，90)  

第 6 項 座 談 合 ! s ( 200 

1 . 座 談 合 主 主 2) 0  

第 7 項 見 接 合 従 5∞ 

1. 見 挙 合 費 5∞ 

第 8 項 刊 行 :& Jま 偲 費 5，5つo

ホ. ス d安 ー I，CわO

2  機 関 誌 特 別 銃 後 刊 費 1，100 

3. 宣 i事 君主 2，9∞ 

Ｔ ヲｾ 行
且中ー lfbi. 500 

ｾＴ 款 第 一号象備4I'l 1，445  

第 q 責 務 { 制H 金 1，445 

一般綾部ii 4I'l

第 5 .; 欽 ｴ￮ｾ 二 激骨 ｩｩ Ｔ 訟 3，0∞ 

第 1m 深 官ii 金 3，∞3  

縫叡基 ｾ 蓄積

覧 品 集 牧、寄 附 募 集 、共 他 市 内 及 2 府 2 2  本 珠 算 は 主 と して 寄 附 令 を 以 て 支 出 す る も

脱 出以抜' O.

の 放 Jt 牧 入 は 極 め て 不 縫 j 'J: なる もの放牧入liili 定 せ

;ぉ 3 項 目封 印 刷 費 3，4) 0 

る限度に於て王寺、俳を縮小する必要あ P 依 っ て 第 l

l  パ ンア レツト刊行 2，C沿O

次 支 出 を tJ :くの i泊 P 各 部 に 油 告 す。

2  Ifl:¥ I'p I削 設 1，4QO 

第 一 次支l . I:ll 事ii?:

第 4 m iffi f言 強 1，575 

展 覧 部 480.∞ 

1 . 逝 信 費 1，575 

総 務 部 8) 0.00 

パンフ レツ ト主主主主 外 一般 油 1日夜
演 習 部

第 Ｕ 項ｾｾ 費 2，α) 0  

財 務 部 8∞ .∞ 

1. 雑 費 2，α) 0 

調 査 部 8∞ . ∞ 

第 2 款 合 議 費 1，5∞ 
宣 偲 1111 880.00 

1111 ! 英委 員 合 1，45つ

記 長 誕 百1;
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合 計 部

計 ￥ 3，760. 08

3.  6 月 8 日第 1 fuJ 苦HH先招 待 者 320 名 を決 定

委員長内報告す。

6 月 14 日本]，(il 主催 を以て知名 2士側係方而の紳士

招待合を料i業合倣 1<: 於て開催 す0*舎者次の 泊 り

6 月14 日招待合出席者芳名

三 機工 業株式合所上大阪支応 重 松 偲 三郎

株 式合S上島町硝子製造所 榊 JJ;f 準 一

株 式 合且上高 島 屋 袋 飾部

守 谷 商 j市大阪町民 大川 {米

関 西 ペ イ ン ト製造株式合i J : 茂 山

奥 村 重 兵 衛 商 底

合名合紅汎主主製作所 川付 育 政

佐 渡 島西 J.s主主材]'(11

内外木材工護株式合点U: 小 川公 一良11

須 賀 商曾

淡 陶株式 合i l : 大 阪 支J.s 楊且i 族 郎

大阪陶業株式合最上

大 阪 市 長

紳 戸 市 長

堺 市長

手ｦｉｾ弘 山 ｔｬｩ 長

明 治生命保険合 i J : 大阪支応

住 友 生 命 保 険 舎 耐 大 阪 支 J，II

ｲｾ 野セメ ン ト 合札大 阪支 ｪ 苫

小野同セメ ン ト製治 株 式合 iJ:

八 千 代 座

大 林 寺J l

竹 中工務J 6

松 村 組

西 本 組

問J ;I且

銭 高 組

森 本 組

小 林 林之 助

i い山 首ミ

三 宅 庶務部 長

藤 島 哲 三 郎

河 盛 安 之 介

入 見 I言之 助

山名 義 1庭

園 府 :m一

二宮 裕 治

吉 IJ J 卯 之 助

［ｦＺ ｾｾｈ＠

牧 野

森 本

久保1: 1. 1j m耳

石丸貞治虫11

ノI.{ ¥' ; 祐太郎株 式曾 点上杉村倉 ltli

{ l : 凶勝良阪貿聯合合

阪 利 関滋自 動車合員j.

デ パート 高 島 屋

今 虫土地株 式合 il:

北 港 土 地 株 式 合員上

大 阪 土地建 物 曾量上

関 西 土 地 建 物 舎 枇

金 品 ビ ルデイ y グ

大 矢 EE: 明

藤 !瓜 正 夫

中司文次郎

上 岡 忠 三郎

""1 -]  0 6  

大阪ピノレ

南 海倣 滋 株 式 合五j :

阪急。?44滋株式合量士

大阪毎日新 PIW

胸西日 子HA社

大阪 朝日 新 ￟ｮｾＡＺ

松 坂 崎

者自 ホ テ ノι

緒I j - !I Aj悦

川中 ll I i 協合耐:

住友引1
1
銅 剣 行 株 式合 祉

大 阪 叉:J 折株式合底上

本 合 {II I)

令 長

高1) 令 長

会 員 長

別 委 員 長

総務日 ｾｉ 長

:立 体 部 長

財 務 部 特 高

記 録 部 長

' 1' 崎 武 一

友 永

小 松 一 良11

久 琢 勝

松 !河 正 松

地松時平日

産者方 ｪｪｾ ￎ 将

fll r!， "}.:.介

絞山1 [ ，役

J:- ! 瑚 公

松 室 主 光

1也 [11 l l: 

主 主 江 悌 う た

中 i;l l 誠 一 見11

徳 政 令 "/-，".

浦 英 之 島}J

1¥..: ] 橋 5賢 治

令 官「 部 長 清 水 祭 二

主 犯 常 務 弁 1.. 繭 磁

寄 !;H<i7. 募 集 許 可縦を大 !Ihirh，こ続出 6 月28日l討を

以 て前日J を得

大阪府次大阪市 に向って有1 l 1l)J {，';. ll ol ，;，iJ を銭 F 。

合民 に向 って寄・附<i 7. it<車回以 を獲す。

大 |坂 Jf . f上り 7 月30日附 を以 て補 助 令 2，08コ品lIF

附を受〈。

大 阪市ー より 7 fJ 25 日附 を以て令 I，O) Q闘の制llVJ

を1￥

首1 2 次 支 出激停 を次乃池リ査定す。

第二次支出激算

1& r E部 3，000.00

総 務 部 1，2∞00  

演 省 出 2，259.0つ

財 務 部 1，5) J . 00 

f問 主 モ 淵I 1，2J O.00 

出

部

部

川

昨

総

計

民

組

合

2，000. OJ  

3，70J . 00 

l∞GO 

計 ￥ 14，958. CO

日目 手U9 年 8 月 3 日部長合議に提 出せる 現 従軍子附

金者次表のi l l 1 り

Ｈ寄附ｾ 芳名表 ￬ ｬ Ｚｴ )) IJ項 舎 告 の泊り 。

;]_ て未巾込者に就ては本ml 合に於 て夫 々考恋 す

るこ と与 す。〈占(;¥Jf3<. ci U)



飛 行 機 よ り 見 た る 犬 阪 市 に 於

け る 俄 装 遮 蔽 に就 て の 戚 想 ( 1)

近絞ｼ功＿ｾ街ｻ習に於い て大 阪 市に於ける主要なる大建築物 、 貯水池 、 道路等 々 の俄袋

遮 献 の ｮ 施Ａ｛え況を ｾＧｉｊ か ら税 者集するため君主習 部 員を中心と し て各部 委員 ＴＱ 名が大阪

木津川日本航空株主主株 式 合 粧の J. -- B. HV O機に乗って7月28 日午後怨中淑測を し

た、 以下は常日絡事長各委員の感想を順序不同で掲載した 、 まだ感想を頂かないもの

があるが ζ れ l:t 本 誌 の 渡 行j初日 の闘係上次放に割愛するととにした。

秋 田 喜 代 治

今回 の 防 ｾ ｾ慣習にあたって行はれた ｪ￟ 装遮蔽 は

ｲ 吊々の目的で設計されたもの が あって 、 そ の Ｑ［ｾ 紡

効果を 見るに非常 によい企設 で& った が、一面そ

の効果如何 を見ると云」、部分 的の 試 みに惚ま っ て

ゐた 。

上ｾｾよ り 見た ものは 中央Ｚ市場内 ｬ 棟 の 摩根市の

俄装 、 五 ｪ 折ダン クの ｩｾＡ 投 その他であ っ たが、 背天

ド1 日下 に塗 炭 の美 しいものや 、 その色彩の反身、Nf

に よってむし ろ、 あの揚J f r のあ の部分 が{尽絞 し で

あると 言っ た ととがまづ明 瞭 に 自につ くと云った

有機で あった 。

それ l才jft 袋遮蔽が極め て部分的であったか らで

もっと大きく扱って一つ一 つピル ヂ y グ容 だ けで

なく 、 そのピノL のある道路 Il Dの- g : ; 劉を ift!誌な り

迫; 蔽 によってカムアラージ ユする方法 に したら、

後程効果準大なるものがあると感せZ られた。

ￍｊ ｬ 論 目標となり易い￯＿ ￭ｾ 菩とか白蜜の大ピルヂ ｹ

グ令 は 、 ｀ｉ 々 の ｾ治物に ついても 考慮を要すると

と勿論 である。

そ とで大阪市惨で 日目ぼしャ 河川 の;.m; 献 をして

見る亦反而 、 主主 ｴｴｪｩｬｾ 各に努 ｉ ｌ 料でも流して色 彩 に よ

って似の 川でも作って見せる と とは出来 ぬか と思

ふ 。 依 l亡 克j折ピノL とか朝日ピノL でも 遮蔽と しても

とれ勾 の建物の付也が己に特殊な平素か らわかり

易 ν、地位にある時は 、tM進んで此毛す ピル のあ る芦j

悶 の祁常大 きな函劉商談を相 itJ の調子で放って見

せると とが必要 と考へられる。

飛行時間 の少なかったのと自由 1-;: 行路を挟県出

来な かった の で一々 貨統 を見るとと が出来 なかっ

た、之 は遺憾であったが、 上詑の里山は同行の諸氏

Ｔ 御同感 で あったゃうで 、 何今回の如き防ｾＯｪ主習

の折以外にも過賞の機舎に都市を上空より淑察し

て 、 ｪ 升訪大所高所より地上の設計計窃と ｾｴ 照し て

都市の世I ! 金なる進歩手主主主に劉 L1t.J -1脅過疎なる資

本|方針 を 慢得 す る 必 要があると考へる 。

荒 木 正 巳

高度二 三 百米のＱｬｉＺｾか ら備 隊したのみだから 、

個々の建物も何もはっきり見え過ぎて カモアラー

ヂユの研究には なら なかったが 、都市を大淑 出来

?と ζ とは大事理有主主だった 。

り 上から見ると先づ地形的特徴一 一海 岸 線 、河

の流れ、[{IJ: 場の形が決定的に明瞭な印象を奥へ

る。特に其幾何接的に l列li{li な形 態は 印象的で あ

る。個々の建物 はよほど マツシ ープなものでも

見古1・をつけないとそれと指させない。個々建物

を俗獲する と とがどの程度の窓要性を持っか。

建物自身の ll X要性を考慮に入れた上で其建物の

都市形態上の相手j 的重要性を考へて見 る必 要 が

ある。其9 - ' 1 ] 定が建築物 fs援 の 出溌駄である。

2)  大 阪の犀根は殆ど累次色( 西部、中部 、北部〉

岱( 1 ; 正色( 上本町 以束 、雨、他 〉 策 友色 ( 今宮 、

木津川尻〉 の充て: : 1 宅分けられてゐる 。 中ノ島の

あた P は主主の上 lてぽっ か りと洋風建物のー閣が

浮い て特典な 一帯を なしてゐる。厚いき常気l奇を

沼じて見るために種々な色が混合せられ大位五

の色が主色になって都市の色が出来あがってゐ

る。大阪の建物はたいてい煩のために一人でに

大阪の色の中に溶け込んで行くものら しい。新

しい白い建 物、黄色系統の F イ凡張の建物をの

ぞ いてきして明瞭に浮んで来な い。 只満洲の移
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動兵機に用ふる迷彩を其ま L 守守、賞、錆色のダ Y i 援や如何と演習終了直後機上の人 とな P て傭 叡 し

ダラ虎の子に塗り つけ たの は皆はっき りと日頃 j た る之れが俄要に付きて述ペん。

〈す 11 : ってゐる存在をととぞとばかり主張して j 一旦緩急. ある時は敵機は西南方よ P 飛来攻撃す

ゐる 。 あ れでは迷彩にあらず明彩である 。都市; るを尤も容易なると同時に多〈主主較するも の と惣

建築物の迷彩には都市の主色明皮の研究が先必Ａ像す然して上ｾ数百米突より数千米突の問に於て

要 である 。

3)  今度の演習では縄が盛んに伎はれたが皆すけ

て見えた。高度がfまか ったからか知 らないが 、

毛馬、中ノJ : ! ; 、大手前の純はよ〈すけて見えた

御堂筋の布も下のアス 7 アルト の反射が強いか

らかよ〈すけて見えた 。 今 泉 の 放射 路 の 所付鋪

装してないからか害I J K司王はれてゐ ? を。遮蔽する

場 合 に は 遮i依に使用する材料ばかりでな〈遮蔽

されるもの L 材料も考へね ばならぬ。

4)  柴島の貯水池と書官港の t j n tii 2 突堤問は一番

うまく遮蔽せられてゐたやうに a恩」、。貯水池は

あれで附近の田畑 の色と問じだったから申分な

いだらう。

5)  上から見下すと一面の木主主建築物の集絞で今

更 な が ら大火勃畿 の場 合 の 惨nたが思ひ宇 られる

遊館路、; 蛍草E康場活費宇の自由 主主地ほ殆ど皆無、ノj、

早佼 ｣Ｑ［ 運動場が怖にｾ地となってゐるが活路と

の連絡は皆少し考へられてゐない。地面を見て

も一目でわかると とだが半年に 安 治川、木津川 尻

の重工 業 地平吉は皆水路で 完全に 他 の部分と遮断

せられ大E 橋と旭橋で僅かに主t絡を保ヮてゐる

大 工 場 の周闘に努働者街が芋の守 のやうに密集

してくつ L いてゐる 。大震火災其他 の災容の場

合の避難については少しも税市計盤的"1開慮が

なされてゐない。 目のあたり との 有設を見下し

木津川、安治川尻の努働者諸君の迩命を考へて

は身の機上にあるも忘れ思はず僚然主せざるを

f与な由おった 。

6)  上から見下すと今夏ながら大阪には倒木の少

ないととが痛感せられる 。市内 Iては緑地は少し

も見あたらぬ 、天王寺公闘も上か ら見 れば禿地

に所々 ｾ ｰ 枯の木をあしらったと し か見えない。

その貼では貨に貧弱な都市だと 云ふと とを感じ

た、 とれも飛行機に衆った賜の一つであるので

附記する。

井 上 福 蔵

「百 聞 1' 1一見に不如」長日子の叩ゆH猛練習と二塁E

夜儀に亘る官民一致の防主主演習に3討する市都の武
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霊; 爆、焼夷、君主叉j 折、俗涙俸の E 聞を降下せん。

之れ俸の差益 ｅ 震に釣 ｌｩ 直ＱＱ｜ Ｑ 接 に 敵ｾ防護行ＱｦＮ｢の下

に種 々雑多のカムアラージを工場、 ピ凡ヂ y グ、

貯水池 、交叉道路空宇に各自多様に施されあり。

時天気晴朗にしてー貼の雲彩なく上空よ りWf翻

する時恰も燐寸箱を緩列簡L列し其中に大小額々の

紙箱i i 1 t 鍛板絡を卒列貯立し腕々と河川 、道 路、 電

鍛路ありて給 闘 の 如 L o 前前 日来の空中 戦燈火 11

Ｑ Ｑ ［Ｑ ｊ の Ｑ Ｇｲ献を想起する時 、 ｾｽｪｭ ＡｰｊＺは勿論生命 の 不安

と火災延焼等の甚大な る を痛感せり即ち前: 夜深更

高ｾ よ り我都市を眺めたる時月下のｬＡｫ況や多々中目

よるものあらん 。

即ちｪｊ｝Ｉｪ蔽に就いては夜 ｲｬｏｾ ｊＺｲＺ ｩｬ 天候敵来襲の高 ｩ ｬｬＺ

( 数百米突 より 数千米突〉等に依り共効 力 の 大 い に

中目注す るものと思 ひ却て有効となるよりも叉有害

となるものあ らん。

干干人 1'1 以 t を総じて之れが施策 lゴ耐弼建築は念:

に一般に叡むとと得ざるも防火、 防延焼を主眼と

するも是れ倖をー靭ータに1 f . b すとと至難として営

然緊急. を要するととは論を疑た ず。

遮 ｭｾ の 要車 Ｑ Ｑ ｩ は保設色にあ るものと研 ｩｬｩ 言 す、木に

棲 むft 知の 如I ( 禁を食するものは宝官級色を自ら幣

び 斡 校 K 於て餌を求むるもの其木の色に似たる保

護色を有す之れ自然の保護天奥の授けならん 、我

関陸軍服に於ても斯〈の如し。

空襲に望すする保護色こ そ遮蔽の要駄ならん其の

保護色とは 如何。

守主大阪市は現在建造物の約70パーセ Y トは慨ね

ii l f . 黒色の 克主主なり道路は由n援により滞泥色あるも

大宇部鼠色な り河川の色や叉思想色なり。

散に大ピノレヂ ｙ グの ｾｮ 曹は叉［野色Ｈ薄黒色〉とそ

保護色にして最もよきカ ムフ ラー ジと信ず。

彼 の 純 定木 紛争 の 遮首長は寧ろ其完/; 力似少なら ん

但 L 陸 上院怒i K 純 納 の如き ものて遮蔽I ! f 1ち. w除 に

於けるお射砲据付け箇所生!f. K 純納献の蔽遮を 施 さ

れ居たる如1きは係官接色として其効最も甚大ならん

特に日立つは称朱色(告/.j l l : ) 白色セメ Y ト色、煉

正法(71J; 柿色〉にし て京要なる建物 に之れを蔽遮又

は!l ! ! 色する必要多から ん; 符来建築せんとする建築

物 は先づ空襲 に封抗する堅牢なる締法と色 ヂ? の駄

に於 て考慮を要 す るは緊ＺＱｦＡＺｾｊｊＮ ｉ Ｇ ，こ し て重要な り 。



男 : 腕 成 功 し た のは わ り で あ っ た 。 とれ ば屋

根 瓦 の色止よ〈似た茨色の絢で蔽ってあっ た が

周閣の人家の 薄 黒 い 色 調 とよ〈 和 して 居 た様 で

あ るo 7)<源 池 の遮蔽と毛馬 問 門の述通fl 土飛行 機

墜 よ P 法〈 て よく見 えなかっ た。

岡 孝田

儀 袋 成功 したのは今司王のガスタンク で ある 、資

と線で塗 り 分 け て あ っ た が 周 悶 の rfl 1l l l の色とよ

〈和し て居た 。と れ に反して俗授のガスタ "/ !7 

はとれも苛主総に捻り分けてあったが周闘が薄

黒い人家の殿根ばかりだので友色 の中へ習をと縁

の鮮明な模様がはっきり判り 、俗談し た鎚 に 却

って目 玉止 つ結果となって府た。第 1 ｛ｲ ， ｾ｡ 右 ｆ のガ

ス {I "/ ! 7 がそれである 。周閣の色彩を考へずに

俄援するの は危 険 である o g!'i からは形よりも色

彩 が目 立つ。

第 l !i' i] 右 下 はガ スタ" / ! 7の 俗 i袋 資 と 紋 の

色 が 川陀Ａの色と ｾｬｪＱ tl 特 l'こ目) / : つ

書n 凶 汽 ｉ｛ｉ やｾｴｌ J p:の lf11 くのはよ く目 立 つ

e 旬、

.-

第 4 [i ，; j 竺大阪港防波堤は目立つ

葛 野 壮 一 郎

乗った のが短時間であり高度 が ヤツと 3コ0 米

の低［ｾであり ・ 時ｉｬ ｕ が最明るャ午後の Ｓ 時 一 Ｔ

.  時と云 っ た時間であったか ら 、 ｦＱｾ 授や遮蔽の効

果如何は{ 可とも評する事が むつかし ν 、 薄 暮 勝

明といったような き戸製 の最 適 時 に 1，5∞ 米或 は

それ以ト. の高Jjfrか ら毘なければ本常の事は分ら

ない 、 ｾ ｬ ｴ ｲＺ ｮ 殊に低空 で は ｦ￟ 袋宇ｾ献 の ｾめに反

って一層: I . ] ! ; 築物が限立っ て見え る株主な 反 到の 現

象き へ感ぜら れ た。
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夫 : 唆 し た 怨 物 が却 て 目立 っ た パ 書 いて あったのは

とうした都知のもの を指 したので はない だ らうか

口民家 の中。建 物 はF付近の民家の局此 に倣って 俗

1)  4∞ メ ート ル のil¥mよりする 政喜美 に依れ ほ 今

度の俄袋、 ｾ蔽 は 殆ん ど 失敗 、 然し闘 東ｼ 功 ｭ 演
i上を すべ きで あ る。縁 地の 中 の 建 物 iエ絵 地に見立る

習 に 際 L 、桜演のガス (J y ? のみが主色彩 を 施 し ; 様 に 塗 る べ きである 。民家，H i I i 路と に泌り分けた

たのと比較すると 、|仰 に 封 す る民 意 に著 し き : 中 央ib場 の建 物 ゃ 、Iill<地 に見せた 的阪鼠 l二の 1丹波

。が成 功 して 屑たと考 へ られるのはと の駄 を考へて

必皮が見られる 。

2)  ｦ￟ 装 、 ｊ 些織 の 方 法 ｬ 土 、 来 ［ ｊ ｾ 工 なー大 串防ｾ建築・行は れ たか ら で ある。

研究 室 の 分 Ｅ ＱＧＰ大 ｾｾＱＩ 分を ｉｉｊ ひ て居た が 、 そ れ以［ 口 純 宇 納 を以 ♂ 向 ［ ＱＱ を 遮 蔽した もの は 、 Ｒ Ｐ Ｐ m の

9トに ! 且たものは殆 んどなく 、特 に侭 工 事 と 迷 彩 ( 高度に 於ては 充分「 やって居 るな 」と認め られ るが

Ｚ河川が光る の は Ｗ ｝＼ 而 の反 射光 ｴＮ ｾ ｪｾ に依るの で ある か
は砂 かっ たo

3)  側々の工作に 就て云 へば、隙 7置の 3 色 迷彩 は : ら、 ζ れ を辺(; ｾ さへすれば 時 問 題は解 決 す る ｯ そ
の意 味で、 主 として市首局の手で行は れたと の額

失 敗 、納 、純 に i1{ る遮 蔽 も効 果 が砂 ぃ 。 ガ スじ

ノt. 11無 1l!11、it 澄 池 は もっと 1j 縁色に ;JK献 すれ ば ! の遮 1依は 、 2ぬ0 111 の高 度 か ら見れば 、充分 成 功

して居 るの では な いかと思」、 。

川畑 に 校 総 せ し む る本 ' ^ギi! .Mである 。

r : 瓦斯 ピノL の lli 似 は 効果的なもの L 一 つであらう

の嬰するに封 ｾ ￬ ［ｙｾ ｉｄＧ ｬ ， には 迷彩 、 迷 形 、 ｩｬｩ［ 蔽 、 Ｑ 岱 ［｟｟｟ｪ ー A山

:  2Xl m の高度に !i 干て も中日常に 効果的であ っ たか ら

工 事 、開 幕の協力 が必要であ る。

高 ｾ ｾ に於 ては可成 有効であ らう 。

新 名 手重

ロ ー般に 華街 l土m査の材料として非常によいもの L

夫 J に思ふo 新 大 阪 ホ テ 凡 の 建 物 の 所 在 手 銀 に て

: 判別出来 総 〈て 、防 gg的 であることを朝日が舎い

口1! r 械 の揚イ子飛行機 よ り爆11¥1を投下 す るt :ifA: は大 : て居たが、建 物 の色もあるであらうが 、主 な るD;[

抵 20∞ m 以上であ るが、我 々の梁 った飛行機は l 1"1は、工事中で あ る銭 に 建物の 外部に金部 命綱 を

21∞ m 以ヒに は界 らなか ったの だから 、貿際倣 機 : 厳 つで あ るか らであ る。

より 見た場合 と は 相況 に出 ｦ りがあ る であ らう。 也Ａ 日 建築事ｾ易の危険滋け の 命綱 よ ｐ も今少し目の刑 ｮ

高度が唱 す に 従つ ｣ 、 ｪ ｛ｬ［ ｪ 々 の 目際 に到 す る判断は［かく て 火 Ｉｾ なもの を 尾上に磁るとと ｬ 才 、 カ モ Ｗ 7  

次 第 に 図 採 に な るのであ らうか ら、2∞ m の 高 度 ; ー ジ ユ の 効果と同時に 、俊 英棚 上けにもなってー

に於て相訴 に効 果的 だ と認め られた 1尽装遮必は 、 ［ 不 二 Ｎｮ の 効 果が ＱｾＱ Ｚ ら れ る の で はい か と 、 繁人 ｾ へ

2，OJ O m の高度に於 て は よ り効果的 で ない か と惣 i を以 て考へ る。

像され 作る 。白紙 市計 ｾ ｉｦ は教 然たる幾何率 的道路計 部を要求 す

口 俄 殺 の 中 で 成 功 して 居 る と思 ばれた もの は、 ゃ j るが 、m路 1;;: 最 も自に立ち易 い 日僚 とな るか ら、

は り建 築 家 の 胸奥した府市側係 の建物 乃 それであ I 防Z史的 には去Jl J l l I的な道路計鐙はよくない ζ とにな

らう 。府 艇 、市 際 、中 央rh場 ?ずのそれは成功 して : る o 非 常時に 11/i へる と言」、意 味 川 ζ の錨 :[f ｾ＠ (UJ 

居たと恩 ＮＮｳ ｾｯ う解決す べ きであ ら うか 、 難 し い問題であ 泊 。

口 か くれ笠、 か〈れ袋の昔需 の様に 、全 然4坊の 委 l ( 193L  8  4)  

を消してしま」、と言』、ζ とは不 可 能 だから 、建 物

を俗装し て 何 に見せるかと宮」、乙とが先決問題で

ある o ｦ￟ｾ 主の効果 はー に こ の鮎 に 懸っ て 居 る。 附

近 の環肢を 考へな ν 、で録さ れ たfs装 は 何れ も失敗

新 海 悟 郎

して居る o :  鐙 者は 今回 の近綾地方| 功gg i : i i 習に 際 して、m築

口陸軍: の続 々な る武器を '¥'! i WI 色系統乃色にて限装 j 事含より fC $ 袋工作;羽交の依頼を 受 lづ来阪 した者で

しであるの は、満洲 に於 で有効 であ っ たので あ っ : あ る が 、1' . i :協舎 の一方 な ら ぬ御 遊1J に依り大 阪府

て、 あの色をその 儲 黒 ν 、誌 の海 で ある大 阪の建 物 j 下の fl :S¥設 は恐 ら ( 会す11に]' ( って見事するを得 、又

に 持っ て来 たのは何 うかと思」、。朝 日紙 卜に 、 俄 ｩ 飛行機 ｴ 再来のｾ便宜 をも奥 へられ 、 そ の設 なるも
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のに 就 い ては親 しく機七よ り総書長 L; 得たことを深， 事長に 思は れ るも lt 際 1.:1: 屋 根 !こ散漫に置いた J訟の

〈感諸; す る。 色が資色なるｾめ法方よりその存 Ｍ ＨｲＮ を主主 見 する

昨年の胸東助主主演 旬 の際に は俗波は {徐 り考 -/f:: さ i  をno 1' pって誕 の?--'1J;Kを表 lよしてゐた事 i土遺憾

れ ず、1. 1¥か l亡、7ドj原f也、 ] L斯溜空宇に俗絞工作を施 j である。

され たのみであ ったが今凶の演脅では 大 阪市一内の i ・ Jll: 今 L[' χ l 折間 の迷 彩 〈篤員第 5)

みで も俄 i払個所はその数約5つを筑し費J f J も英大な: 此 の迷彩方 法 i工期間の情 況 を良〈考慮し 迷 彩 と

m絡に騰ってゐる 。是 は ー に 1 Ｈ， Ｑ ユＯ Ｚ｜ｊに於ける Ｏ Ａｽ ｪｾ して は 小分なき境に J主主主し て ゐるが 、斯 様 な殺

思 想 ノコ普及 、 並に大 /¥!I( 人のh 行力を哀書き するも 別 L 必ν 、特妹型 のは築物 を 迷 彩 の み で 蕗 犯 しゃ

のであ らう 。

2  

うとした庭に無刊を生じてゐる様に思はれる 0

. 鋭紡嶋野工JUの迷 彩 ｃｾ 良賞ｾ 6)  

ｩｬｬ 築物 の偽 装 は ｊｴ の ｩｬｬ 築物 をよ ｾｊ 図より切り離し［ 之 Ｑ＼Ｚ 見る如 Ｑ き賞 、 線 、 告白色の 三 色 ｾｾ Ｚｴｫ 迷彩法は

て考究す べ きものでなく 、機上よ り偵察したる 際 ; 最も多くの重量 士占めていたが 、遺 憾 乍 ら 概 略 失

同時 にniM'I' i l'こ入る i 地 域 を 単 位 と し て 研 究 す べ き : J吹I'C 終ってゐた 。 可決布、技甲 列 車、装甲自 動 i lI

ものである から 、 協災の完全を 期 する潟めに はIfli' 令，野 械 に於 け る 移到 兵 総は背景が自然物 なる軍事

純悶 にト Ｑ ・ って 大 去ｊＮｬＮ模 な Ｈ ｬ ｾ 袋工作を泌さね ば ならぬ ｪ め 、此の 三 色ま i伏迷彩法 が五三週な ( s 袋方法であ

が、蹴習の 際 に lよ試験的 に 小 規 模 に行 はれる か ら ; らうが 、 都市に於ける固定ｾ 造 物にあって は 自

jl ' l i 装の良似を許関すること は不 可 能 であらうが、 i  ら. 趣 を 異 に し 滋 路I廷割、並 に主主築物の輸事¥1共

その方 法 に 就いて可否 を論ず るこ とは計・されや う : に直線形なるおめその迷 彩も幾何事的迷彩法 に

今 回 の獄習 に試みら れた (E 授 を 硯 後 す るに共の j 侠 た ね ば な ら ぬ の は 蛍 然 の 事で ある 、 又其の使

方法は各/ [ 1 ; /砿 々で 筒i下なる俄袋方法を民純闘に豆 f日色彩も地域色を調査 す る事に依り 決 定 さ れ る

つ C 絡 したものもあ り、 又 1，0ココ 米 位の ，"，j EJi から : もので 、然色 vJU:1 ;b正色を以て地域色と す る工場

は阪に其の存ＺＨｲＺを識別する に 図 ｾＡｒ を感ずる限度 に Ｚ 地幣 に策色を川1"; 、る等迷彩の主 旨を誤認せ るも

央委少な るill 築 物 に模司1)_CI1 (1'S技 士試 み てゐ る もの も・ のである 。迷 彩 は必ずしも多色彩 色に侠たずと

あっ たが 、概し て瓜i 範 闘 に引っ て大防な j 以放 を な . も{抗議 色 述 式 均 一着色を以て 成果 をねる揚合が

して ゐるもの程 その成 果が 顕著であ る採に jj( ・9詰 さ : 多い 、例 へ ば 位 玄氾 線合 枇工場の 如 きは J込者例

れた 。 で あらう。

まEに組 i憶 をi出 り二三の例に就 き感想を記述す れ i ・ 住友仲銅

lゴ i  此の工場 ｬ 土 非 ｮｾ に熱 心 にｻ母校 を 研究され 、 桟橋

・ 築 港 第 1 f_t1 2 突 堤 中 間 海面iilill 似 ( 篤長第 1) i  式 、 もみがら 式 、 ドンゴ ロス貼付式、 の三方法

大規模に行へる 泌仏 工 作 に して最も成功せ る 例 j を以 て太政官姻を( 岱渡して居り 、工 場 の封 岸 の

の一つ で ある o ｾ Ｉｩ ｪｬ 山にＷｊｩＮ而 ｬ に古いた寄練馬根 は ｾｈ ｬＡ 的 に石 ｉ 成 り

・ 柴 lea71ミifs( 池の水面ii1lr i依 〈 軍事民賀ｾ 2)  :  ( s 賜わ役i刊を演 じてゐ たi設に 思 4・。只 此 の工場

Ｗ ｝ＭＮ［ 源池 は 規模大 ｔ よる矯め 、 その俄袋は 歪 ｹｪ Ｈｻ な ｲｬｾ i  の失敗は jl ' l i 装桟附111の小 匙 築物 に三色雲欣迷彩

題 である が機能 ーI 完令な る偽装が絶封( J 句に必嬰 : を絡し俗袋 @/ ffr を指示した事であ る。

な(位l民主で ある。此 の71、源池にあって は試 験的 に i その他ガスピノL 等 方 法 に 於 て 成 功 せ る 例であ ら

内 つの方 法で ( s装 工 作 を 施 し てゐ る が、網 ノコ !

に へ ? を撒布したもの A が最も効果あり 、 白色

つ。

3  

レ ー スをｊｬ占り渡し たも の ｂ が最も識 別 し易い 。 ｭ 今防 波には迫［織 、 迷彩 、 治形 、 ｩｦｲｾ 工事等考へ

. 御 堂 筋 滋 路遮 I依 ( 篤良第 3) i られ てゐるが 、今 凶 め 滋 習の夫はl1llh. 遮 献及 迷 彩

布の色が 少 しく 冴え てゐるｾめ地上 で 想像した ｩ の 二つ に限ら れ て 居 り、 筆者 の 見祭範脳内 で ｉｈ Ｑ｜

以上 に総 別 し 易 〈 目 的 を 完 全 に 達成 したもの と i l'こ市Ir戸大開小 事 校 に 於ての み主主形工作を試みてゐ

は認め品: ({Wo

た放に記憶してゐ る。

・大 日 本
{f) j 繭品工場の ( s 装 〔湾民第 4) i  誌に 主主形 法とは l長 1与 に似設 的 工 作 を 施 し、 直

ｾ反 で 見 ると可成 ｐ カ ム アラ ー ヂ ユされてゐる［ 線 的 尉ヒ 輪郭 を政援し たり、平坦なる屋 上 を袋 網 ｴ

I  t  I  V 川



総長第 l 築港第 1 ｾ事 ＲＧｽ 理堤中間海国ｩ｜Ｚｴ ｩｻ 占 2事長第 4 大 日 本 ｾｊｩ 繭ぬ工場のＨｌＮｾ袋

ｾ民第 Ｒ 孟孟柴烏 Ｗ｝Ｈ 源池の Ｗ｝Ｈ 荷主主継 ｴｬ 良質ｾ 5  ) . I! 今里 J じ斯tmの迷移

童話良質1 3  御堂筋道路泌蔽

ＱＩ［ 民自ｾ 6  鋭 ｾｊ ｪ 嶋 野工場の迷移
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な小 周根に ｪｾ したりして大建築 物 を 小向 Ａ苫術又は

小工場街の卯1(  ｻｾ編し 爆 盟主 の目標より逃避せんと

す る窓味を持た せ た新法31tであって 、Weiis のj ιJ 折

計百の如l きは此の 主主形f去をハl ひ輸事11由主桜を行ひ向;遡

笥な陰影消却を施せば ｪｾ 装の効泉はより ｽ年 ｬｻ｜Ｇ とな

るので はなからうか 。

書長 p に、 公務 御多忙中 にも 拘 ら ず、案内乃努士

取ら れた府総ili3長課の松 井技 師 、 内藤技r . IV. 荒 木

投手 、 利回技手 ｾこ 厚 〈 御泊中 ＱＧ Ｎ ます 。

盟

〈

純

ヰム は大阪市に jたける 俗 装i.!主蔽等 に 闘 す 号 激官ii 知

識を全然有せ ず して飛行機に 乗り たる古士、地上に

於ける感じと機上 よ D見たる 感 じと比絞研究す る

事 11 出来 なv 。大阪市の 何島に如何なる儒装迷彩

等 を 施 したる ものがあるかも 知ら ずに 、機 上 よ り

見て十数箇 EIf . あれが儒狭されたる建築物 だ、 あ

そ こに見 ゆる のが港湾 の 泌 厳 か . あれが工場の迷

彩かと知る事の出来 たのは 、a毒装遮蔽の効果ヵ: 元

金で はな く保 護色で あるべ き ものがかへ って虫 矧

に於ける瞥戒色の如 き織 を曇 してゐる 事 に起凶 F

るので はなか らうか。飛行機の高度の聞係にも よ

る事で はあるが 、今 一雄{ 岱裟 jjfli 蔽号事の方法に就 き

更に研究を 嬰するもの と思」、 。特 にi前洲 の野に於

て職車、列 車等に施す陸軍の主色彩方法 を市 内 の工

場 、 ガス !fl Y ? 今;に施したるものに於て は特 に こ

の感を 官民くした。 上空 よ り見た る都市の一般色 '"

日本 J i. の色とアス 7 アル ト道 路 の色である 。この

色調 が都 市の主色であって 、其の問 に白い建築物

青い河川等が里占在するのである か ら迷彩 を施すに

あた っては附近 の紋況 に合 致 した る形を 怨 像 L 、

日本J <:色、 アス 7 アノL ト色を以て主色 とせ る工法

によら なければな らな いと 姉 感 した次第である 。

大阪市 の如 き工業都 市に於て は各 駅失よ P 慨を

盛 K :.I:l L 都市の 上空に般の 暦を作る のも一方法で

ある と考へる事が出来る 。

機 上 より16 ミ リにl肱め た筏反に より持ぴ感想 を

述 べる事を 約 して筆 を 捌 〈。

田 法 千

大 阪市 を中 心 として紳戸 、京 都 等 の言者郡司王に於

て主要な る' 1' : 公街、工場民 他の大建築 物、R宇治' 池

J .t 他の水面、 自主i しき遺路毒事に望号 して試 験 的 に 各

績 の ｪｾ 波や遮蔽 がｊｴ施 され た事は今 恒 ｼ の 近畿防 ｚ 主

演 ft : に於ける顕著なる特色の 一つであって 、之等

の試みは 昨YL の闘耳E防f1I l'Ji 習 に於 て も 見 る 磁 を 作

なかった F斤である。

日本住築協舎演習部員 の方 々の御 灯 窓 によ り、

非: l'Ji 笥期間中の 7 刀2o、27、28日に瓦り大阪 を巾

心として、京都Ｆ び前 Ｑ Ｑ 戸の 三 都市に於ける ｪｾ 装及

びｾ蔽の 主 要なるものを殆んど￬Ａ 比れなく見拳させ

て戴い た事は望外の仕合 せ で あっ て、 とれだけで

も準々見与に出か けた甲斐は充分 に あったが 、更

に波留の最終日 に於て同協合員の方 々の杓別 の御

I'i U設によ って 、之告事の俗装並にi . ! 主蔽 の成事fJ I を飛行

機ヒから淑祭し得る機舎を奥へられた事は誠に笛

龍思 ｉｾ 晴の似があって似しか っ た。

い の一 番の )10市券 を貰った自分は来 五刊孟 ら一緒

にうkた笹川 、事rr 海 の繭祭士立立に大阪府の苦手委員部関

係 の方々 3 1 : ; と共に、多 ! j d¥1) 見書弘者中 で、 第 一凶

の飛 行 主御義 Ji . させてい たピく光祭を 有 した。座

席 は機首 l亡向って左側 の最後方。 3 時45分 離 陸o

ml 賊群がる新京一ーハノL ピ Y ! i りをオツカナピック

りで す古めて飛ん で以 来 正に 二年ぶ り の Ｑ Ｑ ｾ 行である

l舟の 内藤 技師に主要な白装 、遮 蔽 の 筒P!r を7 ・ロ

ッ トして1まった 大阪市の地闘を 左 手 に、篤民機を

右手に 、昨日 、一昨日見 て廻った m物の所 .f( を地

上 に求め乍 ら目を皿の様 にして飛ん で行 〈。 約 10

分間 の短時間にグノι リと 大阪市 の 上空 を - }li j して

待た感想を見た物 の制 に述 べて見 る。

築 港 海 面 飛 行 場 を 離れて先 づ 第一に胸 F に見

えるのが築港の第一、第二突堤 fl fJ K 試みられた海

面 の 俄 援 だ。 九太を浮か し、2主を弦って 、共 のJ 二

に ｾを敷 いた ｪｌｾ｜ 反は法 上から近寄って ｊｩ Ｎ て も完全

に野原の 様" こ見えたが 、 これは機上から 見て も大

成 功 だ。 それと知 っ てゐ て も見別け が附かぬ i¥[". に

:l'ii1正に陸地に化け途 して ゐる 。

大 阪 ガ ス 岩 崎 町 工場 ガ ス !fl Y ク其他 の工場の

建物" こ各種の迷彩 が試みられてゐる の だが 、3ニf曾

飛 行俄 が j s援 の 施 されてゐな い方の建物の西 fi!l J を

飛んだ震に 、折角 の j s 笈 がよ〈 見えなか っ た。ガ

ス!fl Y 1 には天驚に 直線的な迷彩 が施され てゐ る

肇 : が 飛 行 機 の 高 齢 低 ( ( 約 4∞m ) 、且 つ 酬 が 厨

: 日を良正面に受け て ゐるので、 !fl Y 1 の形が明瞭

に制収 さ れて 詰ｓ ｾ 主 の 効 果 が殆んど 現 れて ゐない。
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大 阪 市 中 央 卸賀 市 場 斜 右 F に可成 りiぷ〈 此 η 一隅には ( s 殺納を E長ってにl 笠乃大主主祭の所作を晦

建 物群を見る 。 中 央 に 並ん だ 3t束中の q 車が よ量上: まさんとの策が訴事せ' られ てゐたが 、 ζ れ も 何分 に

を木造小住乞併に見せる如( Ｈ｛ｾ装して ゐ るの だが も飛行普通の高度 が 低い ｾに 、 住物 が 注文 Ｑｭ り の

夫れが依りに小部分なので特 ｾｉｉｾ な形 ｍ を有った市 。 ｐ ｉｵ ｮ に成って見え ず 、 手 るｬ， ｾ ｯ ｬｬｬ ･ ｴｲ ｩ じになって

場 の建 物 の方が先 きに目 1<こ付 ν、て 、俗 装 を 施 した : ｊｾ 下 さ れる ｅ に 、 折角底ヒに 民Ｚ闘 が 造られ て あ っ

箇 ｦｦｲ は探 し 出す のに却っ て Ｇｾ Ｑ Ｇ が 折れ る位だ。 ・ても直〈・ J毛の下に窓の並列 した(I[ IJ 蛍 が縦いて見え

住 友 伸鋼 鋼 管 株 式曾 枇 左窓に 見える 此 の越 の : る鴛 に化の皮が fJ.! はれ 、 ( s袋網も 建 物 の 一隅のみ

ヱ14; 地平合ーに は -nJ 成り 本 給 的 な (岱波宇辺;蔽 が1主施 さ : であ る1; t に 、斜め に下ってゐる納の1U1Jl百 がρ ツキ

れ てゐるのだ が、右 窓 か ら市 内 の 中 心 地 方 を 一 生 ; リ見えたり して 、法 I置の ないmr漁り成 功 して ゐる

懸 命 に見下してゐる 111] にウツカリ見逃してしま っ : 様には見えぬ。

たの は残念である 。 : 大 阪 城の壌 ! 訂総合の直( ' 前面 に布 る妓の援 に

大阪市民喜舎 尉 1.' 令慢 に ( s 技 士施 し、セメン ト・ : は純 が多段 並べて張り 渡さ れ 、擦の7. 1<を隠 すと共

カ ラーを施した上塗の ｉ ｾ ｉ いＱ｜Ｑ Ｑ 分 と アス フ ア ル ト の Ｚ に 純を染め分け て其の トーに 道路 が あるかの ｾｉｉ くに

黒 色塗 料 とで尾 上 に筒壊な 幾 何模 様 様 を表はし 、 Ｚ装ってあるのだが 、 ζ れ は飛行機が民 ｬ に うｾ た時

自い 部分が滋路 、 ，Ｍｭ い Ｑ｜Ｑ Ｑ 分 が 小建 築の ｾｊｾ りに作ら ｉ こは大 ｬｬｦｴ 道路 ら しく見えたが 、 少 し手前で見た時

れ てゐる が、 之 れ は 割合 によ く成 功 し て ゐ る 。 勿 . に 11 細 が 途 中 で ダ ル ンデゐるのが ハツ キ リ見 えて

論飛行機の高度が 111;い の で 、市 総 合 l当」止の形態 が i 惜 し か っ た。

手 に取る様に見え 、従 っ て 仮 装 が ( s 装 と して l似I反 : 柴 島貯 水 池 ・毛 馬問門 前者は本絡的に各: f l l i の

されるけれども 、 f!J， と白と で簡 '1' 1. な直線形 を 表 は : 法政 方 法 が比絞研究的に試みられ 、後おーは 71<の落

した手法 ｬ 土 煤慌にす ｌ けた大阪 市 の 様な Ｑ 苛 に ＱＱ 俗 ｩ 口をｆＧ ｾす ｪｾＱ 亡 額 々 な る 工夫が桃 はれ てゐるので共

授として は泡 古? な色彩 で あ る か の 淑 を 奥 へ る。 の成制を 械 とよ り1i u1かめる べ〈 大いに 期待 し て ゐ

ガスピル 荻 色の蚊中'l i をm4却に かぶ せ た ガ ス ピ : た の だ が 、右 慾 に見える市内 の建 物 に 以 を] 反ら れ

ノι の!J2; 1依は主主主2で はあるが大位成功と見てよ ν、。- r ゐ る組! に 、左窓、の 後 方法〈見逃 してしまっ た。

白色タ イル張 りの語1¥1; : なは物 を瓜j 悶 の熱ずん だj 七: 此 のn!f ばか りは飛行機の主主& の素晴 しさが恨 し か

主主 の商r . s街の中に 巧 みに隠 し途せて ゐ る。 之 に 反 : っ た 。

して脈々に散 f仁ずる背 ・紋 ・茶: 1) }]Jf ji 'j W満洲色』 と j 以上の所・感を 纏 めると 次 の様な乱11呆に ならう 。

呼 ば れ る三色迷 彩 は 硝 ん ど令部 が失敗 で あ っ て、 白 1. 都ｲｉ￭の 一局郊に Ｇｊ ｺ 泌する俗援 Ｎ ｾ蔽は今後

特 に 臼に 付書 易 い 黄色 の ｾ ｉｉ 告は ｊ せ根 ｪ じと煤煩 とで Ｚ の研究に侠つべきもの であ るが、今 凶 の 演 習

淡墨一色に塗りつぶしたとも見える大阪の市中に 。 の 成 総 か ら見て其の前主主 にはキU1ii 困 緩の多 い

於 て 『 此民主に{ s ¥災あり』と公はぬばかり に光 って ::hが激惣 さ れ る 。 都 市の 中心 、重 姿 な る 工 場

ゐる 。 地 幣 の 知は寧ろmti 掩閣に 亘つての煙幕. i ! m蔽に

御 堂筋道 路 市艇合から ガ スピ ノL のflOへかけて ・ よるべきで あ って 個々 の建 物 を 遮 蔽 し て 敵 機

御堂 筋の道 路ｉＺ ｋ 設 け られた布 市下によるｾ蔽も 、 ・ の目を H毎まさんとする が如き姑息 なる 手 段 に

此 の程度の高皮を有っ た飛 行機に到しては 殆 ん ど。 は{ 徐り多〈 を期q.y. しない方がよい ので はある

効 果 が無 い と見な けれ ばなるま ν 、。 1' 1分 が特 に地 ・ まいか。

ｬ からＮｊｴのｾ蔽のカラクリをよく見 て長 ＱＱ つてゐ る ・ 2  潟 市 、 河商、貯水池等の如l きヲl' 而 的な f5.¥}貯

の で一層 アテが自 に 付い たのかも知i れな いが 、布 ・ の1s袋 、iilli 織 は 比較的谷 易 である が 、SI. 徳 的

幕を透 し て路面 に於 ける 阪の反 射 が日に ｉ￞ｩｾ ピ 、 幕・ な ｭ 物の完令 なＨ ｛ｾ袋 、 ｾ首 長 は 凶維 である 。 ＱＱｾ

がタ I_s， Iくノ、F メイてゐるのさへ手にと る様 に限荻 . 行機のお皮が低き身近合 は 勿 論 の Ｔｾ 、 中 ｮ Ｑｩ ￭ Ｎ ＨＮｾ ｪ い

された 。短 時間に 1' t 施を命せZ られ たとムー」、から 、 .  お 合 に もは物 が PIun Iくなって 見 え る と 考 へ

勿論念場の 1: 日に合せ で はみらうが 、此c1; fifl の 方 法 : るのは 大 l: tJ 泌 ひで 、常 に Isυlll et ri c Y;: 見下さ

はまだ まだ研 究 の官余地がありさう だ。 れ るものと箆惜 し て 、 屋上のみ な らず 側 壁の

大 阪 府 鹿 舎 剣 右 に 見 F ろすf仔総合で i二、属 1.. 俗 袋 伊 巡?般に')!; J しで も充分 の注意を扮」、必要

にi ! ! t を放さ紘の塗料を 施 してMi<地 主装ひ 、建物の i があ らう 。
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3  特 に大阪市の如き媒聞の 都 市 で は 、 満 洲 色 : 府E草舎の周悶のl 1 f f 黒色のなか にとけ込んで 成 功 で

の如き『野育現ｈｬｾの迷彩を川ひる司王は ｍ まし ｪ あった 。

〈ない c 泉 、灰色の白11 き系統の色彩を 用ひ、 j  然 し これは緩 めて瀬微鏡的に見た淑聖書であって

且つｽ￬ ｊｦ￬ｾＩ の Ｉ Ｉ長況を充分 に考 慮 し て比較的簡単 ｪ 都市として延現地区の日椋をかくさんとすればー

な直線式迷彩 の 矧 を 使 j 日する惑 が効果よ き も : 岡 地 の 建 物 の間 列i伏恕等を介め た周悶の 地 形の fs

の d nくである 。 : 袋、 j庄西をが必要で& って言ひ易〈行ひ雛たい こと

f古I繰返へし述べる緩に 、 以 上 の所感は高度向か; であるが金的的計指によって綜合的( 低投 をな す 事

に 400 ｬｬＱの ｬ ｬｉＺ＿ｾか ら 、 自作市も前日ま で自 分が。が必要で あ ると思 ａ 、。

地上でよく翻査して置いた、 云 は ピ 仕 掛 の よ く 灼

ってゐる俄袋ゃ遮蔽を 丹 念 に探 L 求 め た 勿 合の も

ので ある 。 従 って ア ラ も よ く 見 え た 諜である が、

tt 際絞殺の場合に f日ひられると云」、 2α 氾- 30ooJ l l

以 卜. の高度から兄た場合には果してどんな もの で

あらうか。 苦手にして fSU濯化しがうまくやl い て 央 れ

L ば良いが、自分はたとへ 40∞ III の高度で飛ん

で 来ても専門の似 祭 将 校 の 眼 力 に か 入 っ て け 、 之

等のＨ岱授やｾ蔽は 、 我々が Ｔ ＰＰ m の 依 渋 か ら 見

た以 t K容 易 に 淑 磁 さ れ る の で はあ る ま い か と 秘

か に恐れる次第である 。( 1934. 8.  4 東京にて〉

田 中 1爾

普 沼 爆撃機の1) 1，懲高度 2，つJ O米 乃 至 3，000 米 と

されて居るのに到して此皮 の飛行 高 度 は 約 350 米

であ る か ら 自分を爆 継手に 想像して ｦ￟ 袋ｾ織 の ｊ ｬｫ

1Ml を見る には儀 り に 依 す ぎ た ゃ う で あ る 。 高 度

35つ米と云」、と一寸高い主s物の屋 l に主主って街を

見 下 ろしたの と殆 んど 後り がないが 高皮 3，∞コ 米

に もなる と地 上で見た j升よ りも相' I I I ' ・主主がある で あ

らうと云」、事11想像出来る 。俄滋遮蔽も 2，OJ O乃

至 3，つ∞米の上空に 封 してピある事は勿論である

けれども 、佐 々i前洲色直織入と云 っ た非 常 に 近 眼

的なものがある が、 この根本 問題に釣し て一つの

f 高

ー
レ也、 政 金

五

日

敵 機 の都市 役 裟 1'1 少 な くとも高 q.J 砲 の射程外の

高度でな〈て は ならぬ。此 の 那賀は土ｬＺ対ｪＨｾ大佐 の

i前ifHに於け る1t 織 の講 演 に 依 りて 1lJ1li1iiに指定さる

弘司 Ｑｾ ＱＧＮＨで ある。

高射砲の射限外とは少なくとも 3，00:; 米 以 上 の

高度でなければな らぬ。航費郊で試乗したときは

飛行機の高度は 2，αl O 米突牝であ ったと 言」、。是

れを俗S査を見る 1-.に1主戦に泣いもの で効果的の1 f :

であると 思」、。

併 し今 度 の 飛 行 高 度 l士1∞ 米 突 から 2∞ 米 突 ま

でのi ¥ij 皮である と言」、。斯の如|き 低ー怨から見 るis

3主け 、大阪減の t に作ら れ たる侭装を府総合の康

上か ら 、 又淀屋橋 ｪ Ｇｉｊ ｪ に録さ れたる 俄袋を 市ｾ 合の

上 か ら見るのと大差ない企て で恐 ら ( ' t ' 苦戦上から

考察するときは甚だ非効果的の もの と言 11 ざ るを

引 な い 。 自 分 の 試 乗呑 が最終で、 f也の王集約時間 と

差支へて試乗出来なかった こ とは 、 自分の 以上の

所信をモツ ト筑諮 的に迷ぶる こ とが出来なかった

こ とを遺憾とする 。

内 藤 亮

定見を奥へて〈れた貯 ｩ て ｾＱｾｽ Ｇ る か＿があったと思」、 。 白 7 月28 日試乗させ ていたピき ましたのは遊覧飛

ｦ 者 ｉ ＭＮ＿ ｾ に主主って先づ第 ーに 感ずる事は市街全般 ｪ 行であり 、 高度 も Ｓ つコメ ート ノ ι を超へ ず、ｻ合 ｩ 去と

が非常 に どす黒 い 事で ある。 木立 の 紘 も 候 節 の 閥 : か迷彩に闘する効果にしても 3J O メート ノι 上空よ

係 もあ るが〈すんだ暗総 色 で 周 闘 の 尽 根 瓦 と の 函 j りの Ｇ ｾｬｴ かな時 ｮｴｊ の級生誌であって以下 の報 告も従つ

別もつき縫い。 これ l土木 造 都 市 のχ 屋 根 の 連i演 と j て断定的なもの でな く以 t の依件にもとづくも の

煤姻の故筑で あらう。 で あ り ま す。

街 令 般 の 主 色 が暗 黒 色 で あるから迷彩に ついて 1 第 一突堤第二突堤間の海面俗漢は 、飛 行 機

も1前ifHの赤土 を 景 背 に した耳Z器 の 主色彩を そのま 1. の出(E陸間もない頃制緩しましたので 、俗装の詳細l

mひた原色 の生 々しいも のが失敬で£ る に 反 し て j は手に とる如く見 出されました が、 高 度 1，0∞ メ

暗黒色 の 目立 たないもの例へは中央 市 場 、 市 役 所 j ー トル以上にて淑復すれば多少の効果はあるも の
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作惣. . され主す。

2.  日本 染 料 は d1 './ ! ' を 俗袋遮蔽せるものは成

功 してゐました が工 場の一様 を倫 色 及び黄 色 ベ y

キにて 俄 袋せ るも の は失敗に終っ て 居りま した。

3. 梅田貨物肢も 3∞ メー トルの高度か ら見て

は係り 成 功せ るも のと思 l工れ ま せ ん で した。

4. 柴 鳥 海 水池 及毛馬 II，'，J門 l之飛行機 の定 コー ス

よ り は 相 Ｑ ｩ ｲ 奈 ｬ にしか 見降すこと が 出 来 ＱｾＧ ず、 斜に

籾察したとと ろは 、共 に中目前成功して 居りました

但 し 瞥親践活: 築技 手の新 海 氏 が大 阪 朝 日新聞批機

t より 観察さ れ たると とろ によれば 、毛馬 11，リ門 は

横 に張られた 純iのIUJ よ り依然として白い水泡を見

る こ とが出来 た そ うであ りま す。

5.  大 阪 府 総 合 l土屋上 の( 岱袋は 相 ?it 成功して居

りま した。東南角 をfl'S袋網に て俄披せる ものも無

紙 の も の と 思 lt れました が、 •• n 悶俗波新j に附 着せ

しめたへラを紋と #l 色 とに色別 し以っ て紘. t t ! ! と散

歩i o: とに fs 装 せ んとしたも のは機上 よ 引見て は令

然 混一 せ る 一色 に 見 られてF f r J切の効果 を あ げ てゐ

ません でした 。

6.  最 後 に 中 央卸賀市場の一線に次 色 ペ イ y ト

を以って俗 渡せ るも の に して よ在位の敏 一小 部分な

れば之を以 って 金値 に ｦｾ 被 せ る場合の効果を た ｬ 像

するは困難な る も、少 くもかの 三 色迷彩僚に 1il! IIJ

するけばけば し 曹 ベ イ ｹ ト を ｩｾ 己川 せ るも の に 比 し

て無郷に成功 せ るものと 思 It れま した。

ｊｦＮするに此 の 度の ｦｬｾ ｬ ｋ 去か 迷彩はど く ー 小 刻 ｬ 分

に試験的"' : : 1' ( 行せ るも の多 〈中 には都市に於 け る

侭 袋 とか迷; fよとかと 云」、こ とを忘れて 7 イール ド

に於けるも の をそのま L 使 IIJ したものもあり 此等

は、 か へっ て 保 護 色た るべきも のが瞥 減 色 となっ

て目立つも の もありま した が、日 本m築 協舎 の多

少 と も 関 係 しま した大阪市 総 合、 中央卸賀市場 l士

大 阪 府 総合空手 ＺＺ 以上 の 駄 に ｪｾ て無税であり 、 その

他 大 阪市 に 於 け る 技 術者 の設計された 柴 島海水池

毛 馬 11，'oJ 門等 ! -t 失 敗 に 終 って ゐないの を見ま しで も

勝*f l'S袋、迷 彩 に 附 しては 建 築、こ1:木 の技術者が

専 門 に相 合研 究 す べき ものと信ぜら れま す、 {民主主

の 効 果 に疑問 が あると し ても少〈とも ｦ｛Ｄ ｾ 民 せ る た

めにかへって その地 駄 の 識 ))IJ を容 易な ら しめ ると

云・っ た様 な 失 敗 だ けは之 を さけ るために 。

蔽欣況は一言にして 之を云 へ ば殆 ん ど失敗と云ひ

得 る 。 尤 も 之 を 穆 祭 せ る 時の飛 行 高 度 l士約 3∞ 米

に過 ぎず、 敵 機 従来 日寺 の致 想 高 度 1，∞ 3 米 7'; 歪

Ｒ ， Ｐ ∞ 米に ｪｾ ては 、 ｭ 物 の 高低皮を初、 め得 ざ る 由な

れ ど 3∞ 米の高度に於て は建 物の側而を充分! 日1瞭

に見 Ｑｾｽ る事 よ り考へ 、 あまりに ｦ まきに治 ぎ 従っ て

淑妻美欣況も 持 って来べき で あ るので、 1，OJ O 乃 至

2，∞0 ;)択に於ては戎 ひ は 有 効な るも の がある苧も

知らぬ が、新 聞 紙 とに於 てw部 の談 話 としてあ ら

はれたも の も、殆 ん ど失敗と して ゐる 。 殊 に工場

の主s綴 腿 根 を建 物 を小さない〈っかに見せんとし

て 資色 ペイ y トを以 て出lせるも の は金 〈 失 敗の様

に恩 ばれた 。之はペイ y トよ P は寧 ろ f ' 7 7 J f ド

y グロ ス」の方 がい L 。又 3 色 迷 彩 とせ るも の は

そ の 色 ｬ こ よ り 距離を ｾ ｉ ｪｬ に して自に感ずる錦之を錨

せる主I ! ; 物 i工形! 1 f t を令くくづして見える様な正世論 (. 1";

級 t取を 有 す る との話 なれど、 之も高度低ーき般か完

全に失敗に て"Jt 飯も の であ っ た。

次に飛行巾日につい た もの につい て順に述 べ る

先 づ 築 磁 の海面ii i !主蔽 It 有 効の様 に 恩 はれた。唯コ

ルク の 色 ｉｴ あま ｾ 5'n;偶 色 す ぎ て ゐるが、瞬 間 色 ノ3

分 明 でな い時に は海 洋 線、突 堤の形を型軽へ るの に

充分有 効 で あらう 。ヨたの春 日出 草 原 は 例の策色ペ

イシ トを放 った もので失敗。日 本 法料の f <7 './ !' J

ｉｴ 建物 らしく 見 えた。住友 Ｑ ｴＡＺ ｫ ｾ ￭Ａ の 「 オゾケ ラ イ ト

テー プ」 を地而{ に敷い たも の l士、飛行高度低き せ

いか建物 に見せる日 的で は失敗 の様 である。大同

flL力 のt!'i 2 炎氾所 内側 失 も 失 敗、東洋紡四民! :占工

場 。 も失敗の様である。中央; 市場ノ' ) 1よ民 k よ り見

た せい か 、 約成功 らし〈 感 じ た が 、 Ｈｌｾ 装 、 Ｇｾｩｾ 分が 少

m¥) .f で令位 と して どうなる か f1 不 明 で、 彼 D 幾 何

率的形態を持 ｾｩ し Ｑｾ Ｚ・ るか は 疑 問 である 。 柴山 ｉｴ［ ＺＷ Ｉ ＼ 池

の水 面巡首長 It 成功してゐる 。 l好縦 令 の{尽をE綱 は嘗

て高山 k i > ' 南海賊上から夕方見 た時 It 、大 阪 城の森

とー絡 にな って大成功と思は れ たが 、 日中 3X) 米

の 高さか ら見 た 時 には、和i を泊 して建物 の2言、等が

見えてゐた。大手前公閣 の もい かに もfs妓らしく

見え 、 大 今 思 ノコ 放 射 路 は 遠 方 に一寸 見 た 丈 で あ っ

たので 、iIill蔽効 果 は 不 明 で あるが 、 j 二lこ政 っ た布

が風 では ためいて ゐる ノコが わ か P 、旦そ の 色 が周

悶の 光 州 娘 よりうすい綴であっ た。自 分 の見たも

平 型予
中

ｩｾ 、

雄 の It 以 上の様なも の であ るが、 上 記の 俗 投 獄 似 :

一

一 26日27日ドI'i日 に わ たり、 観 察 し て 廻 っ た後 と て 、

飛行機 上より見 た る大阪 市内 務 建 築物 の 自主笈 ｾ ｾ＠ ;極が見えすいてゐ る思!i もあるが 、何 れ もい か に も
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is袋 で どざいますと の{ 胃袋が多く 、却ってそ の録 : 感 を 起 き しめる 。 勿説 何 れ も筒 ほi将来 に研究を特

定要建物を明示してゐ る感 あ P 、3 色 迷彩 の如き ; *資 して完慌を 期す可 きであ るが、{也市ZR披技術の

も野阪の中で兵器等 に行ふそ の ま与を用ひた ので j 必歩 も 無限に進化す 可 き筈でみる か ら預j 低完懸の

は忍〈 、市街地には市 街地 に適' m

o

な他 の色 の配 合 j
域を見出 す可く もあるま い。然も専門的 に般

Wi に

が あ る筈 で あり 、 ｅ ｐ 中 よりは見なかっ た が 、 岩 ｾ ｜ ｾｦ ! 要求せられるなれば 、地 とおO米 突 の高度 に於て

町 の 大 阪 瓦斯合 員士 の 汽矧 ｬ 室 の 壁 面 ｉ の 迷彩 の 色豊ＡｪＺ Ｑ 立 ｪ さ へ ｽＧｘ る 程 度 の 有 弘 なる可き ｾ 慌 たら し め た い と

い λ のではないかと忠 ばれる 。然し 3 色迷 移は大 j 云」、に到って l士、遂 に施 す可者手段左方策に 窮す

他 、 職: r t 工傍あ ま りマツ シプでない物に用ひ て初め ! るで はないか ? 。

て成功する の で、建築物 の如き 外 郭のは っ きりし j 然も一朝事あれば敵機 (土 必ずや 否が: i l l 要都市を

字、中目前マツ シプな物に 用ひて 成功 し得る か ど う ! ｧｾ 殺 する ζ とに成功す る も の と 考へな ければなら

か ｉ ｴ 疑問であると感 じ ｐ 次第 である ｯ ないに於いて おや 、 更 にｾ般に 逝へば何 ｩ かに ＲＭＳ

: 機が よ く芥が大大 阪市を金滅の惨禍 に落 し入れ刊

古 塚 ム ( るだらう事 に疑 問の儀 地 が ないo 蕊 にも将人 の提

塚 正? 口 :
' 刀、 ;  ｲｾ ｪ せんとす る極端なる杭般 的 材 市防 仰 の 必要 論 を

空襲に侃i へよ ! 丁皮今から 10幾年かの 以前 に ! ｭＺ ｾＧ Ｑ ず る ￐ｐ Ｎ 由が生 れ て来る。

エ 政合 が大阪市 の公合'立で大舎を 開催 さ れ た 時 に ; 大 大 阪市 の 持つ使命の 重 大 きは今回lの防波演習

私 lよ此 の題目 で 10分 Il¥j 演説に出席 した事 を想ひ凶! で始めて知ったやうな間抜:な野郎はあるま いが、

す。 それは 西廃 19 19年の秋巴恩に あ、 吹私 は 日本 j 工業郎市と しての大大阪 、商 業都 市と しての大大

人似楽部で花か、今 の互参謀本郊のノj 、畑敏 四 郎 閣 下 ! 1

'

&.  ｾ Ａ ｾＧｩＱＮの供給都 市と し て の大大阪 、 総決都 市 と

Ut の何 時 は少佐 で巴 思の陸軍大撃 を 首席 で卒 業 j しての大大阪・ 主主主へ来れば大日本帝国J l n大 大

になっ たと聞 いてゐた 。 同氏 は敵洲戦争賞時巴収 j 阪市の感がある。大阪市 を 中 心 として の周悶 二、

に居 られ、後ノL ーマ ユヤ 図 の参謀と してtt 械 に参 j 三十哩僚の地域 が 一朝 事 ある とき 負婚す百I き重大

加せられた との話 だった〉から食後に鍬洲 職 容 の j 使 命 こそ、会〈組閣大円本帝図の浮沈 に京大 なる

話を うか Y ひ、 巴里のZF裂を うけた誌や 、長 距 離 ; 紡果 を欝 らす こ とを考へ なけ ねばな らない o 否 人

胞 に よ る ｾｾ鯵 の 話に よ って作た 司刊、ら 、 律事誌 の ｪ 此の地域に生を承け 、 新遣のー角 に たづき は るー

恐ろ しさを 想 像 して今 に して大阪 市民 l土目先めて ; 員たる ことの如何 に名若手であ p 、光栄である か を

防gg施設を完備せなければ 、悔を勝来に残すであ! 良に自鐙す可き時が来てゐる。

らうと絶叫したも ので あ る 。 ! .Ei. って西市 の?伎役 にう けた「また敗けたか八聯

今と共 の 時 分 と の 主主主主 Ｑ ｊ の 相 ｾ｜ ｾ 、 それ は 恐らく ! 除 J 日本の弱き兵、そ の名は吾が大阪 市を中心と

お話にならな い程給段なる主主化が あるに主主 ひな い i せる1" 11周二 、三寸P_1J1 の地主党出身者 か らな れる軍隊

且つて巴型宇倫敦がD' l ! ばれた昔話を基単にして防

官I i 令くなれりとする程、 しかく単純なるも の がJ将

来 繰 り返へきる可き筈 はない。 その威 力 は首 時 の

幾百倍に中日 常 し 、 ｾめに 起る惨害は若 人 の 想像し

得 る以上に遥か に甚大 なるも ので あ る に 迩ひない

従って吾人 が十幾年か以前 に叫 ん だ 防 空 鑑設 論 は

改諭する必ｾがあ る 。今次行 ば れたや う な 生ぬ る

い ｼ坊ｾ 施設に 満足す る ζ とが 、 返って否人 生 す百年

後 の昔|・と して良に 筏 ぷ nJ き-;rzである か何うか? 。

此際徹底せる防備施設 を完成せ しめ る袈 を焔 切 に

感ずるも のである。 そ ζ で干干人 の云」、ととろ の極

端なる 税 極的 助金施設論を提唱す るIfr以 である。

建築物ｼ山側 ｩ 施設 の 割償 と し て の 俄袋 、 ｾ獄 、 迷

彩 等 ｉｴ 今次 の 防 ｾｉ 筑脅 の Ｑ 主 総から見て靴下掻ｉＢｬ ー の

の芸員 っ た不快なるl : f k 調で ある。然 も葛I}勉、努 力官E

〈関家批舎に* 公を 俸げ た効は50年後の今 日酬1ひ

られた 、見 よ今 日 の 大 大阪市の使命 1 別l 国 大 日

本帝閣を各方而から背負って立 つ撃 かなる大使命

!  弦にも 7千人が提唱せん ξ す る級品iなる積極的

防ｾｾ施設の重要さに意義がある。

極端なる fJ( 般的防空施設とは 如 何 ? 0  ! 符来向 ほ

研 究を絞ん で ｩ ｴＨ ￬ めて ｬｩＧｴｉ・ 論 を Ｑｾ ｽ た いと考 へる が 、 概

論 と して先づ吾人の持論の根本となれるところを

諮って見ょう。

重要 な る 要月fr を選定し 、系統 をiJ て弘 司王前に木

匙家康の撤却を行」、にあ る。

今依りに] 戸 10月三内 外 の建物、坪 i;::j リ 1∞ 聞と

見積 れば 、1 戸放り I，CCO関! の補償資と考へ 、国庫

¥ 
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l U好市共同 の支出 と して似 りに 100，0∞ ，∞0 闘の

補償費を捻 出せば 優 に l∞ .0∞戸の建物を 市内 か

ら 適常 な る 市外 へ移 築 するＺｮｾｴｉ［ I日 来 よ う と1- 地は

勝来 事 耳献に被し て返 却す〉 そ のＱｩＮｴめに生 ず るｾｾ 地

は、建 物 の ?g地 及 滋 路敷告を力目算す れ ば 、優 に

Ｒ ，∞ Ｐ ， Ｐ ∞ ｊｺ ｰ の ｾ 地が大 阪 市 の Ｑ Ｑ ｴ 裏 地域に ｩＧＡｩ ･ 列 ｌ ￎｾＱ＠

る 勘 定で、 更に一 基 本 ｾ ｾ地を約 Ｒ ｊ ， ＰＰ Ｉｊｩ ｆ のもの止

せ ば余 市 に約 100 ケJfr の相官I大 なる系統的余地を

配列 ｌ￭ｾ ｩ る ζ と ｌ なる 言準 で ある 。

総 てmのさ戸地の持 つ使 命 l士、 防法施設としての

砲列陣地ともな1 J Wょう 。市民の臨時避綾} fr とも

な 明、救 援ffr とも なる で あらう 。 防火班の活動に

容易ならしめて 火 災 ｬ 才 驚 〈可き最少限度に ｾＡｾめら

れる とと L なると 想 」、。 敵聞 の有効 的命中率 は減

殺し 市 民の右往左q.[:の混雑や恐怖心、を殺〈・に大 な

る効果が 生じる o Ｑ￘Ｚ 火ｦ￬Ｇ ｾｉｾ ｊ の尤 も歪ＱｉｩＡｦＮと せ ら れる

小 規 模住宅の密必を除 u・て 、{ ぼ援も i止; 献も !ifi めて

効果 を習を概す るにf1J るでは 無 い ?

車千 々 中日醸 す 現月たが爆仰の惨禍か ιｾｾ る扮 ｾｴ［Ｚ の事

を考慮 すれ ば 、 事前の ｉｈ ｾ 立 は Ｎ あ ら ゆる場合に於

て線めて少Ｇ制の ｴ ｊＺｬ ｾ ｴ［Ｚ で済 ｌｮ らる ｌ も の である。

ｾ ［ Ａ［ ひに して君主 Ｑ ，羽都市は険米献凶の ｾｕ 誌に比して

規模小 に、移 崎 、改 築 、新 築、 の級 め て容易 なる

木 治家 屋が大部分を占む る閥係. I .i 守人の議論は必

ず L も!1!1f. 事 ではない 、建物の木逃が大誌なるが如l

〈考へる前に これ を利 IIJ して t t イヒずる方気ーが肝要

で あ る 。 同時に ｪ 針 生 芋修 科 ， ｩｾ ｕｲｬ から の交 ｩ ｩｉｬ は交 ｩ ｩｉｉ絢

の後遺と系統的運車事によ っ てさまで [1日迎と迄 する

には及ぶまい 、 ｾするに純端 な るが 如 く にしてブと

も符易なる完令後ーへ の第一歩として旋'¥'1 したい。

cnp，和 9. 8.  4 杭〉

に高年誌を蔽ひ しもの であ る。

綴い て製 品 の三 法 1.i 111( のよ世根の廷はペ ープと見

るべ< i Q: 1 ! 過ぎ 、 もう少し上伎 なれ ば相 官効 果 が

あるかも知れな い。三井貯 irtl !J . y  !I 迷彩を見過し

て住友仲鋼所の大仕掛な A然浩工場の遮蔽. 之は

燈 火 ｬＧ ｦ ｾ ｉｩ ｉｊ Ｉ 日が主なる録 、 ｻ の絞 から淑れば 却って 建

物を反主すに誇張 したも の で あ る、 Ｑ￬ ｛ｊ 波紋銀の上 ｾｾ

で蔽」、たもの である 、太政官掲 の俄袋は残念乍ら

見逃し特有E 品検登場及 ポ y 7・室綴いて 、イ主汝; 拠剣

所の E苦務室の三色 の迷彩 〈賞、縁 、茶制色〉之史

明 らかに干F在 を 明示せ るもの であ るが、建 物 と 見

られ ない がそれ は 2，αぉ氷ーの .卜ー で見ての 卜で ある

i't i ll 合員Lの旋 燃 工 場 尾 根 波 鎮の コール タ塗 、ドj

犯 で )'.1 rtJ lの住2訂正線の生地及テ= スコ ー トに なせ

る廷のコ ール F 一主主及 オゾケ ライト テー 7' を放 つ

め しもの之は後手? の 住友也線の行方が良いか前者

の門事合従其他之にお1す るものは 数 多 ある が此方

が良 ν、曲、軍 部専門家の意見が聞 き皮ぃ 、兎 に 角 住

友 泣 線型なれば 誇ｩｬｬＺｾ する必要がある 、 然るにｩＢＧｆＱｉ

合長t司リの様に 之 がカム 7 ラーヂ出 来て居るものと

すれば反到 の結果と な る課 であ る。

華民日ｵＺＡ の 溌＿丘 ｦｦｲ の焼失 の ｦｾｾ 主之も疑問に関する

六ケ吸い建築物である 、 Ｑｒｾに於て は 、 やらずも

哉 の郊Iに加 する 。

中央市場 及市臨皆前記の汽111合長t型 に 因 す る。

柴 均貯 水 池 ik毛J.!; IIM門はかすめて 、大 阪扱i J ij &

f(i f 総 会 近 < 1' ' : : 飛ぶ之と宇は相官t効果 が あ る 採 に，思は

れる 、前者ーはEまにi ! a i 純を幅 1511りの 11:] 渡 して活路借

家及陰影と 見 せ向英連続を大手前 の瓜eJtJ に: おき!-' .I(

は似段せ しもの 、後者は 総合の州市 を絹綿と械で

以渡し之に紘及茶灼色に 色別けして 山J : i . . と主主り泊

にカム アラ ーヂ した趣向 、けれども雨者共背心 の

水 原 大

'l t.  色別の効来は表はれて 居 らなかった。

ユ旦 ι 主主〈 御 堂筋の 白星ifili rのJじ新 ピノι 午分はぼかさ れ

防法 1筑脅 の最終日 。28 日の11.. 後 3 時頃木津川飛 ・てゐる 、之は古蚊艇で カパ ー したもの之 も相 '1;;:1 な

行 場 か ら J - B. B V O 機 に使 釆 し て、北に針路を と i¥・:j !1tよ りJ . l . れは効果あ るもの と淑 ら れ た、即ちカ

リ、大大| 以市 の 外釦j を2∞; J / との上仰に闘を描き っ : ム 7 ラーヂを 施さ ぬ部分の 白色 の様 に鮮 明に映じ

Ａｩ摘すと 俄装ｾ蔽を布見左見の烏鰍淑 、 先 づ大地 ・なか った 。

を離 れ てＮ鳥人 となる好脊心 、 ｬ ｬ ｾ ば ｦ 丘快の念の交鈴 Ｚ 多彩な天王寺公聞に般を集ま しつ L 南海の ホー

す る内に早や展開する廻燈慌の ｉｉ ｒ まぐる しさ 、 然 ｪ ム の俗攻 、 之も或鮎迄見 ら れる 、 之 は ホーム の ￄ＾ｾ

もF イム 10分 間 の充分籾 で ない: ! t -j'j 繁を失し た淑 i 級を ffr 々沼路に カム 7 7 ーヂナベ〈白 ペ イ Y ト捻

があ る。光づ築港第 l j 第2 突堤中 nu潟 市 仮 装之 は j をな し進 を- 1:M泣いた もので ある。

突堤 と擬ふ中目' 鼠・ の UJ 来 であ る、即ち之はーは丸太 i 自分の限に 往 いた もの 11: 以 上の 沼りであ るが、

のトーに 板を浮かし遂及潜在司ま ひしも の と丸太の1: -. j  200 米 俗 の 低 空で は兎に角天王寺公闘の花壇の線



石 は元 より花迄見られる程である から キHft の高 度 ! 1 ) 数卜分陸路の走行をなし 、更 に前世紀の遺物の

のJ 二鐙よりの 研究が望ま しく思 はれる o 綴 な渡し舟 に打 ち乗 って、悠々河 を超 え漸〈 ζ の

孤 烏に遣し、更に約 5 p汀の度検路を歩んで( 但し

_，... 自主治: はと のffr 自動車の怠迎を賜る向〉始め て航空

似司 ・継の門 を訪れ得る が如 き。 最 も遺憾 とする所ーであ

士

口田信

官官市武装紙況を事実大主主 よ P 鰍下し 、建築物そ

の 他 のｦＡＭｾ波及び ｾ 蔽の効果を研究せんが た め 、日

本建築協合のお委員諸氏と共に 、7 月28 日午後大

阪 市の木津川飛行 場よ り試乗を行」、 の 機舎を Ｑｾ Ｑ ・た

その 際に感じたる大阪市 のｼ均 ｧ ｾ 紙記 に到 する感想

をＭｦ，Ｈｾ に 魁めてこ れを誌上 に報 告す べい との御

依 車両 によ って ζ のIJ、文を草する次第であるが 、そ

の本 来の洞察は正互に執筆せられい 他 の先' i U諸 氏

に言駆り 、m: 者は幾分的外れの断恕 を指摘して見た

いと 忽 _; .。

者ｾ市 と航 空港との胸係の密接なること ｬ 宮 、 苑 も

高官市 と停車場 とのw' df争に於け るが如 くであり 、最

も重要な る ζ と1.J: _u J亡述 べ るまで もない。一部の

論者が 、昨日の市門 は妓門であり 来 客を歓待する

の施設 は殆どなく 、今日 の市 1""1は 停滞 場 で あ り 煤

煩立ち込め混乱を極めたるもの で み1) . 明 日の市

門 は且/ 1 ち航空港であると まで極 言 してゐるのは過

言 とし ても 、各種交油機闘が 中目{失っ て夫々のもつ

特徴を磁石j ( して、始めて都市内 2えび都市間の交 通

問題が解決す るもの である以上、都 市 航 ?g継 に 到

しでも 、 その fii :也 、大きさ 、殻材I i 等に測 し恨I D: な

る考慮が桃 はれて居 らねばなら ぬ筈である。

g obert  Tム Da¥"I :;on 氏 は航空港の位置に主せする

公 衆の姿求を次の如き興味あ る鮎数であ らは して

ゐ る。

ｧ ｾ 中 交 通 柚 ｲ こ 闘 して の佐世 8  

2左中交通事業中心からの距出!Uk. tf 方 向 7

地則的中心 からの距離 4  

人 口の中心からの距離 B  

娘 道 終端 際 か らの距縦
2  

71、路 終端際 か らの距 離

垂¥l[lli 周 か ら の 距 離
6  

ホテノL 中心か らの 距 離 5  

経済中心から の距 離
3  

財政中心からの距離
3  

飛行機製作中 心 から の距離 3  

木海川飛行 場 は暫定的 のものと稀せられる 以上

これを狽〈批縦するは酷である が、上備 に 照合 し

て来して幾蹴 を獲得. し待らる L 宇。殊 に、都心 よ

る。

航gg滋本属そ の他 の施設に就いての感;tt! は もう

制愛する とと L した ν、。

松 室 重 光

務期が/ i U巡って いた筑特別 の牧 型1・は なか った、

祭 尉の裂を最初 にの ぞい て、 さて舞益商を見た と

一 様 、 ｦ ｬｬ ＿ ｾ 飛行で明僚 に 俄袋苧ｩｉｩｬｬ蔽を看取 し た、

之が千メート ノL 以上の空から 如 何に見ゆ るかは更

に他日 の研 究 に待たねば なら ぬが 、五互 に都 市の位

ｾｾ 研究 等 其ｻ也幽士忽聖子 上 種 々な る大 小問題に閲し

て＿ ｾよ り の智識が極め て 有意義 で且 つ 大 局的 のも

の であるお を悟り符z た。我 :々 は都 市計主主の根本や

主主他人r : 1] 生活集倒他の分布僚に 閲し て今後此使手IJ

に してl E 縫なる機とより の淑聖書研究をなす事の必

ｾなる駄を し み じ み と 感得 し た の で ある。
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便 所 の 改 良 に 就 L 、 て の 座 談 合 記

出 席 者 委 員 長 武 間博 士

幹 事 堵 山 新 卒、 小 川 陽 古

委員 三 木 3!ミ三 、小 川安 一 郎 、 関 本 新

次 郎、 附田孝男 、 赤 松 修

住宅は使 所 よ り起ると云」、言葉があ るが 、:J¥:;づ

使 所 の 防 臭 設 備 が必 袈7である。共径は人間五感の

内最もなれやすきも のであ るが、各粧の」込先i に葺j

して 特に腐敗種わ J込書式はI量感を受けるもの である

故に 、 先ず こ の腐敗極の 央Ｅに到する防 ｾ設 備が

必要であ る。

現 夜 便J.fr に7)<i.先式{ 止i所とV J . 取式使lfr がある。 7)、

洗式を用ひる こ とによりて腐敗種 の 慈ｾは除 〈 こ

とが出来 る が 、 その上に使lfr 内 にj! g る特災な 5主主主

をも除 く と が 出 来 れば 完 備 し た ものと云 へる。

似Ef r 内に於ける防臭方 法 と し て は ベ y チ レーシ

ヨ y をよ〈 すべきであ る。とのペンチレ ーシ ヨ y

の震 には 、兵I i i ' 放を床下に設け 、上;mに換 気 孔 を

設ける ζ とによって 、 自然換気が行 な わ れ臭 気 脱

出をな し得られ る。叉使Ef r 内のi Ml / 1l : の ために :u る

臭伝 の1t にも 、上 部 にiffi J! ，孔 を捌ける ζ とが必要

で ある。完全なるも のは 床卜 & 床下 に夫 々，)1) に I!TJ

J.l¥¥干しを設け る ζ とに よって 、 より よくベ ンチ レー

シ ヨ y が 行 わ れ る。使所の入口 戸 をlt; き戸に する

こと は 、開 IUJ により内1郊のEP以 を 佼iilL す るために

臭 気 を感じる ものであ る、 ζ れ は戸の w( 以下 )1こ

火を 聞 け るととに よ りて兵 訴を除〈 τhが出来 る。

父 、掃 除 不 充 分 のため に も臭 気が起 る か ら 似所 は

常 に 消 潔 に な す べ きであ る。

Iffi !1!¥. のために }Il ひ られてゐ る央突材 料 として 、

多( 型鉛引 鍛板が JIJ ひ られてゐる が、11話蝕E宇多き

ため ど ｾＱｉｊＱｪ燦突の 斐 ￁ をも っ て すればこ の ｍ￻ｾ Ａ は 防ぐ

ζ とが出来る 。

関 西 地 方 に 於 て は 一般に似 所 を 縁 側 より出して

ゐ るが 、関 東 地方 lく於 ては床の 11:] の 後 に 設 けてゐ

る。こ れ は闘 凶 地 方 は茶室の影 響のた めでもあ る、

床の間の後 に設け るのは 政 地の狭 い 関 係 上、或 は

似 利 の ｾ め で あ ら う 。 現在位宅設言ｼ に 食ってよ く

玄関 脇に設 けで あるのを見るが 、 使 ｬｦｲ は 出 う ｾｗ る

限 り本 屋 と 絶 縁 す る 方 が よ い。 本肢と 絶 縁 す ξ ζ

とによ ってiti 般 に 3討する不交を i半」、も 、 これ は 各

自の注意に よって激| 均出来る 。 使Ffr の 天 井 に hla線

天 井、漆 喰 天 井 俸 が用ひ られて ゐ るが、総 て の お

で漆 喰 天 井 が よい。

関 東 地 方 に l工大 抵{ 児所 内に掃 き出し U を設けて

ゐるが 、 とれ ば掃除 に到。しても 、又 羽 風 換 気 !こ "l'-.J

V.1I 1、- ':2 0

しでも よい とと であ る。

主 に仮i所 /)J 品以は排出した似と 、滞 絞 腐 敗 し た

似よ n: 査するものである が. 主主臭は ζ の腐敗 し た

似より感じる ものである 。滞 債 肉j攻し た 臭以 は 71<

ｩ 汎 Ｚｬｬｬｩｬｦｲ によっ て ｼ ゆ ｊ 誌の口 的 Ｑ ＧＱ逢 ｬｮ られ る 。 私 生ｬＧｾ

似器に機械的のも のが井] ひられてゐる が、不完イト

な もの 多〈 、似i' t，是1.1簡 単 な ものの: ちが よい 。

似 rfr としてま虫恕的の ものは 7 ラッシ ユ ・グアノレ

ヴ使用の水 洗 式 似見rr が よい。

日本人 には{近所 内 1<: 問形物 を 拾 て る 費 削 がある

然 、71< iλ 式の場 合 な ど ζ れ の数防苛t と して 、{ 瓜飢'

内 に箱 を 設 け る必袈 がある。 只. t t i を設 け るだけで

は意識せないため 、知の表に汚物月] 、TX: は巡i aな

る句訟によっ て紡 の用法を杭示 ずべきで ある。 ホ

テル俸に は御ｾ￭ｉｾ人湖 、 病院には汚物用と令 、、 τ 設

けてあ る。此空宇 のflj 物を姶てる に際して俊〈 ーと

も よいが 、叉{主' じに於ては署員放 用 を 水 洗式 と な し 、

下 使j舛を j比限式となし 、 ζ の汚物を下似所 にt:;; て

る様 になす ζ ともよい。 州 のためにも &J 反式 の 一

つ位あ っ てもよい様に 思わ れる。

l史lfr の紡」誌のた めには 隣 家 にする方 がよいが 、

又 ｎｾｲｪｪ ーとの連絡を廊下にてなすことも よい 。

{史j升の大きさは 3 Jミ平方が泊Riーで ある o flliEJi 内

のベン ナレ ー シ ヨ ンのf誌に 、員盟締式 、Txは ldl定 式

が 111 ひら れて ゐるが 、旭中事式 I ｾ＠ a担! 憾の鈍 き 場 合 は

能 率 怒〈 、従 って仙l定式 の 方 が有効 で ある o 7 ア

ｹ を ｊ 反 付 けるととは ｾＩｊ 呆 がある ｯ ｾｾ ＧｦＧＨが許 せ Ｑ ＧＱ 、

使 ｊｦｲ 内に入リたるとき自 Ｎｪｊｾ に Ｔ っ て 壬 Ｍ ｊｪｬ ーを誕ｾ

将なす ｪ 設な 設備が 出 炎れ ＱＱ 最も防ｾ的効 果 をもた

らす わ けである。

1Ti泊j 日ひられ てゐ る7 ラッシユ ・グアルヴ lよ7)<

ｭ 直結 又 は Ｗ ｍ ｾ Ｇｩ よ ＱＩ iJ l くとすし て中目前邸力 のみ るフド

を必要とす る。 氷山陸の少な '<' r.fr で はシス F ー ンを

設 泣 L 、*i .止の川) i をな さし めてゐ る。 ζ の シ スタ

ー ;/ I. A紙を 引〈こと によ る鵠 の破 損 率 がj¥'l j い紋 で

ある。

メシスターンを設けて 7 ラッシユ ・グアノι グ を

川j ひる方法がある が、 とれ は 紐 を引 くζ とによる

破 損 は まぬ がれるが 、一 度 使 用 す る と 少 しね: た ね

ばならぬ飲 駄 があ る こ と ｌ 、 又Ｊｉｬｅの低 い 駄 が ｾ

弘11 であ ると云へる。

事 ｩＡｉ 局佼 ｲｦｲ 防 共 に ｾ ｊ して ｩ 土 、 Ｗ Ｑ＼洗 式になしベ ン チ

レーシヨ y をR くするととによって 、防 共 !:J:tl. し

Ｑｾ Ｎ られる も の である。

以上 使} 況に到する改良 の話 の外 、京都経商I t 宮 内

の使I j f f に注意書として r oo ' 7 グツト向 7 :. 持 チ

出シ テ必ズシズタヲタラシ F モウ ナ」 と曾 いてあ



り清潔の表示古j と して面白 い 旬で あ るなど仮irfr に す る 興 味深 き盟 験 談等 あ ったが 、 こ L には省略 す

釣ずる 脊 閥、武田博 士の 外遊 一 中に於ける使 ｅｲｲ にｾｾ る。

住 宅 に 於 げ る 防 暑 に 封 ず る 座 談 合 記

出席 者 委 員 長 武 rl l五 一

幹 事 ＱＱ 、 Ｇ ｉ ｉｾｽ 吉 、 松本儀八

委 員 赤 松{彦、 l湖本 新次 郎 、 岡 田 孝男

三 木米 三

防 暑 に 封 しては心迎! 的方法と 、生 理 的 方 法 が あ

る。 物理的防暑法と して は ;ili 風を よ くするとと L

温度を下 げる ζ とで ある 。 ζ の 溢皮 を 下 げ る とと

は 太 陽 の 直射 光 線 を巡 る ζ と 人 総 度 を 下 げ る ζ

とで ある。

j此を 1mす ととに よ る 防暑 法と しては、床下 よ り

の温 風 を良 くすると とが よい 。 床 lごを コ ンクり ー

ト打 、 叉 は モλ F ノL 塗 に な す と とは床下 の級車まが

冷主主を奥へ るためよいわ けで ある 。 床 下 の1m風 孔

を設 ける 位置と しては室 の奥がよい。

防暑材料としては 透 熱 係数 の低きも の を選ぶ べ

きである 。 コ '/ ? リート 等 の 様 なi専務ー率 の1[; きも

の が よ い わ け で ある 。

地中 のt合い主主気 を 吸 ひ 上 げ る 嫌 に な し 、 とれを

皇室内 に引 き 入 れ る と 共 に、屋 根の 中 にも入れる 様

にす れば j主ぃ。

総 務 が ゆ るせば、 機械 的 に地 中 の 冷い主主主式 を1汲

ひ.卜げ る様 に 出来 れ ば 防 暑 に 謝 して効果的である

温 度 を F げる鎚には 、 床下 よ り 冷 い空気を 取り

入れるとと与、北向き の 陰になって ゐる 方 の主空気

を入れる 様 に す る こ とであ る。 沓を 作 るとと は 防

暑 に 効 果 があ る。

普泡ペラ y ダ ー を雨ーに とって ゐるのは 、 日 光 浴

室と云」、意味で あ るが、 ベラン ダ ー を開放的 の も

の とすれ ば 、 北 の 方 に設 ける 方 が良 ν、か と思はれ

る。冬期 になれば、と のペ テ ン ダ ー が な い た め 、

南町の居 室 は充分 光 線 が得 ら れ て 良 い 。 又 階 下 の

ベランダ ーを南 に とり、 2 階 の ペ ラ y ダー を北に

とるとと も効果 があ る。

屋 根の構 造 を 二 重 度 線 に す る こ と は よ い 。 屋 根

の rjt K . 水平の段( 空席〕を作る方法 も温 風 上意 味 が

ある 。( との水 平の 段 を 作 る と と は 7 '7 ' / ? ・ロイ

ドラ イ ト氏 が行 っ てゐ る。〉叉 、 切 妻 に して 、妻。llJ

に窓 を設けるととも一方法である。

Mは 総て 熱 の 不 導 位の材 料〈テ ツキス類〉 を 周

ひ る とと が必 要 で ある。壁を 白くするとと も一方

ｩ ｬ ｾ であ る 。叉笠 を 厚く するとともよ い。 内部 に 板

を怒 る事 も透熱係 数 をノl、にする。物迎的に はl廷は

厚〈 、自 〈、不導位に す れ ば よい。

ウ オ - {i1 .- ・カーテ y41j ::によ りて涼 主主 を奥へ る

方 法 もあるが、一 般 住 宅 に は 向 か な い。其 の 他 機

械 的 に 空If.( を冷す 方法 と し て は、電 気 冷房 設 、 χ

新 冷房 器等がある が、何 れ も 故 障 の恐がある。

ヲ十月の中 に水 道 の パイ プ を由民旋形にして 投 入

し、 とれをカパ ー して 、 7 ア y に て なれ ば相 1留の

効果がある 。

と の蝶 旋 ￬ｾ の ＺＮＱＧは 鉛Ｚｾ［の数 Ｑ を 用ひるより は 、 カ

ツバー ・パ イ 7 ・を使用 す る方 が良い。

窓 は 掃出 し 窓 が よ い 。 掃出 し窓 の 位置 は各地 の

叙 流 に悠 じ て 定 め る ζ とによ って 効果がある。 ζ

の 掃 出 し窓に封して用 心 の た め 、 又 は外部より の

見 油 し を避けるため には 、4各子或 は ガ ラ リ戸を l附

けるとともよい。風を 主 主 内に入れる方 ｴＱｾ とし て 、

雨戸 の 一部を吉正使窓 にする ζ とは、 .( r : 来使用さ れ

てゐ るが、 とれを雨戸の下 の方 に作 ると とも一 方

法 で あ る 。 窓 の構 成 に よ っ て 風 の方 向 を 嬰 化 さ せ

季節風をl R ! J 入れ る様に す れ ば効果 がある 。

/itJ仕 切 の建 具 に 際tllJ のあ る もの( 政資等〉 を周

びる ととによ って涼 しい感じが得ら れ る。

心 理 的冷 却 法 としては 7Jc を聯 想 す るこ とであ る

が 、 主主 を ｮｾ くする ζ とにより 、 又総地帯＿を イ ノ 「る こ

とに よっ て 、 涼 しく感 じる ものである 。

室 内 の色 を鎚へ、制 度を 後 へ ると とも よく 、 上|

本! 切で は襖を聖書へ る と と に よって涼意を感じる も

のであ る。

松 本氏 の 案 に よる冷窓 十 ケ僚 を 次 に記す。

1. 風 の1mる場所を選べ。

2.  風 を入 れ て 逃 せ 。

3  土 地の持 つ 季節 風 を 取 り入れ よ。

4.  掃 出 u名 を利用せ よ。

5. 床 下 の 冷 風を 使用せよ。

6.  強烈なる 日光を遮 れ 。

7  植木を刺用せよ 0

8.  熱 を 徳 へ な い 材 料 を 選 べ 0

9.  室内を箪純化せよ。

10.  目や耳 の感 じで生 かせ。

以 k の 外座談曾として各自 の滋 暑 法 に 到 し 興 味

ある 話題 も あ っ た が、 と L には省略する 。
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編 輯 後 記

じ防杢演習に 際し て、本協合の者[1市武法委

員舎は非常な活躍をしたがＮその ｊ ｉ ｾｷｭ は寧

ろ今後に期待すべきである。 焼け るべき運

命にある木浩家屋集聞の都市を如何j に して

飛行機の爆撃に釘する か一一問題は明瞭で

あるカ: 一一宮行には大 なる困難がmはる‘

然し進 まねばな らぬ、協舎はう伝づ茨の道を

聞くも のである。

口美術館特輯蹴は二ヶ月も先き から 準備し

なが ら先月蛮行の遅れの徐波を受げにのと

l切さ主演習 との矯め強行は遅れ且なすべき事

が省略 さる〉 のJ とむを得さ'る 至った:事を遺

憾に 思 ふo

C 本披には記事として美術館の概論とその

かたれ 各斯道の大家の設を蒐め得7二事1ま誇

るに i己ると思ふ、 口檎は本邦の美術館大集

成を試み乍ら 、 これ は色調が将j不明瞭にな

って要を得な い嫌がないでもない、何かの

参考ー となれば望外の幸であ る。

ロ都市武装委員舎の委員 が防空演習終了直

後飛行機にて大版市の上宰を一巡して儒銭

遮蔽の効果 を? 見感 し1: 。 その感想、 {!:>;k め、

本批締切に間に合つに分のみ を載せ 1: 。将

来の参考に資寸べ き月Jr が多からう と思ふ。

口編軒に閥係あ る役員の方々は全部演習の

詑鋭部員であるのでま にま Ｑｾ Ｇ 役目は絡 らな

いが 、総 てが先づ一段落の格好、 ;:7，くは秋風

燈火の期雑誌 も亦静かな内省的な題 目に精

機能の最大なる部門 fこる採光 t の二つ に別 逃 する 。
( 高橋栄治)
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